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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人に似たるものの姿を描えがくこと、あだやおろそかになすなかれ。そは忌いむべきことなり。

　もし描かかば、ゆめゆめ点てん睛せいするなかれ。そは最大の禁きん忌きなり。




　忌むべきことを忌み、一いつ花かを成すべし。


【絵師口伝・掟おきて】











　その強い光は、全すべてのものの輪りん郭かくを溶とかすほどに圧あつ倒とう的だった。光を放つのは床ゆかの一部。そこが長方形に切り取られ世界の底が抜ぬけ、あらぬものが吹ふき出してきたかのようだ。子供が両りよう腕うでを広げたほどの大きさの長方形。それはついさっきまで、なんの変へん哲てつもない白い一枚の紙だったはずだ。

　奔ほん流りゆうのように吹き出す光は、千せん樹じゆの髪かみを吹き散らし、その圧力で体ごと背後に押しやった。影かげすらも蒸発させるほどにまばゆい。明るいと認にん識しきする前に、目は痛みを感じた。

　千樹は床に尻しり餅もちをつき、目の痛みに、強く瞼まぶたを閉じて震ふるえているしかなかった。閉じた瞼の向こうが白熱している。

　──わたしは、なにかをやってしまった！

　十一歳の少女には、それだけがわかっていた。ただ恐おそろしかった。光はまるで質量があるもののように全身に襲おそいかかり、額に、耳に、頰ほおに、胸に、体全体にぶつかる感かん触しよくが痛い。

　唇くちびるがわななくが声を発することができないのは、誰だれかに助けを求めることに慣れていなかったから。この世には誰一人、千樹を助けてくれる者などいない。そう思っていた。

　瞼の向こうの輝かがやく白が一層強くなり、頰にあたる熱はさらに加速する。このままでは自分の体は強い光に吞のみこまれ溶かされ、跡あと形かたもなく蒸発するだろう。

　──どうすればいいの？　どうすれば!?

　その時、足音を聞いた。簀すの子この板を高く踏ふみ鳴らし、こちらに向かって駆かけてくるその足音の主が、千樹が座りこんでいる室しつの中に飛びこんできた。

「千樹！」

　その人は、真っ先に彼女の名を呼んだ。そして、へたりこんだ千樹の肩かたをしっかりと抱だく。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　君がやってしまったのか!?」

　焦あせり問う声は、千樹の身をひとえに案じている。彼が千樹を助けるためにきてくれたのだと悟さとった瞬しゆん間かん、言葉にならないほどの安あん堵どが胸にあふれる。手て探さぐりし、千樹の名を呼んでくれた人の掛かけ衿えりをしっかり摑つかんだ。

「彩さい遊ゆう先生！」

　助けを求めすがる声が、はじめて口から出る。その声は恐きよう怖ふに震え、惨みじめな涙なみだ声ごえになった。

「待っていなさい！」

　彩遊は千樹の手を衿から引き離はなし、立ちあがった。

　千樹は腰こしを浮うかして彩遊の直ひた垂たれの袖そでを摑もうとするが、衣きぬは指の間をすり抜けた。無様に四つん這ばいになり床に両手をつくと、瞼の向こうで光がさらに強まる。

「先生！　彩遊先生！」

　強きよう烈れつな光は瞼を閉じていてさえも、白い輝きで目の前を圧した。瞼を通して、目から頭の向こう側に突つき抜ける光の強さに目め眩まいを起こし、その場に倒たおれこみ横倒しになった。

　──先生……。彩遊先生……。







　一花　成る絵をものした絵師の弟子




　細い線せん描びよう筆ふでを手にして、千せん樹じゆは短冊に切った紙にせっせと水鳥の絵を描き続けていた。

　水みな面もを渡わたる水鳥とその周囲に波は紋もんを描き、仕上げに、紙の四よ隅すみに水草を加える。墨すみの濃のう淡たんのみで描くが、水鳥の羽の質感はなめらかで、水面の波紋は空気の揺ゆれさえ感じさせる。

　彼女の周囲には足の踏み場もないほど、水鳥の短冊が散らばっていた。

　この短冊を竈かまどや火ひ桶おけの近くに貼はっておけば、火難を逃のがれられるという。まじないの一種で、絵え札ふだと呼ばれるものだ。

　はねあげている蔀しとみから、冬の弱い日ひ射ざしが床にこぼれて板目を暖めている。

　千樹は疲つかれを感じて手を止め、自分の周囲に散らばる水鳥の絵札を見回す。できばえを確認しながら、ふと庭先に目を向けたその瞬間、

「なにやってるんですか!?　彩さい遊ゆう先生!?」

　悲鳴のような声が出て、思わず立ちあがっていた。

「いやいや。なになに。庭木の手入れでもしようかと思って」

　朗ほがらかな笑え顔がおとともに返事した彼は、庭で一番大きな松の木に梯子はしごをかけ、てっぺんあたりまで上っている。年は三十代半ば。柔にゆう和わな表情の彼は、千樹の師し匠しよう・彩遊だ。自らのやる気を誇ほこるかのように、直ひた垂たれの袖をたすき掛がけして、目は得意げでさえある。

　しかし千樹は蒼そう白はくになる。彩遊の身ごなし、立ち位置が、あまりにも危なっかしい。

「せ、……先生。いいですか、動かないで」

　内心焦りながらも、千樹は引きつった微び笑しようを顔に張りつかせ、足た袋びのまま庭に飛び出した。さながら真夏の蟬せみ捕とりのように、相手を脅おどかさず、素す早ばやく。

　──蟬ならば、まだたちがいいのに！　落ちたところで蟬には羽がある！

　しかし季節は冬。そして梯子に張りついているのは蟬にあらず、千樹の師匠。彼には羽がないどころか、敷しき居いをまたぎそこねて足をくじくような器用な人だ。

「気にしなくていいよ、千樹。君は絵札を描いておいで。このくらい……」

　と、彩遊は言いかけるが、その言葉が終わらないうちに、彼の乗る梯子がぐらりと揺れた。

「わっ、あれれ。あれ……!?」

　こんな時ですら間の抜けた声で、彩遊がおっとりと慌あわてている様に血の気が引く。足袋の足裏には雑草がちくちくと刺ささったが、そんなことかまっていられず、一気に庭を駆けた。通り過ぎる冷たい風が、耳たぶを斬きるように吹き抜ける。

「動かないで！　先生！」

　梯子が倒れる寸前に千樹は梯子に取りついて、それを全身の力で松に押しつけ固定した。

　梯子にしがみついた彩遊と、梯子を両手で押さえつけた千樹。双そう方ほうが同時に、ほっと長い安堵の息をついた。がっくりと項うな垂だれ、千樹はようよう呟つぶやく。

「……まにあった……」

　梯子にしがみついていた彩遊は、そろりと下を確認して笑顔になる。

「ありがとう千樹。もう大丈夫だから」

　千樹は梯子を睨にらみあげた。

「大丈夫って、どの口が言うんです!?　しかもなんでいきなり、庭木の手入れなんですか!?　庭を見てください、庭！」

　片手で梯子を押さえつけながらも、千樹はもう一方の手で周囲をぐるりと指さした。

　庭には夏の間にわがもの顔で繁はん茂もした草がそのまま立ち枯がれ風にそよぎ、軒のきの方々には蜘く蛛もの巣すまではっている。控ひかえめに表現しても、幽ゆう霊れい屋や敷しきだ。

「庭木の枝ぶりを整える前に、草むしりとか、軒のき先さきの蜘蛛の巣を払はらうとか、もっと優先するべきことがあるでしょうに！」

「いや、そのあたりは、あまり面おも白しろそうではないから」

「そんな基準で命を賭かけられたら、弟子のわたしが困ります。即そつ刻こく、地面に下りてください！」

　懇こん願がんすると、彩遊はしぶしぶの様子で梯子を下りてきた。たすきを取ると、「おやっ」となにかに気がついたように、千樹の姿を上から下まで、目をすがめて眺ながめる。

「なんですか？　先生」

　この近きん距きよ離りで相手をまじまじと見つめるのは不ぶ躾しつけだが、仕方ない。彩遊は六年前に目を患わずらってから視力が落ち、ものがぼやけて見えるらしいのだ。

「千樹。足袋のまま庭に下りたのかい？　お行ぎよう儀ぎが悪いね。年とし頃ごろの娘むすめが」

「あのですねぇ……先生」

　力ちから尽つきそうになる千樹を前に、彩遊はなにを思いついたのか、ぽんと手を打つ。

「ああ、そうだ。庭木の手入れが駄だ目めならば、君の室を片付けよう」

　言うと、すたすたと歩き出し、簀すの子こから建物の中にあがり廂ひさしを抜け、千樹が先刻から絵札を描えがいていた室へ入る。千樹は慌てて彼の後を追い、その袖を引き留めた。

「いいんです！　わたしの室は、これで！」

　調度類がほとんどない、がらんどうの室内。なのに千樹の座っていた周囲だけは、白紙の短冊が散らばり絵筆が散らばり描かき散らした絵札が散らばり、惨さん憺たんたる有様。そこだけ、ちょっとしたつむじ風が起こったかのようだ。彼女が絵を描くときは、たいがいこうなってしまう。千樹自身は、この有様を気にしたことはないのだが、褒ほめられた癖ではない。

「いつもながら、年頃の娘の室とは思えない散らかりようだよ。こんながさつな娘になってしまって……。千樹、恋こい文ぶみとかもらったことあるかい？　なんだか心配になってきた」

　彩遊の容よう赦しやない、しかし悪意ない言葉が胸に突き刺さるが、とりあえず彩遊の背を押して回れ右させた。

「恋文なんて、竈のたきつけに使うくらいにしか役に立たないものですから必要ないんです。先生はご自分のためになる、とにかく安全なことをしてください」

「わたしのためになる、安全なことねぇ」

　彩遊は首をひねりながら、ほとほとと、簀すの子こを伝って厨くりやの方へ歩いて行く。

「先生ってば……やる気の方向がおかしいわよね」

　千樹は冷や汗あせを拭ぬぐいながら室に入ると、描き散らした絵札を見おろした。師匠の突とつ飛ぴな行動で絵札描きを中断してしまったが、既すでにかなりの枚数描けている。

「枚数もそろったし、そろそろ売りに歩こうかな」

　これだけの枚数があれば、辻つじに出ても売るものに困らない。

　床ゆかに散乱している絵札の中から乾かわいているものを選び、手早くまとめて懐ふところに入れた。

　それから室の隅すみにぽつんと置かれた鏡を覗のぞきこむ。鏡に映るのは、白の水すい干かんを身につけた十七歳の自分だ。下した襲がさねと小こ袴ばかま、胸の飾かざり紐ひもこそ朱しゆ色いろだが、水干は男子の服装。髪かみの乱れを押さえる髪かみ帯おびが唯ゆい一いつ、少女らしいと言えば言える程度。女として魅み力りよくあふれる衣装ではない。

　この姿は伊だ達てや酔すい狂きようでやっているわけではなく、絵え札ふだ売うりの商しよう売ばい柄がらそうしているにすぎない。しかし、そこは年頃。自分の風ふう体ていが気にならないと言えば、噓うそになる。

「恋文かぁ……。この姿じゃあ、味も素そっ気もないわよね。それが目的なんだけど」

　前まえ髪がみを引っ張りながら、言い訳がましく呟いていると、

「千樹、千樹ぅ」

　厨の方から、彩遊が呼ぶ声がした。どこか焦あせったような声だが、もともとおっとりと喋しやべる人なので今ひとつ緊きん迫ぱく感がない。が、わずかな悲ひ愴そう感はある。そのせいでまたぞろ、嫌いやな予感がする。師匠はまた、なにをやらかしたのか。

「先生、滅めつ多たなことしないで待っててください！　今行きます！」

　袖そでの皺しわを適当に手で伸のばしてから立ちあがり室を出ると、簀子を伝って早足に厨へ向かう。

　簀子には足あし跡あとが残る程度にうっすらと砂すな埃ぼこりがたまっており、足袋の足裏が跳ね返されそうなほど、踏ふみしめる板は冷えていた。

　屋や敷しき内が寂さみしいのは、ここに住んでいるのが彩遊と千樹だけなのだから仕方ない。しかし日々の生活費を稼かせぐのに忙いそがしくて、うら寂しさに拍はく車しやをかける、荒あれた庭や建物に手を入れられないのは問題だ。

「まあ、先生が患って六年もたてば、こんなものか」

　衰すい退たいというのは、呆あきれるほどに遠えん慮りよ会え釈しやくがない。しかも足がすこぶる早い。

　千樹の師匠・彩遊は、上かみの東とう国ごくでは名の知れた絵え師しだ。人間の手で造られる建造物の中で最も格式が高いと言われる、大だい祖そ神しんを奉たてまつる神しん殿でんの扉とびら絵えを手がけたこともあるそうだ。

　そして彼は上東国で唯一、過去に数度、成る絵を描えがいたことがある絵師だった。

　しかし六年前に目を患って以来、一いつ切さいの仕事ができなくなった。

　たくさん弟子でしがいれば、彩遊の代わりとして活かつ躍やくしてくれたかもしれないのだが、彩遊はずっと頑かたくなに弟子をとらなかったのだ。彩遊が弟子にしたのはただ一人、千樹のみ。

　七年前、千樹は彩遊の屋敷裏にある竹林に置き去りにされていた。その十歳の子供を、彩遊は弟子にしてくれた。

　出会った時、彩遊は千樹に『わたしと一いつ緒しよに来るかい？』と問い、千樹は『はい』と答えた。

　あの時「はい」と答えれば、今座りこんでいる場所からどこかへ行けるのだと感じ取った。

　彩遊はいわば恩人。しかも恩や義理を振ふりかざすような人ではないから、なおさら彼の元を離はなれがたかった。だから彩遊に代わり、千樹が働き始めた。

　とはいえ無名の弟子にできるのは、せいぜい絵え札ふだを売って糊こ口こうをしのぐことくらいだった。

　絵札に描く絵は、望みにあった絵であり、なおかつできが良いほど効力がある。絵札売りは辻に立ち、客が所しよ望もうする絵札を売り渡わたす商売だ。

　しかし若い女が辻に立っていると、妙みような輩やからに絡からまれるのが常。だからこうやって、少年のような身なりをしているのだ。さすがに男には見えないが、女らしさを封ふうじこめることによって、かなり危険は避さけられる。

　ここ数日、急に空気が乾かわき寒さが増した。

　千樹が住むこの上かみの東とう国ごくの都・永なが冶やでも、急いで火ひ桶おけを持ち出した家が多いはず。

　この時期に最も売れるのが、火ひ除よけの絵札。火除けの絵札を買うのは冬支度じたくの一つで、辻に立てば人々は競きそうように絵札を買い求めていく。

「彩遊先生！　今度は何事……！」

　と言いながら厨を覗くと、彩遊が土間に尻しり餅もちをついていた。その足元には鉄てつ鍋なべが転がり、本人は頭から濡ぬれて、膝ひざの上に生芋いもをごっそり乗せている。

　尊敬すべき師し匠しようが、濡れ鼠ねずみで芋まみれになっている姿を見るのは千樹としては心底不本意だが、残念なことに、これは見慣れた光景の一つ。

　それだけならばただ、間ま抜ぬけな日常の続き。

　千樹の声が途と切ぎれたのは、厨の出入り口に男がいたからだ。派手な柄がらの狩かり衣ぎぬを身につけた青年。髪は長く、頭の高い位置で一つにまとめていた。

　──貴族。

　無意識に身構える。衣ころもの質のよさから察するに、相手はそれなりに地位のある者と思えた。

　千樹は十歳の年まで、貴族に囲まれて過ごしていた。だから彼等の冷れい酷こくさも意地悪さも、抜ぬけ目なさも、嫌というほど知っている。平和な日常に招き入れ、歓かん迎げいしたい種類の客ではない。

「どちら様ですか。こちらになんの御ご用ようで？」

　千樹は彩遊を助け起こしながら、青年貴族を視線で牽けん制せいしつつ問う。

　芋をまき散らしながら助け起こされた彩遊は、ようやく落ち着きを取り戻もどしたらしく、水みず浸びたしの直ひた垂たれの袖を手で絞しぼる。

「すまないね千樹。芋を煮にる準備をしようとして……衣を濡らしてしまった」

「気にしないでください。前みたいに井い戸どに落ちたりしないだけ、命の危険はないです」

「突とつ然ぜん声をかけられて、驚おどろいてしまいました。申し訳ないです」

　頰ほおを赤らめつつ、彩遊は青年貴族に向き直る。照れる姿は、なんとも子供じみて可愛かわいらしい。

　人好きのする垂れ目で、青年貴族はおおらかな笑え顔がおで応こたえた。身分ありげではあるが、間抜けな中年を目にして苛いら立だった様子もなく、面おも白しろがっているようですらある。

「俺も突然に声をかけて悪かったな。俺は曉あかつき宮のみや様にお仕えしている、高たか月つき雅まさ近ちかという者だ。曉宮様の命で人を捜さがしに来たんだがな」

　曉宮と聞いて、千樹と彩遊は顔を見合わせた。

「曉宮様というのは……。あの、曉宮様ですか？」

　彩遊が確かく認にんすると、青年貴族、高月雅近は鷹おう揚ように頷うなずく。

「この国に他ほかに、曉宮と号する者がいるか？　上かみの東とう国ごくを統すべる上じよう主しゆ様の一いち之の御み子こを示す号を、勝手に号する不敬を誰だれが犯おかす？」

　国を統べる者を、上主と呼び習わす。

　そして曉宮とは、上主の第一子の号だ。次代の上東国の支配者である。庶しよ民みんなどはその名を耳にするだけで、姿など滅多に拝めない人物なのだ。この幽ゆう霊れい屋や敷しきで、そんな高貴な人の名を告げて胸を張られても、今ひとつ信じられない。千樹は訝いぶかしげに、目の前の青年貴族を睨にらむしかない。
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「それにしても、茶の一いつ杯ぱいも勧すすめてはくれないのか？　そこの君は、そんな格好をしているけれど一応は女の子だろう？　もてなしをしてくれないかな」

　軽けい薄はくな笑顔と言葉に、千樹の眉み間けんの皺が深くなる。

「一応と言いましたか？　もしかして」

「一応でも女の子と認めてあげたのだから、文句を言われる筋合いはないと思うけどな」

「すみません。心の底から、今あなた様を罵ば倒とうしたいです」

「俺は罵倒されるよりも、愛を囁ささやかれる方が好みだけど？」

　あまりの返答に絶句した。しかし雅近は千樹の様子を気にもとめず、厨の中を見回し、壁かべ際ぎわにある物置がわりに使っている床しよう机ぎに目をつけ、ゆったり腰こしを下ろした。

「それにしても汚きたないな。掃そう除じは怠おこたるなよ、君」

　床机の表面を指で撫なで、指についた埃ほこりをふっと息で散らす。

「小こ姑じゆうとですか……？　どうでもいいですが、屋敷をお間ま違ちがえじゃないですか？　こんな幽霊屋敷に、ご立派な貴族様がお捜しの人間はいないと思います」

　千樹の強こわばった笑顔を受け流し、雅近は首を傾かしげる。

「ここは絵師、彩遊の屋敷じゃないのかな？」

「ええ。わたしが彩遊ですが。ではあなた様は、誰をお捜しなんです？」

　きょとんと問う彩遊に、雅近は探さぐるような薄うす笑わらいで答えた。

「阿あ樹じゆ様の妹君を捜している」

　千樹は我知らず、体がびくっとした。それを見み逃のがさず、雅近の視線は彼女にすえられる。

「阿樹様の名に覚えがあるようだな。君か？　阿樹様の妹君は。君の名は？」

　阿樹。その名前を聞くのは、久しぶりだった。

「わたしの名は千樹です。阿樹は確かに……わたしの姉の名です。けれど阿樹は七年も前に、わたしを竹林に置き去りにして姿を消しました。その時から縁えんが切れています」

　突然のことに驚きはしたが、姉の名を聞いても気持ちは波立つことなく、平然と答えられた。我ながら不思議だったが、そのことに安心もする。それよりも嫌だったのが、自らの出自が、いきなりこんな面めん倒どうそうな貴族の男を引き寄せてしまったことだ。

「だが君、千樹か。君が阿樹様の妹君であるならば『お連れせよ』との命を、曉宮様から受けているんだ。一緒に来てもらおうか」

「曉宮様なんていう雲上人が、どうしてわたしを連れてこいなんていう命令を出すんですか？」

「阿樹様が、上じよう主しゆ様の御ご嫡ちやく妻さいとなられたからだよ」

「嫡ちやく妻さい？」

　意外な言葉を聞き、目を丸くする。

「嫡妻ということは、あの方は上主様の仮かり妻づまだったのですよね？　それで……。亡なくなったんですね。いつですか？」

「半月ほど前かな。長なが患わずらいの末に」

「半月か……。まあ……ある意味、ご立派な人生ね」

　姉は千樹を置き去りにした後、上主の仮妻に収まったのだろう。少々間が抜けたところのあった姉が、それなりに世よ渡わたりをしていたことには感心した。

　ただ彼女の身分と美び貌ぼうであれば、不可能なことではなかったはずだ。

　上かみの東とう国ごくの上主は正式な妻、つまり嫡妻を持たない。そのかわり複数の仮妻を持つ。

　嫡妻を置くことによって、嫡妻の姻いん戚せき関係で政まつりごとが左右されるのを嫌きらうからだ。

　仮妻はすべて同列だ。そして亡くなった後に、順次嫡妻として婚こん姻いんするという。そうすれば仮妻となる女全員、最後には体面が保たれるという寸法だ。

　嫡妻となったということは、すなわち亡くなったということ。

　しかし縁が切れてから既すでに七年。生き死にもわからなかったような姉だ。もはや恋こいしいとも懐なつかしいとも、憎にくいとも思えない。自分とはぷっつりと切り離された人だ。今いま更さら死んだと聞かされても、なんの感かん慨がいもなかった。

「阿樹様が御嫡妻となられたということは、曉宮様の義母になられたということだ。となると、君は曉宮様にとっては叔お母ば。叔母が庶民の中で苦しい生活をしていると知った曉宮様は、君を哀あわれみ、世話をしようとお考えになったんだ。ありがたい話だろう」

　どうだと言わんばかりの雅近に、千樹はこれ以上ないほどのしかめっ面つらで答えた。

「ものすごくありがたいですが、全力で結構です。今更、上主様だの貴族だのと、関かかわりを持つのはごめんです。お引き取りを願います。はっきり言うと、うんざりです」

　きっぱり撥はねつけると、雅近は意外そうな顔をし、その後すぐに困ったように肩かたをすくめる。

「まあ、そうか。君の身の上を思えば、うんざりかもしれん。しかし俺も子供の遣つかいじゃないからな。曉宮様に命じられた手前、『はい、そうですか』と帰るわけにもいかない。とりあえず一いつ緒しよに来てもらおう。そして曉宮様と対面して、直接、あのお方に断ると言ってくれ」

「曉宮様と対面ですか？」

　畏おそれおおいというよりも、貴人という面倒な人種と対面するのが嫌いやだ。

　雅近がたじろいだように、微び妙みような笑顔になる。

「なにかな。その、俺を呪のろい殺しそうな、ものすごく嫌な顔……」

「千樹。行きなさい。相手は曉宮様だ。君の出自を考えれば、一度や二度、こんな煩わずらわしいことがあるのは当然だ」

　意外なことに、口を挟はさんだのは彩遊だった。彼が千樹の肩に手を置いたので、師し匠しようの顔を見あげると、真しん剣けんな目の表情と視線がぶつかる。千樹は軽くため息をついた。

「先生がそんな目をするのは、言うことをきかなきゃいけない時ってことですよね」

　曉宮の命令ともなれば、遣いの者を追い払はらうだけで事が済まないのは当然だろう。かつては貴族の屋や敷しきにも頻ひん繁ぱんに出入りした彩遊だからこそ、そのあたりの判断は確かなはず。

　──もー、やだやだ！　やっかいだなぁ。

　苛いら立だちのために、とことんごねてみたくなる。しかし面倒なことは、速すみやかに穏おん便びんに済ませてしまった方がいいはず。だだをこねて長引かせるのも、また逆に愚おろかしい。

「わかりました、彩遊先生。……行ってきます」

　観念して、千樹は肩を落とす。

「とりあえず手、離はなしてください先生。濡ぬれて冷たいです。しかも先生の手、煤すすで真っ黒です」

　濡れ鼠ねずみの彩遊は、自分が弟子でしの衣ころもを濡らしていたのに気がつき、慌あわてて手を離してくれた。しかし時既に遅おそし。千樹の肩はぐっしょり濡れ、さらに黒い手形がくっきりと残って、白い衣を台無しにしていた。今日は厄やく日びかもしれない。







　綾あや津つ島しまと呼ばれる、大陸から切り離された巨きよ大だいな島は、三つの国に分かれて統治されている。

　上かみの東とう国ごく。

　上かみの西さい国ごく。

　上かみの南なん国こく。

　各国には上じよう主しゆと呼ばれる支配者が立ち、その配下に貴族たちを束ねて政まつりごとを司つかさどる。

　三国はそれぞれに独立し、基本的に互たがいの国に干かん渉しようしない状態が続いて、早三百年。

　七年前まではこの三国に加え、上かみの北ほく国こくと呼ばれる国もあった。だがその国には内乱が起こり、上主は殺された。支配体制は崩ほう壊かいし、現在も統治する者はなく、混乱の中にある。

　他の三国は上北国から流れ込む難民を受け入れたが、それ以上の干渉はしなかった。他国に干渉しないというのが、三百年間続けられてきた平和を保つための知ち恵えだったからだ。

　姉の阿樹と千樹は、上北国の上主の、十五番目と十六番目の姫ひめとして生まれた。

　十五番、十六番目の姫など、存在価値は無いに等しい。臣下であるはずの貴族たちすら、彼女らを軽かろんじていた。世間の認にん知ち度も低かった。だがそれが幸いし、内乱が起こり上主が倒たおれるのと同時に、阿樹と千樹は上東国へ逃にげおおせたのだ。

　阿樹は美貌で、その時は十七歳。妹の千樹は十歳。

　十七歳の姫が生きていくのに、十歳の妹姫は足手まといだったのだろう。阿樹は妹を、その当時、飛ぶ鳥を落とす勢いと言われていた絵え師し、彩遊の屋敷裏の竹林に置き去りにした。

　そして阿樹は、血筋と美貌を生かし、上東国の上主の仮妻となったのだろう。

　十歳以前の自分と、それ以降の自分は、まるで別人の人生のように切り離されている。その感覚が強いせいか、過去の様々な記き憶おくに感情が伴ともなわない。

　唯ゆい一いつ、感情が伴うのは父に関しての記憶だ。それがなければ、他人の記憶を間ま違ちがって引き継ついでしまったような気さえしただろう。姉の阿樹が上主の妻になっており、半月前に死んだと知っても、なんの感情も動かないのはそのせいだった。







　縦横に整然と路みちが通された永なが冶やの都を抜ぬけると、突とつ如じよ目の前に幅はば広ひろの浅い川が見えてくる。河原には丸い白石が一面に広がる。川を隔へだてた向こうは、なだらかで巨大な丘おかで、杉すぎの巨きよ木ぼくに覆おおわれた森になっている。

　巨木の緑の合間からは、檜ひ皮わだ葺ぶきの大屋根が点在しているのが見えた。それが宮みやと呼ばれる建物で、この森の中には十五の宮がある。

　さらに宮に付属する、宮みや裏うら、寝しん殿でん。さらに宮とは別に政を司るための寮りよう、神を奉たてまつる神しん殿でん、警護を司る衛え士じ府ふなど。建物の数は百をくだらないと言われている。

　十五の宮を含ふくめた寮や神殿、衛士府などが集まる森全体を、常じよう宮ぐうと呼ぶ。

　常宮とは、上かみの東とう国ごくの支配者である上じよう主しゆが住まう場所だ。

「これから向かうのが、曉あかつき宮のみやだ。そこで宮様と対面してもらうからな」

「はぁ。それにしても……よく、わたしのことを調べましたね。高月様」

　常宮の森を歩きはじめると足が自然と重くなったので、隣となりを歩く雅近に、千樹はつい愚ぐ痴ちっぽく問う。

　常宮の西側上流で枝分かれし、常宮の森を南北から抱だきこみ、また東側の下流で一つに集約する幅広の川が、庶しよ民みんと貴人が住まう聖域を隔てる天然の障しよう壁へきとなっていた。

　川沿いには等とう間かん隔かくに櫓やぐらがあり、衛士たちが昼夜分かたず川を見おろし監かん視しする。川にかかる唯一の橋は御お渡わたり橋ばしと呼ばれ、牛ぎつ車しやがすれ違ちがえるほど幅が広く、衛士が守りを固めていた。

　彩遊の屋敷から牛車で連れ出された千樹は、その御渡橋を渡わたったところで牛車から降りるように命じられた。そこから徒歩で、常宮の森に踏ふみこんだのだ。

　げんなりしている千樹の問いに、雅近は悪びれることなく破顔する。

「雅近でいいぞ。君のことを調べるのは、わりに苦労はなかった。阿樹様の侍じ女じよから寝ね物もの語がたりに『阿樹様には市し井せいに残してきた妹姫がある』という話は聞いていたからな」

　あけすけな告白に呆あきれた。

「ああ、寝物語ね。楽しそうですね。結構ですね。臆おく面めんもなく、よく仰おつしやいますね」

「仕方ないだろう？　貴族の楽しみなんて、権力闘とう争そうと色いろ恋こいしかない。俺はまだ官位が低いから、権力闘争とは無む縁えん。勢い、色恋しかない」

「色恋しかないと、ご自分で言っていて恥はずかしくありませんか？」

「まったくないな」

「人間的に末期ですね」

　なんたる軽けい薄はく者。しかし同時に、違い和わ感かんも感じる。

「でも、そんな恥ずかしいことを堂々と言うわりには、動きに隙すきがないし肩かた幅はばも広い。腰こしにある太刀たちも、飾かざり刀ではないですよね」

　実用的な黒くろ鞘ざやの太刀を横目で眺ながめると、いきなり耳元で甘く囁ささやかれた。

「俺に興味がある？」

「はっ!?」

　横っ飛びに飛び退のくと、雅近は唇くちびるに人差し指を当て、軽く片目をつぶる。

「ご所しよ望もうならば、お相手してあげるよ。曉宮様とのあれこれが済めば、可愛かわいがってあげるさ」

「申し訳ないですが、ちょっと鳥とり肌はだが立ちます」

　拒きよ絶ぜつの意思表示のために、ずんずんと早足で歩き出す。

「照れ屋だね」

「どちらかというと正直者です」

　目の前の道は石を敷しき詰つめられ、ゆるやかな登りになっていた。進んでいくと、広大な森の中にたくさんの人の姿があることに驚おどろく。衛士らしき一団が通り過ぎると思えば、木立の奥をそぞろ歩く、侍女らしき数人。官かん吏りらしき貴族の青年らが、立ち話をしている。きらびやかに、あるいは精せい悍かんな姿で見え隠かくれする彼らの様子は、庶民とは別世界に住む森の精せい霊れいにも思える。

　見あげれば目め眩まいのしそうな杉の巨木の間を、寒風が吹ふき抜けていく。

「見えたぞ。曉宮だ」

　後ろから雅近が言った。前方、杉すぎ木こ立だちの中に一棟むねの宮があった。白木造りの美しい柱と檜皮葺きの大屋根が目を引く建物が、白板いた垣がきで囲われて佇たたずんでいる。

　そこが曉宮と呼ばれる建物だ。ここに住まうからこそ、上主の第一子たる一いち之の御み子こは、曉宮と号すのだ。

　不思議なことに、曉宮に近づくほどにひと気がなくなってきた。

　曉宮の門を通り抜けると、正面には正せい宮ぐうと呼ばれる、謁えつ見けんや執しつ務むをこなすための対外的な建物がある。そして正宮の背後には、渡わた殿どので繫つながれた寝殿が、母おも屋やと東西の対たいの屋やを従えて建てられている。たった一人の貴人のために用意された曉宮だが、とにかく広い。

　しかしこの曉宮とて、上主の住まう新しん宮みやと比べれば半分の大きさしかないだろう。

　正宮に上がると、調度類がない殺風景な室に案内された。曉宮と対面するための、公式の場所らしい。そして、

「曉宮様は、程ほどなくおいでになる。伏ふして待てよ」

　と命じられた。雅近はそのままどこかへ行ってしまう。

　──彩遊先生は、くれぐれも逆らわず、穏おん便びんに済ませておいでと言ってた。

　屋や敷しきを出るときの、彩遊の心配顔を思い出す。師し匠しようの心痛の種にならないようにしようと決心し、千樹は命令どおり冷たい床ゆかに両手をつき、おとなしくひれ伏して待った。

　白木の造りの室の中には、甘い薫かおりの香こうが焚たかれている。女性が使う香のようにも思える甘さだが、甘さの中にわずかな爽さわやかさも混じる。趣しゆ味みの良い香だ。

　はねあげられた蔀しとみの向こうから冬の風が吹きこんでくる。この宮の中、庭、周囲には人の気配がない。妻戸も蔀も開け放たれているので、誰だれかがいれば物音くらいするはずだが、聞こえる音は庭の小こ笹ざさを揺ゆらす冷たい風音だけ。完全に人ひと払ばらいがしてある。

　じりじりしながら待っていると、簀すの子こを廻めぐってこちらに向かって来る足音と、衣きぬ擦ずれの音がした。優ゆう雅がというよりも、機き敏びんさを感じさせる身ごなしの音だ。

　足音の主は室に入ってくると、千樹の前に準備された円座わろうだに座った。

　顔を伏ふせた位置から、座った人物の膝ひざが見えた。黒い絹の衣ころもが膝から床に流れている。

「顔をあげよ」

　若々しく張りのある声で命じられ、床に手をついたまま千樹は顔をあげる。

　曉宮は、千樹と五、六歩の距きよ離りをおいて座っていた。

　──なんて……綺き麗れいな人。

　彼の肌はだは陶とう器きのようになめらかで、涼すずしげな切れ長の目を縁ふち取どる睫まつげは長い。ゆるく束ねた髪かみが背に流れる。細身ではあるが、体の芯しんに強弓の弦つるが張ってあるかのようにしなやかな強さがあるので、けして女め々めしくはない。あまりに端たん整せいな姿なので、人間の泥どろ臭くささが感じられない。

　黒い瞳ひとみが緑がかって見えるのは、淡あわい冬の光のいたずらだろうか。そのせいなのか、瞳はどこかなまめかしく、くゆりたつような色いろ香かがあり、人の欲よく望ぼうをそそる妖あやしい人形にすら見える。

　しばらく視覚に酔ようように目の前の人物を見つめていたが、ふと正気づく。曉宮の目には感動もへったくれもなく、千樹を哀あわれみ、いたわる気配が微み塵じんもないことを見てとったからだ。それは慈じ悲ひを施ほどこそうとする者の態度ではない。となると、彼が千樹を捜さがし出しここへ連れてきたのは、哀れみや人情ではないはず。なにが目的だろうかと、警けい戒かい心しんが強くなる。

「手をつく必要はない。直接、わたしと話すことも許す。千樹姫ひめに間違いないな？」

　ぶふっと、喉のどの奥から妙みような声が出てしまった。吹き出しそうになったのを、こらえたのだ。

　──姫って……。

　笑いに震ふるえる口元を隠しきれずにうつむく。

「姫と呼ばれるのは、吹き出すほどにおかしいか？」

　揶や揄ゆするように問われ、いささか焦あせる。

「失礼いたしました。つい、久しぶりで。わたしには、似つかわしくないと言いますか……」

「そうだな。水干姿の娘むすめというのも異様だが、さらに、そのなりをした絵え札ふだ売うりの娘を、よもや姫と呼ぶことになろうとは思わなかった。姫ひめ君ぎみとしては、なかなかの珍ちん種しゆだ」

「珍種!?」

　さすがの千樹も、珍種呼ばわりされたのははじめてだ。常宮へあがるというので、手持ちの水干のなかでも一番上等なものを身につけてきたのに、ささやかな気き遣づかいはまったく功を奏していないらしい。

「なにか不満があるか？」

「珍種呼ばわりされて不満がない、頭のたががゆるんだ人間がいますか？」

「いなくもあるまい」

　こともなげに、さらりと。千樹の気に障さわることを言ったと理解していないかのように、彼はとらえどころのない微び笑しようで返す。

　この貴人は天然なのか、意地が悪いのか。微笑ほほえむ顔はあまりにも綺麗で邪じや気きがないようにも思えるし、逆に、おそろしく底意地が悪いようにも思える。しかし天然にしても意地悪にしても、不ふ遜そんだということに変わりない。貴族らしいといえば、らしい態度か。

「わたしも言わせて頂けるなら、曉宮様も身分にふさわしいお姿とは言いかねます」

　つい、口に出してしまった。

　曉宮は、黒の地模様の狩かり衣ぎぬと狩かり袴ばかまを身につけていたが、片かた袖そでを脱ぬいで下した襲がさねの袖そでを見せている。下襲には、複雑で繊せん細さいな模様が見えた。そして首には、様々な色の珠たまを連ねた珠たま飾かざりを何重にも巻いている。貴族にはありえない異装。

　腰には、飾り刀ではない太刀を佩はいている。高月雅近と同じ、斬きる気満々の無骨な黒鞘だ。

「反はん撃げきのつもりか？　もしや気を悪くしたか、姫君」

「いいえ。事実です、単純に。こちらこそお気に障りましたならば、お詫わび申し上げます」

　そう答えながらも、千樹の中にはどんどん不信感が募つのっていった。

　こんな姿をした人が、本当に一之御子である曉宮なのだろうか。

　室にいるのは千樹と彼だけだ。雅近も姿を消し、随ずい身じんの姿もなければ従ず者さの姿もない。侍女の姿すらない。曉宮ともあろう人間が、供の一人もなく、赤の他人と対面するだろうか。

　しかしその物もの腰ごしや語り口が上品で優雅なことと、人に命じ慣れた者特有の余よ裕ゆうある態度からすると、間ま違ちがいないのだろうとも思える。

「では、珍ちん種しゆ姫ひめ」

「今、珍種姫と呼びましたか？」

「千樹姫と呼んだが？」

　千樹と珍種を聞き間ま違ちがえたらしいが、今ひとつふに落ちない。

「姫は、お互たがい妙な感じがあるらしいから省く。千樹と呼ぶ。それでいいか？」

「かまいません。それよりも曉宮様」

「曉宮は号だ。わたしに仕える者はそう呼ぶが、おまえはわたしの叔お母ばにあたる。一族は、わたしを名で呼ぶ。わたしの名は刀とう火かだ。刀火と呼べばいい。敬語も使う必要はない」

「では、刀火様。お伺うかがいします。なぜわたしを召めし出されたのですか？」

　権力者を名で呼ぶのは恐おそろしい気もしたが、本人がそう呼べと言っているのを固辞し、押し問答する方がなお悪い。さっくりと割り切り問いかけたが、本人に勧すすめられたとしても、さすがに敬語はやめられなかった。

「おまえの姉君の阿樹様は、わたしの父、上じよう主しゆの六番目の嫡ちやく妻さいとなられた。おまえの姉君はわたしの義母になったのだ。ということは必然的におまえは、わたしの叔母。叔母が苦しい生活をしていると知っては、放ほうっておけまい」

「七年前に縁えんを切ったわたしの存在など、阿樹は死ぬまで口にしなかったはず。それをどういうわけか、あの方の過去を探さぐり、わたしを捜し出し、手をさしのべてくださったと？」

「そうだ」と、刀火は澄すんだ笑え顔がおで答えるが、撥はねつける強さで千樹は切り返す。

「解げせません。一之御子であられるお方が、そこまでお暇ひまだとは思えません。しかもわたしを哀あいれんでいらっしゃるようにも、お見受けできません」

　相手を哀れむ者には、特有の押しつけがましさと微かすかな優ゆう越えつ感があるものだ。だが刀火にはそれがない。笑顔は綺麗だが、そこには一いつ片ぺんの哀れみもない。

　と、ふいに、刀火の目が細まった。そこに現れた剣けん吞のんな光と艶つや。彼は姿勢を崩くずし、片かた膝ひざを立てて脇きよう息そくに寄りかかる。右目の上にゆるく落ちかかった前まえ髪がみを払はらうと、

「なるほど……。そこそこ、知ち恵えは働くと見える」

　急に口調が冷れい淡たんになり、口元にたたえていた曖あい昧まいな微笑が消える。丁てい寧ねいで端正な気配が、冷たく傲ごう慢まんなものへと、心地ここちよい薄うす絹ぎぬを脱ぎ捨すてたように変化する。

「わたしは本当に、おまえが哀れで召し出したまでだ」

　口の端はしで皮肉に笑いながら紡つむぐ、尊大な言葉。体に染しみついた典てん雅がな仕草は消えないが、今までの柔やわらかさはない。これこそが、彼の本来の態度と雰ふん囲い気きなのだと察せられた。

　さっきまでの、微笑混じりの表情と話しぶりは演技だ。それをあれほど自然にこなす人間を、信用できるはずはない。しかも噓うそと見み抜ぬかれているのをわかっていながら、しゃあしゃあと噓をつく。大おお噓うそつきの典型だ。ひんやりとした表情で、彼に問う。

「失礼を承知で伺います。あなたは本当に曉あかつき宮のみや様ですか？　刀火様」

「どう思う？　姫君」

　彼は問い返す。千樹が嫌いやがっているのを承知で姫と呼ぶところが、小こ面づら憎にくい。

「怪あやしいと思います」

「わたしもそう思う。わたしの言葉など、信じない方が良いだろう」

　びっくりするようなことを、平然と言う。

「は……？　では、あなたはどこのどなた？」

「法ほう術じゆつ士しだ」

「法術士？」

「法術士は、法術と呼ばれる占せん術じゆつ、呪じゆ術じゆつを身につけた者だ。知らないか。このような技わざだ」

　彼は懐ふところを探ると、人ひと形がたに切り抜ぬかれた紙を一枚取り出した。それをぱっと宙に投げあげると、「参さん」と、唱えた。するとそれは、意思のあるもののようにくるりと一回転した。刀火はそれに向かって人差し指を立て、斬りおろすように動かし、「砕さい」と鋭するどく呟つぶやく。

　すると宙に浮うかんだ紙人形が、一いつ瞬しゆんにして細こま切ぎれになり、床ゆかに散らばった。

「この紙人形が『参』だ。法術士が頻ひん繁ぱんに使う」

　その様に、千樹は古い記き憶おくが蘇よみがえる。

　確か千樹の故国である上北国でも、法術士と呼ばれる人々がいた。

　法術士には様々な流派があると記憶しているが、基本的には師し匠しように付き従い術を取得するはずだ。彼等はその技を以もつて貴族や神しん殿でんに仕えるが、身分は平民。貴族ではない。

　しかし、彼の物腰は庶しよ民みんのものとは思えず、それはそれで違い和わ感かんがある。

「法術をもって、曉宮様に仕えておいでなのですか？」

「そんなところだ。わたしは法術士だ。わかったか？　楽に話せばいい」

　かわされた感は否いなめないが、彼が法術士なのは間違いなさそうなので、肩かたの力が抜けた。

「曉宮様はおいでにならないの？　それはそれでいい。ただ、なぜわたしを召し出したかその本当の理由を、あなたから聞きたい。こんなところまで呼び出されたんだから、理由を知っておかなければ気持ちが悪いもの。理由を聞いたら、丁てい重ちようにお断りして彩遊先生の屋や敷しきに帰るわ」

「しかしその理由を聞いて、果たしておまえは帰れるかな？」

　面おも白しろそうに、そして意味深に刀火は問う。千樹はきっぱり答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。意地でも帰るから。いざとなったら力ちから尽ずくで」

「では、帰れるかどうか試ためしてみよう。曉あかつき宮のみやが、おまえを召し出した理由を見せる」

　刀火はすらりと立ちあがる。彼の動きに合わせ、首に連ねた珠が澄んだ音で鳴った。

「理由が見えるの？」

「見える。見せてやる、来い」

　黒の狩かり衣ぎぬの袖を揺ゆらし、刀火が千樹の手をとり引きあげるようにして立たせたのに驚おどろき、千樹はその手を振ふり払った。

「手を引いてもらわなくても、大丈夫よ。一人で歩けるわ」

　すると刀火はすこし意外そうな顔をして、すぐに意地悪げに笑う。

「なるほど。姫ひめ気き質しつは、皆かい無むらしい」

　彼は背を見せ室を出ると、そこから廂ひさしを抜け、簀すの子こから庭へ下りる。千樹も従った。

　森しん閑かんとした杉すぎ木こ立だちの中に佇たたずむ白木造りの宮を離はなれ、刀火は建物の北側にある道を真っ直すぐ進んだ。するとその道の右手に、ゆるい石段が現れる。

　段差の低い石段が、木立の中に延々と続いているのを上がる。

　杉の枝が風にあおられてざわめく。そのざわめきはまるで大きな手で撫なでられているようで、高いところから低いところへと移動していく。

　程ほどなく、小さな建物が見えてきた。人が住まう宮とは趣おもむきの違ちがう建物で、周囲には庭らしい庭もなく、木立が建物ぎりぎりまで迫せまっていた。かなりの高床で、千樹の目の位置に床がある。

「ここは宝ほう物もつ殿でんだ。この中に、曉宮がおまえを召した理由がある」

　宝物殿の階きざはしを上り、両開きの扉とびらの前に立ち止まると、刀火は背後の千樹をふり返った。彼の緑がかった黒い瞳ひとみに、千樹は突とつ然ぜん、既き視し感かんを覚える。

　──この瞳はどこかで見た。

　しかしその既視感の正体に思い至る間もなく、刀火は懐から鉄製の鍵かぎを取り出した。扉にかかっている大きな錠じよう前まえをその鍵ではずすと、扉を開く。

　宝物殿には出入り口の他ほかに開口部がなく、中は暗い。出入り口から射さしこむ光だけが床に四角く落ちる。内部は仕切りがない広い空間で、がらんどう。

　ただ一つだけ。室の中央に、成人男性の身の丈たけほどの大おお屛びよう風ぶらしき物が、黒い布をかぶせられて立っているのみだ。

　刀火は中に踏ふみこむと、屛風らしき物の左右に立ててある燭しよく台だいに火を灯ともした。

「扉を閉めて、こちらに来い」

　命じられるままに、千樹は扉を閉めて中に踏みこんだ。千樹が屛風の前まで来ると、ゆらゆらと揺れる不安定な明かりの中で、刀火は屛風を覆おおう黒い布に手をかけた。

「これが理由だ」

　黒い布が引き下ろされ、床にわだかまった。

　そこに現れた屛風絵を目にした途と端たんに、千樹は息を吞のみ動けなくなった。

　──なんという、絵。

　描えがかれているのは、樹じゆ齢れい百年は超こえていそうな桜の大木が群生している、桜の森の景色だ。

　瘤こぶのように隆りゆう起きした木々の根はしっとりした苔こけで覆われ、太い幹を支える。花は満開。空気に花の薄うす紅くれないが滲にじみ出したかのように、木々の合間には、わずかに色づいた霞かすみがたなびく。

　生々しい迫はく力りよくに圧あつ倒とうされる。

　屛風に描かれた絵はまるで暗くら闇やみに開いた扉のようで、暗い床に仄ほのかな明るさを落とす。

　息を吞むほどに美しい。陶とう然ぜんとした。だがその一瞬後に、ぎょっとする。

　絵の中にある桜の花びらが、ひらひらと舞まい散っているのに気がついたのだ。枝がわずかに揺れ、たなびく霞がゆるりと動く。はらりはらりと、誰だれかの吐と息いきのように花びらが散る。

　そして墓穴から生まれたような不ふ吉きつな湿しつ気けを含ふくむ冷たい微び風ふうが、絵えから吹ふきつけてくる。

「この絵は、成ってる」

　声がかすれた。

　絵には魔ま力りよくが宿る。どんな絵にも魔力があるとはいわれるが、絵の完成度が高ければ高いほど、強い魔力を秘ひめる。そして常とは違う完成度をもった絵というのは、魔力が増大し、絵でありながら現実の物のように動き、あるいは現実にあるものに影えい響きようをおよぼす。

　そうなった絵を絵師たちは「成った絵」であると言う。

　そしてそのような絵として完成されることを、「成った」と言う。

　成った絵を描ける絵師はほとんど存在せず、上東国では彩遊のみが、かつて数度、描けたことがある程度だ。彩遊ほどの絵師でも、成るほどの完成度の絵を描けることは希まれで、彩遊が目の病を患わずらって以降、上東国で成る絵をものする絵師はいないと聞いていた。

「これは誰が描いたものなの？」

　この屛風絵は息を吞むほどに美しく魅み了りようされる。なのに同時に禍まが々まがしく、そら恐おそろしい。彩遊は、けしてこんな恐ろしげな絵は描かないはず。ならば何者が描いたのか。

「不明だ。不思議なことに、これと似た屛風絵が、綾あや津つ島しまの四つの国の上じよう主しゆ一族に代々引き継つがれている。かれこれ数百年になると聞く。四枚の屛風絵は念入りに封ふう印いんを施ほどこされ、各国の上主が守っている。ただ、上北国の屛風絵の封印は、十二年前に破られたが」

　そんな屛風絵の話は聞いたことがない。しかし上北国が滅ほろんだのは、千樹が十歳の時だ。十歳の子供の耳には、常宮にある宝物の話など入らなくて当然かもしれない。

「封印しているのはなぜ？」

「この封印が破られると、国に魔ま王おうが出現する。そして国が滅びるからだ。おまえなら、身に染みて知っているだろう」

　──魔王……お父様……。

　十歳以前の記憶で、はっきりとした感情を伴ともなうのは父に関するものだけだった。

　その感情は恐きよう怖ふだ。

　千樹の父である上主は、民衆から魔王と呼ばれ恐れられた。千樹は、父の目に触ふれることさえ怖こわかった。常宮の中でいつも神経をとがらせ、父上主の気配を感じれば、姉の阿樹とともに逃にげ出した。父は、民たみが囁ささやくように魔王そのものだった。

　魔王の様々な所業で国は傾かたむき、乱れ、結局、魔王自身も滅び、無む秩ちつ序じよが訪おとずれた。

　千樹の故郷である上北国は、すでに国の体ていをなさない無法地帯だと聞く。

「屛風から魔王を育てる鬼おにが現れ、魔王の種を宿す者を見つけ出し、その者を魔王に育てる。この言い伝えは、上主一族に生まれた者と、常宮に仕える重臣たちなら誰でも知っている。ただの伝説と言う者もいたが、十二年前に上北国の封印が破られ、そして五年後に国が消しよう滅めつした事実で、誰も迷めい信しんと笑えなくなった」

　千樹も迷信と笑えない。父の傍かたわらには常に、衣ころもを被かずいた得体の知れない人物が侍はべっていた。誰も衣の下を見たことはなかったが、「衣の下に角が見えた」と、不気味な噂うわさは流れていた。

　上北国にあったという、これと似た絵が父上主を魔王へと変え、千樹の故国を滅ぼしたのだろうか。それを考えると、目の前ではらはらと花びらを散らす絵が放つ存在感に肌はだが粟あわ立だつ。

「そして今ここにある屛風絵も、一ひと月つきほど前に封印が破られた」

　耳にあえかな毒が吹きこまれるように、囁かれた。耳に触れた刀火の吐息よりも、言葉の意味するところにぞくりとし、一いつ瞬しゆん聞き間ま違ちがえかと思い彼の顔を見やる。

「今、なんて？」

「この屛風絵の封印は、破られている。そしてこれが、曉宮が、おまえを召めした理由だ」

「封印が破られている!?　そう言ったの!?　封印が破られているなら、魔王が……」

　魔王と呼ばれた父の巨きよ大だいな幻げん影えいが、背後から千樹を抱だきこむ。そしてまざまざと思い出すのは、建物の焼ける臭においと、怒ど号ごうと悲鳴が入り交じる、黒と朱しゆで彩いろどられた混乱した風景。さらには、あの時の光景を見つめていた自分の、じっとりと汗あせばんだ袿うちきの背中の湿しつ度ど。

　戦乱が来るのだろうか。驚きと恐怖に声をなくし、立ち尽つくす。

「安心していい。まだ鬼は出現していない。わたしが法術で仮封ふうじをしている」

　一いつ瞬しゆん、体の中を突つき通った鋼はがねのような恐怖の軌き跡せきが、刀火の言葉でわずかに弛し緩かんする。

「本当に？　まだ、大丈夫なのね？」

「けれどこれを早そう急きゆうに封じなければ、早晩鬼がさまよい出て、魔王が出現するのは確かだ」

　刀火は屛風絵の縁ふちを撫でながら、千樹に視線を向けた。

「おまえは、かつて成る絵をものした絵師、彩遊の唯ゆい一いつの弟子でし。だからおまえを呼んだ」

　薄うす暗ぐらい空間の中で、ゆらゆら揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのおに照らされ、刀火の瞳は一層緑色を強めていた。もはや盛夏の頃ころの青葉のように、くっきりと濃こい緑だ。

　その色に息を吞む。そしてその瞬しゆん間かんに、記き憶おくが蘇よみがえる。

　──お父様と同じ目の色だ！

　誰かが言っていた。あの目の色は、綾津島の四つの国を治める一族として生を受けた者の中に、時折現れる色なのだと。あれは高貴なる者の証である、と。

　そしてその瞬間悟さとった。目の前にいる彼が何者か。

「噓うそつき」

　知らされた事実が不安なのか腹が立つのか、自分でもわからないが、呟つぶやいた声は涙なみだ声ごえになり震ふるえた。刀火が口元で笑う。小こ馬ば鹿かにされているのだと感じ、千樹は腹立たしさが強くなり、乱れる自分の心をねじ伏ふせた。

　そして今や、はっきりと刀火の本当の身分に気づいていながら、千樹は彼を睨にらみつける。

「あなたは曉あかつき宮のみや様のことを『曉宮』と呼び捨てていた。曉宮様はこの国で上主様の次に身分が高い。そのお方を呼び捨てにできるのは上主様以外はいないけれど、あなたは上主様じゃない。上主様とは年が違う。上主様以外で、曉宮様を呼び捨てにできるのは一人しかいない」

　刀火の目が面おも白しろがるように細まる。彼は端はし々ばしに、わざとらしく手がかりをちりばめていた。

「その上、自分は法ほう術じゆつ士しだと名乗ったけれど、わたしが『あなたは曉宮様か』と質問したことに対しては、明確に否いなと答えてないわね」

「やっと気がついたか。珍ちん種しゆ姫ひめ」

「それに、あなたはさっきも今も、わたしのことをはっきり珍種姫と呼んでる」

　そして彼は天然でもなんでもなく、間違いなく、純じゆん粋すいに、意地が悪い。

　妖あやしいほどに魅み惑わく的で美しい微笑ほほえみの彼を、千樹はこの場で張はり倒たおしたいと心から思った。

「やはりあなたが、曉宮様ね」







　二花　封じることを約す




　顔を伏せ、くつくつと曉宮、───刀火は笑いはじめる。首に連なる多た彩さいな珠たまが、微かすかに澄すんだ音を立てる。

「面白い。なかなか、お利口だな。楽しめそうだ」

　そう言いながら、彼はまだ笑っている。だが彼の背後にある、びょうびょうと不気味な風を吹きつけてくる屛風絵は封印を破られているのだ。

　この屛風絵の封印が破られれば、国が滅びる。その証しよう拠こに上北国が滅びた。そう告げたのは他ほかでもない刀火自身なのに、その屛風絵を前に笑っていられる神経が信じがたい。

「笑ってる場合!?　国を滅ぼす屛風絵を前に!?」

　あまりに腹が立ったので、相手が曉宮様でもかまうものかと怒ど鳴なりつけた。すると、

「これの怖さをよく知っている人を、『これは怖いぞ』と脅おどす必要もないだろう？　亡国の姫」

　笑いながら婉えん然ぜんと流し目をくれる。意地悪さにそぐわない悩なやましい色いろ香かに、一層腹が立つ。

「この噓つき！　意地悪！　鉄面皮！」

　頭に浮うかんだ言葉全すべてを使って罵ば倒とうしたが、刀火は笑いをおさめ微び笑しようで受け流す。
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「全て、言われたことがある。残念だが、新しん鮮せんみはない」

「どれだけたちが悪いの、あなた。でもよく見たら確かに、綺き麗れいな顔のわりには悪人面づらよね」

　呻うめく千樹の背後で扉とびらが開き、薄うす闇やみに明かりが射さしこんだ。

「ここにいましたか。やれやれ、捜さがしましたよ。室がもぬけの殻からで……」

　外の明るい光と冬の冷たい風をまとって踏ふみこんで来たのは、高月雅近だ。彼は蠟燭の火に照らされる屛びよう風ぶ絵えに驚おどろいたらしく、早足に近寄ってきた。

「曉宮様。これの被おおいを取るのは危険だと、曉宮様自身が言ったんじゃなかったですかね」

　丁てい寧ねいだが砕くだけた物言いは、主従の親しさを感じさせた。雅近は床ゆかにわだかまった黒い布を拾うと、それを投げあげるようにして屛風絵をすっぽりと黒い色しき彩さいの下に隠かくした。

　吹ふきつけていた湿しつ気けを含ふくむ風が遮さえぎられ、屛風絵が放つ存在感がふっと消える。黒い布で被っただけなのに、まるでその場から屛風絵が消えたかのようだ。

　黒い布に法術がかけてあるのだろう。刀火も言ったように、その布で被うことで、応急処置的な封印を施しているらしい。

「心配無用だ、雅近。被いを取るのも、すこしの間なら大事ない」

「そんな大切なこと、俺にも伝えておいてくださいよ。で？　千樹姫。事情は聞いたか？」

「この屛風絵の魔ま力りよくと、封ふう印いんが破られているということは聞きました」

　不ふ機き嫌げんに答えると、雅近は肩かたをすくめる。

「肝かん心じんなところはまだお話しになっていないらしいが、なんにしても、宝ほう物もつ殿でんを開いておくのは望ましくないな。誰だれに見咎とがめられんとも限らない。曉宮様、とりあえず外へ出ましょう」

　雅近は被いを掛かけられた屛風に目をやりつつも、進言した。

「そうだな。羽虫どもは、近ちか頃ごろわたしの動きに敏びん感かんだ」

「羽虫はあんまりですよ？」

　たしなめるように雅近は言うが、口元は笑っている。刀火も澄ましたものだ。

「うるさいのは同じだ。外へ出る」

　刀火は先に歩き出す。千樹が彼の背を追って宝物殿を出ると、雅近もそれに続く。

　三人が外へ出ると、刀火は自らの手で扉を閉め再び錠じよう前まえをかけた。閉じた扉をふり返ってみると、しんとして、まるで眠ねむっているようだ。

　しかしその中にあったものを思い出すと、千樹は改めて体の芯しんが冷える。あれほど美しい絵を見て、恐怖を感じたのは初めてだった。

　階段を下りて地面に立つと、足元を冷たい風が吹き抜ぬけた。

「おまえが見た屛風絵は、強い魔力を持っている。焼こうとして火をつけても焼けない。水に沈しずめても、滲にじまない。どれほど鋭するどい刀を以もつてしても、切れない。あれを壊こわす方法はない。壊せない以上は、あの絵を封印するしかない。それは、おまえの単純な頭でも理解できるな？」

　いちいち嫌いや味みな刀火の物言いに、千樹はじろりと彼を睨む。

「わかるわ。封ふうじなければならないでしょうね。そうしなければ……」

　覚えず、千樹は言葉が途と切ぎれた。ちらりと、戦乱の記憶が脳のう裏りをかすめたのだ。あの混乱と恐きよう怖ふを味わうのは二度とごめんだ。記憶を追い散らし、改めて問う。

「屛風絵は今まで、どうやって封じられていたの？　そもそも、誰が封印なんか破ったのよ」

「封印を破った犯人はわからないんだ、千樹姫」

　雅近が腕うで組ぐみし、大きなため息混じりに宝物殿の階きざはしの欄らん干かんにもたれかかる。

「だが犯人を詮せん索さくするよりも、あれを再度封印する方が先だろう？　あの屛風絵は、鏡で封じられていたんだ。あれと同じ大きさの鏡を外そと海うみから取り寄せ、屛風絵の正面にぴたりとあわせていた。そうすれば屛風絵は堂々めぐりになって、封印されるって寸法だった。他の国々も、そうやって封じている」

「その鏡はどこにあるんですか？　あの宝物殿の中に、そんな鏡は見あたりませんでした」

「一ひと月つき前に、鏡は何者かの手によって砕かれたんだよ。同じ大きさの鏡を作る技術は、綾津島にはない。外海から同じものを取り寄せようにも、外海の国は戦乱状態で、とても鏡を作るどころじゃない。鏡は、ないんだ」

「じゃあどうやってあの絵を封じるの!?」

「それを、おまえが考えるんだ」

　こともなげに、刀火が告げた。

「わたしが!?」

「絵師の手で生み出されたものならば、絵師の手でなんとかできるはず。成った絵に対処できる可能性が残っているのは、成る絵をものする絵師のみだろう。かつては彩遊が成る絵をものしたことがあるらしいが、六年前、彼は恐おそろしい成る絵を描えがいた代だい償しように、目を患わずらい描けないと聞いている」

　彩遊は六年前に目を患った。彼はある日、突とつ然ぜんに目がかすみ絵を描けなくなった。彩遊の目のことを、あれこれ憶おく測そくする人々がいることは知っている。しかし彩遊はそんな噂うわさ話ばなしを嫌きらい、無責任な噂は聞かないようにしなさいと千樹に命じていた。

「彩遊が描けないのならば、その唯ゆい一いつの弟子でしがやるしかない。すなわち、おまえだ」

　傲ごう然ぜんと告げられ、千樹は啞あ然ぜんとする。

「無理。そんな……昔の彩遊先生でさえ、数度しか描けなかったというのよ？　もちろん、わたしは成る絵なんか描いたことがないのに、鬼おにが出てくる屛風絵を封じる能力なんかない。それよりも法術かなにかで封じる方法を考えて」

「法術でどうにかできるものなら、とっくにわたしがやっている。仮封じしかできないからこそ、おまえのような珍ちん種しゆをわざわざ捜し出して、道具として連れて来たんだ」

　美しい瞳ひとみで見下しながら告げられた、道具という言葉。その冷れい徹てつな響ひびきに、かっとした。

「わたしは、道具か……」

　悔くやしくて奥歯を嚙かみ締しめると、刀火は冷れい笑しようする。

「それでは不満か？」

　千樹は屛風を封じる道具として呼ばれた。そしてそれがたまたま、調べてみれば阿樹の妹であったから、「面めん倒どうを見てやる」と、彼らは千樹を誘さそい出したのだろう。

　人情などと、ぬるい理由を持ち出されるよりは、よほど貴族らしい理由だ。貴族らしいという点では、気味悪さはない。だがこれ以上ないほど、千樹は人として侮あなどられている。

「あの屛風絵を封じなくてはならない。それはわかる。けれどそれはあなた方の責任。あなた方が知ち恵えを絞しぼって封じればいいことで、わたしを巻きこまないで。そんな責任を押しつけられても困るだけよ。しかもわたしは、あんなものを封じる能力はない。その上あなた方貴族なんて、もううんざりで、大だい嫌きらいなの！　だからわたしは、彩遊先生の屋や敷しきへ帰る！」

　簡単に封印できるものならば千樹とて協力するが、どだい無理だ。しかも人を道具呼ばわりする人間の命令を聞くなど、まっぴら。すべては彼らにゆだねて帰るしかないと背を向けた。

　しかし、背後から手首を摑つかまれる。刀火が、意外にも強い力で千樹の手首をとらえ、引き寄せるようにして千樹の体を反転させた。

「帰れると思っているのか？」

　握にぎられた手を引き離はなそうと力をこめるが、びくともしない。優ゆう雅がな外見に似合わず、武人のように強い腕うでだ。

「屛風絵の封印が破られた事は、わたしと雅近しか知らない。封印が破られたと知られれば、わたしは困った立場になる。だから事実を知った者を、みすみす帰すわけにはいかない」

　手首を握る冷たい指の感かん触しよくと、うっすらと、刃やいばのような剣けん吞のんさで笑う刀火の表情。人の命にも自分の命にも頓とん着ちやくしない、戦いくさ神がみのような目だ。

　足を踏ん張ばると土を踏む草ぞう履り裏がじりっと音を立てるが、やはり動けない。

「卑ひ怯きようよ。あんなものを見せておいて、見たから帰れないなんて」

「おまえの要求どおりだ。おまえは理由を聞かせろと言った。望んだのだ、自ら。理由を、と。わたしはおまえの要求に、応こたえたまでだ」

「それを見てしまったら、帰すわけにはいかないのに……ね」

「おまえが、うかつなんだ。目を閉じ耳を塞ふさぎ、縮こまっていれば良かったのに」

　刀火の囁ささやく声は、どこか甘く耳をくすぐる。

「屛風絵の封印なんかしませんと言ったら、殺す？」

「幽ゆう閉へいする。おまえがその気になるまで」

「その気にならなかったら？」

　その問いに、刀火は微び笑しようを返す。凄すごみのある艶あでやかさに、凄せい惨さんな気配すらした。

「まあ、曉宮様も千樹姫ひめも。とにかく落ち着きませんか？」

　雅近がのんびりとなだめると、刀火はやっと千樹の手を離した。千樹は手首を胸むな元もとに引き寄せ庇かばったが、握られた所が刻印されたかのように痺しびれていた。

　雅近はやれやれと腰こしに手を当てる。

「千樹姫。あの絵を封じなければとんでもないことになるのは、わかっているよな？　上東国が、君の故郷と同じになってしまう。それは君も望まないだろう。ならば協力してくれてもいいのじゃないか？　どうせ帰れないんだし。協力してくれれば、君はここで姫として暮らせる。望めば、彩遊に援えん助じよだってしてやれるぞ」

　雅近は主人とは真逆の人好きのする笑え顔がおで小首を傾かしげるが、結局のところ、主人の意向を通すことしか考えていないらしい。

　しかし援助の言葉に心が揺ゆらぐ。もうすぐ雪が降り出すはずだ。彩遊の屋敷には、炭の蓄たくわえもなければ米の蓄えもない。炭の値も食べ物の値も、冬場には高こう騰とうする。どうやってやりくりをして一冬を無事に過ごすかが、今一番の悩なやみどころではあった。

　だまし討うちのように呼び出され、封印の道具として扱あつかわれるのは腹立たしい。

　しかしここで我を張って幽閉されるよりは、どうせ帰れないのなら、腹を括くくって従った方がましなのだろうか。協力すれば、すくなくとも彩遊への援助は引き出せる。

　割り切ってしまえば、これは少々乱暴な仕事の依い頼らいと思えなくもない。

　それにあの恐ろしい絵を封じるためならば、自分もなにかするべきなのかもしれない。

　──かつて同じものに、国を滅ほろぼされた者として……。

　そんな考えが脳裏をよぎるのが悔しい。十歳で千樹は、国だの上主だの戦乱だので、散々翻ほん弄ろうされた。二度とあんな目にあいたくなかったし、けしてそんな面倒なものに近づくまいと決意していたのに、今こんなことを考えているのが腹立たしい。

　憎にくらしいのは、巡めぐり合わせや運命。運命と理ことわりの大おお神かみ、万ばん龍りゆうが司つかさどるものどもだ。

　天地人を創造した女おんな神がみ・天あま日ひの大おお神かみと、その弟である男おとこ神がみ・天あま月つきの大おお神かみの二に大だい祖そ神しんに仕える、万龍。その姿は黒龍。万龍は人の運命を司り、人の世の理を、あるべき姿に導くという。

　一呼吸、二呼吸。腹の中で煮にえる怒いかりを呼吸で鎮しずめ、雅近と刀火を交こう互ごに睨にらみつけた。

「……わかった、協力する。そのかわり、彩遊先生の屋敷を整え、日々の生活に困らないお金を渡わたして。身の回りの世話をする、気立てが良い優やさしい女性も遣つかわして」

　この際なので精せい一いつ杯ぱいの条件を突つきつけた。すると刀火が、くすっと笑う。

「おまえの師し匠しようは、子供か？　大の男にする気遣いではないだろう」

「好きなように言って。わたしは先生がずっと笑顔で過ごしてくれることが、一番の望みなの。それに、わたしに屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんをさせたいなら対価を払はらって。対価をもらえれば、その分は手を抜ぬかずに努力する。そうね、日当として銅銭三枚。成功したら、金を五枚」

　法外な報ほう酬しゆうを要求した。彼かれ等らがどんな条件でも吞のむことは承知の上で、足元を見て言ったのだ。嫌いやな顔をされると思いきや雅近は、

「おやすい御ご用ようだよ。いいですよね、曉宮様」

　と、いとも簡単に答えた。そして刀火に目配せする。

「許す。しかしさすがに珍種。要求に抜かりがない」

　その言葉に、千樹は目を三角にする。

「あと、わたしのことをさりげなく時々、珍種と呼ぶのをやめて」

「覚えていれば、気にしてやる」

「……誠意は、まったく感じられないわね」

　千樹の不満を無視し、刀火はついと一歩千樹の方に踏ふみ出した。千樹は後あと退ずさろうとしたが、その前に右の手首をとらえられていた。

「おまえに支し払はらうものは約束する。そのかわり、おまえも逃にげ出せないようにする」

　刀火は首にかけている珠たま飾かざりを一連、首から取った。それを千樹の手首を握る自分の左手首と、千樹の右手首に絡からめた。そしていきなり手首を引き寄せ、珠を絡めたすこし上の肌に唇くちびるを当てた。驚おどろき身を引こうとするが、握られた手首は動かない。男の唇が肌はだに触ふれたことなど、今までに経験がない。耳が熱くなる。

「やめて、離して」

　恥はずかしくて、動どう揺ようのあまり語ご尾びが震ふるえたが、刀火はかまわず唇を当てたまま一言「融ゆう」と、口の中で鋭するどく呟つぶやく。その瞬しゆん間かん、珠が絡まる手首がじんと熱くなる。

　刀火は唇を離すと、音をさせて珠飾りを取り去り、千樹の手首を解放し、珠飾りを首に戻もどす。

「なにをしたの」

　珠と刀火の唇が触れた場所を撫なでるが、違い和わ感かんはない。しかし刀火の唇が触れた場所だけは、やけにくすぐったい感覚が残る。

「おまえがわたしの視界から離れないように、呪じゆをかけた。屛風絵を封印すれば、解いてやる」

「そんなもの効力があるの？」

「疑うなら試ためしてみるがいい。逃げられれば、すべてなかったことにして見み逃のがす」

「あらそう、じゃあ、お言葉に甘えて。さようなら！」

　とんでもない行こう為いに腹が立ったので、許しが出たとばかりに、千樹は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。しかし石段を前にして、ぴたりと足が止まる。根が生えたように一歩が前に出ず、手近な杉すぎの幹にすがりついて踏ん張ってみたが、動かない。肩かたで息をしていると、背後から呼ばれた。

「無む駄だだ。こちらに来い」

　確かに無駄だ。悄しよう然ぜんとしていいものか、憤ふん然ぜんとしていいものか。千樹は己おのれの表情に迷いながら、刀火の前に戻って項うな垂だれた。

「首に鈴すずをつけたのね」

「違ちがう。鎖くさりだ」

「なお悪いわ！」

「鎖で繫つなぐための餌えさは与あたえたはずだが？」

　睦むつ言ごとのように囁く。その艶つやっぽい目、容よう貌ぼうとあいまって、なにもしらない人間なら簡単に誘ゆう惑わくされそうだが、残念なことに千樹は出会って短時間のうちに、彼の中身を見せつけられた。

「あなたは、とにかく感じが悪い。あなたのような人が曉宮様だなんて、びっくりよ」

「おまえにも驚おどろかされる。十年間姫ひめ君ぎみとして育った者が、七年でここまで姫らしさを失うとはな。姫気き質しつが、よほど効率よく蒸発したらしい」

「お二人の毒の吐はきあいに俺はびっくりです。毒どく蛇へびですか？　とりあえず宮に帰りましょう」

　呆れ顔で雅近が言うと、刀火は「お手をどうぞ」と促うながすように、千樹に向けて手をさしのべた。千樹がそれにそっぽを向き石段を下りはじめると、その背に笑いをこらえる刀火の気配が伝わってくる。

　──早くあの怖こわい屛風絵をなんとかして、先生のところへ帰る。成る絵を封印するには……。

　そう思った瞬間、ぞろりと背筋を這はう気味悪さを感じ、足を取られそうになり立ち止まった。気味悪さは、一いつ瞬しゆんで去っていた。だがあの感かん触しよくは、のっぺりと冷たいなにかが背筋に取り憑つき、千樹の肩から二の腕うでにかけて蠢うごめいたようだった。

　気持ち悪さを飲みくだして、すぐに歩き出す。いつの間にか空には冬らしい朱しゆの雲がいっぱいに広がっており、巨きよ木ぼくの影かげが真っ直すぐ幾いく重えにも、ゆるい石段の上に落ちている。

　ずんずんと石段を下りながら、ふと思う。

　──でも封印できなかったら？

　とてつもない不安が襲おそってきそうになるが、それを振ふり払って足を速めた。







「屋や敷しきから絵の道具を、こちらに運んでください。彩遊先生には、わたしは素晴らしい歓かん待たいを受けて、帰るに帰れないと伝えてください。そしてこの手紙の返事をもらってきてください」

　千樹は遠えん慮りよなく要求し、面めん食くらう雅近に手紙を差し出した。

　手紙は曉宮に帰り着くなり、墨すみと筆、紙を借りてしたためたものだ。彩遊あてで、「もし、焼けない、滲にじまない、破れないほどの強い魔ま力りよくを持った成る絵があった時、それをこの世から消す、あるいは封印する方法はあるか」と、問うたものだった。

　彩遊はかつて数度とは言え、成る絵を描えがいたことがあるのだ。その彼ならば、妙みよう案あんを持っていても不思議はない。その妙案さえわかれば、彼の代わりに千樹が事をなせばよいだけだ。

　一刻も早く屛風絵を封印して彩遊のもとへ帰りたかった。

　雅近は「喜んで、千樹姫」と、苦く笑しよう混じりに返事すると姿を消した。

　辺りはすっかり暗くなり、宮の中の所々には蠟ろう燭そくの明かりが灯ともされていた。しかし不思議なことに、宮の中に人の気配がない。曉宮に仕える者たちは、夕暮れに明かりを灯し、夜具をのべ、夕ゆう餉げの膳ぜんの支度したくをしてから去るのだろう。

　雅近を見送ると刀火に連れられ、正せい宮ぐうの奥から、渡わた殿どので繫がれた寝しん殿でんの母おも屋やへ入った。

　導かれた室は、刀火の居室らしかった。円座わろうだが数枚と、四よ隅すみに置かれた蠟燭の明かり。室の奥には几き帳ちようが立てられ、その向こうには寝しん所じよがある。

　室の中央には食事の膳が二つ、向かいあわせに用意されていた。羹あつものは冷めている。

　刀火が膳の前に腰こしを下ろしたので、千樹もそれにならった。刀火の膳には酒器が添そえられていた。彼は酒器から杯さかずきに、白はく濁だくした酒を注いで手にする。

　千樹は箸はしを取り、冷め切った羹の椀わんに手を伸のばした。羹は川魚のすり身の団子らしく、澄すんだ出だ汁しは上品な香かおりがする。だが、まったく食しよく欲よくがないことに気がつく。

　──美味おいしそうなのに、もったいない。でも、当然かなぁ。

　手にした椀と箸を膳に戻すと、己の胸のうちを覗のぞきこむように動きを止める。

　──あの屛風絵を封印できなければ、……この国はわたしの故国と同じ末路。

　そこまで考えて目をあげると、じっとこちらを見つめる刀火と視線がぶつかった。

「不安そうな顔をしていたな」

　千樹の不安を面おも白しろがるように、刀火は杯に口をつける。

「あなたは不安じゃないの？　魔ま王おうが現れれば自分の国が滅ほろびるのよ。わたしが屛風絵を封ふうじる前に鬼おにが出てきて、魔王の種を宿す者を魔王にしてしまったらどうするの？」

「鬼が出てきたら、鬼が魔王を育てる前に退治する。退治できない場合は、魔王の種を宿す者が魔王となる前に殺すしかない。幸いにも、魔王の種を宿しているのが誰だれなのかわかっている」

「じゃ、なんなら、今その魔王の種を宿す人を捕とらえてしまえばいいんじゃない？」

「おいそれと捕らえたり、殺したり出来ない相手だから始末に悪い。しかし……」

　ふと、刀火の瞳ひとみに憂ゆう鬱うつな影がさす。

「いざとなれば、やるしかないが」

　その時突とつ然ぜん、開け放たれている蔀しとみへ、刀火が視線を走らせた。

　千樹が不ふ審しんを感じる間もなく、彼は手にした杯を投げ出すと千樹に飛びかかった。突つき飛ばされて千樹が後ろに倒たおれこむと、刀火の衣きぬの薫かおりと重みがのしかかってくる。

　勢い余って後頭部を床ゆか板いたに打ちつけ、危あやうく舌を嚙かみそうになった。

「なにをして……！」

　声をあげようとした瞬間、体の脇わきにがつんと衝撃が来た。衝撃が走った場所を目で探さぐると、床板に深々と突き刺ささっているのは矢だ。座っていたら、こめかみに命中していただろう。

　目を見開き口を開くが、驚きのために声は出ない。

　刀火は千樹の体の上で己の懐ふところを探り、白い紙を人ひと形がたに切り抜ぬいたものを摑つかみだした。参さんだ。それをぱっと真横に投げながら「参」と鋭く唱えると、それは意志あるもののようにくるりと宙で一回転し、妻戸から外へ飛び出す。

　刀火は跳はねるように立ちあがり、廂ひさしを抜け庭に出た。

　虫の音さえない、冷たい冬の暗くら闇やみ。空には細い下か弦げんの月。月明かりは頼たよりなく星が鋭く輝かがやき、庭に植えられた小こ笹ざさの葉を、さらさらと風が揺ゆらす。

　太刀たちの柄つかに手をかけ周囲を睨ねめつける刀火の姿が、室の明かりでうっすらわかる。彼は警けい戒かいするように身構えていたが、しばらくすると緊きん張ちようを解き、室に戻ってきた。

　まだ床ゆかに寝ね転ころんでいた千樹に向かって、片手を差し出す。

「目め眩まいでも？　姫君？」

「……安全だとわかるまで、身を起こさない方がいいと思って」

　起き上がったところに第二矢が飛んできて、今度こそ命中したら笑うに笑えない。

「大だい丈じよう夫ぶ。逃にげたようだが、参は放った。うまくすれば、火傷やけどの一つもおわせられるだろう」

「あなた、慣れてるみたい」

「慣れもする。わたしを煙けむたがる羽虫がいるからな」

　刀火の手を取り身を起こすと、彼は千樹をその場において、御み簾すを巻き上げてある寝所の方へ入っていく。その後ろ姿を見つめながら、嫌いやな予感がむくむく湧わいてくる。

「なに、どういうこと？　あなた、度たび々たび命を狙ねらわれているの!?　だから侍じ女じよや従ず者さすら信用できなくて、宮から人ひと払ばらいしてるの!?」

　脇きよう息そくにもたれかかり一息ついたらしい刀火は、さらりと答える。

「そうだ。羽虫の周囲の者たちが、懲こりもせずいろいろと差し向けて来る」

「その羽虫ってなんなの!?　どうでもいいけれど、あなたの身の回りがそんなに危険だなんて、聞いてないわよ。屛びよう風ぶ絵え云うん々ぬんの前に、巻きこまれたらどうしてくれるの!?」

「うるさい、吠ほえるな珍ちん種しゆ。羽虫のことは、また教える。だが今の矢に関しては、羽虫は関係ないはずだ。その方向からして、矢は、わたしではなくおまえを狙ったものだ」

　指さされて千樹は驚き、突き立った矢を見やる。白い矢羽根に特とく徴ちようはなく、相手の周しゆう到とうさがうかがえる。

「え？　なんでわたしが？」

「屛風絵を封ふう印いんする可能性が、おまえにはある。封印して欲しくない何者かがいるのだろう」

「けれど封印を破られたことは、あなたと雅近様以外に知らない……、ああ、そうか。あとは封印を破った犯人ならば知ってるわね」

「わたしと雅近。そして屛風絵の封印を破った犯人。それから、あと一人。あの人は、おそらくもうわかっているだろう」

「あの人？」

「わたしの師である、幻げん繕ぜんという法術士だ。数年前に『旅に出る』と言って、姿を消した。あの人は屛風絵の周辺に呪じゆを張はっているから、封印が破られれば遠方にいてもわかるはず」

「屛風絵の封印を破ったのは誰だか、見けん当とうついてるの？　あなたの言う羽虫とやらなの？」

　刀火は頰ほお杖づえをついたまま、侮ぶ蔑べつするようにくすっと笑う。

「国を滅ぼす封印を破るほど、羽虫に度胸はない。こそこそ、わたしの命を狙うのが精せい一いつ杯ぱいだ」

「じゃあ、誰がなんの目的で？」

「その目的がわかればおのずと犯人も確定する。ただ……あの封印の意味を知りながらそれを破り、平然としている者……そしておまえの存在の意味を……。……まさかな……」

　なにか憂鬱な事実に気がついたかのように、刀火は口をつぐみ、床に視線を落とす。

　伏ふせた睫まつげは長く、揺れる蠟燭の不安定な明かりで、頰ほおに影が落ちる。物思わしげな表情は、息を吞のむほどに妖あやしげだ。彼の中身を重々承知の千樹ですら、背筋に快感めいたものを感じる。

　──この人を絵に描えがくのは、さぞ面白いだろう。なめらかで艶あでやかで魅み惑わく的なのに、底意地が悪いところなど、あますところなく紙に写しとれたら面白い。

　ふいに、胸のうちが熱くなるような欲よつ求きゆうを感じる。

　刀火が視線をあげ、目が合った。

　千樹はなぜかすこし動どう揺ようし、胸のうちに一いつ瞬しゆんわきあがった欲求が消える。

　──今のは、なんだったんだろう。

　一瞬の高こう揚よう感かんを、千樹はずっと昔に知っていた気がする。しかし今は、そんなことを深く考えるのが億おつ劫くうなほど、疲つかれを感じていた。妙みような気分を追い散らすように首を振ふった。

「あれこれとんでもないことを昼間から聞かされ続けたあげく、矢を射かけられたら、さすがにもう夕餉を食べる気にならないわ。休みたいんだけど」

「雅近が帰るのは明け方だろう。すべては明日からだ。眠ねむればいい、ここで」

　と、刀火は自分の背後にのべられている、絹の夜具を顎あごでしゃくる。

「はい？　ここ？　見たところ、そこはあなたの寝所で夜具も一ひと揃そろいしかないけれど」

「おまえには、わたしの目の届く範はん囲いから逃げないように呪をかけてある。しかも、おまえを宮にいれたことは伏せてあるから、夜具の準備もさせていない。ここで寝ねてもらう」

「お膳は二つあったわよ？　なのに夜具は一つ？」

「雅近は、わたしと夕餉をとることになっている。いつも膳は二つだ」

「あなたと同じ夜具で寝ろと？　同どう衾きんしろと？　こんななりをしてるけど、わたしは女よ」

「知ってる。安心しろ。珍種に欲よく情じようするほど、おかしな趣しゆ味みは持ち合わせてない」

　髪かみが逆立ちそうだった。安心だろうが、心の底から彼を殴なぐり倒したい。

「おかしな趣味と言ったわね！」

「どんな趣味と言ってもらいたいのだ？　げてもの趣味とでも？」

「お気づきじゃないかもしれないけれど、さらに悪化してるわよ!?　もういい、わかった。あなたのような人に、まともないたわりを期待する方が馬ば鹿かね。寝ます！」

　たちあがると寝しん所じよに踏ふみこみ、足音も高く刀火の横をすり抜ける。そして立派な絹の夜具に潜もぐりこむと、上うわ掛がけをひっかぶり刀火に背中を向けた。

　程ほどなく、刀火も寝ね支度じたくを済ませたらしく、千樹の隣となりに身を滑すべり込ませてきた。

「おやすみ。千樹姫ひめ」

　そう、声をかけられる。わざわざ姫呼ばわりするのもいけ好かない。

　──なんでわたしがこんな目にあっているの？　そもそも、どこの馬鹿者が屛風絵の封印なんか破ったの。封印さえ破られなければ、こんな人に目をつけられずにすんだ！

　あの屛風が安置されている宝ほう物もつ殿でんには鍵かぎがかけられていたし、その鍵は刀火が持っている。どうやって誰が、封印を破ったのだろうか。

「犯人がどうやって屛風絵の封印を破ったのか、わかってるの？」

　背中越ごしに問う。背中にほんのり、人ひと肌はだの温かさを感じる。

「わからない。一ひと月つき前の新月の夜、封印が破られる気配を感じて目が覚めた。宝物殿に行ってみると、鍵は開かれ、鏡が砕くだけていた」

　彼も背中越しに口を開いたらしく、声が遠い。声が聞き取りづらいので、千樹は首をねじって刀火の方へ顔だけ向けた。

「宝物殿の鍵は、あなたが持っている一本きり？　答えてくれるなら、こちらに向かって喋しやべって。聞き取りづらい」

　すると、刀火がくるりとこちらに身を返した。思いがけない近さに来た刀火の睫に、千樹は身を固くした。こちらを向けと要求したことを後こう悔かいしたが、後の祭りだ。

　──うわ、近い。でも向こうを向けと言ったら、またぞろなにか言われそう。耐たえよう……。

　しかし刀火の容姿は、掛かけ値なしに美しい。彼が心優やさしい曉宮だったら、どれほど素す敵てきだったろうかと思わずにいられない。もったいないことこの上ない、美形の持ち腐ぐされだ。

「鍵は、わたしと父上主が持っている二本のみ。その夜も、わたしの鍵は手元にあった」

　刀火は淡たん々たんと答えるので、すぐに妙な動どう悸きはおさまって冷静な思考が戻もどってくる。

「それなら上主様が持っている鍵が使われた可能性は高い。でもまさか、上主様が……？」

　国が乱れることを望む上主は存在しないはずだ。しかし「本当にそうなの？」と、問い返す声もまた自分の中にある。

　国を滅ほろぼすような行こう為いを繰くり返した父。その恐おそろしさは記き憶おくの中にある。しかしあれは父が、魔ま王おうとなった結果だ。体の中の魔を育て、魔ま物ものの思考で荒あれ狂くるったのだ。

　魔王の種を宿す者が父と同様にならないうちに、千樹は屛風絵を封印しなくてはならない。

　──封印。わたしは、あの桜の屛風絵、成った絵をどうすればいいの。

　それを考えると、なぜかまた背筋にぞろりと気味悪さが這はう。成った絵を封印することを考えようとすると、なぜか感じるこの気味悪さと不安感。それが気持ち悪い。

「おまえの考えは当てにしていない。それよりも、おまえは絵を封ふうじることを考えろ」

「はじめに言ったけれど、わたしは彩遊先生じゃない。成る絵を描いたこともないのよ」

「だが、弟子でしを一人もとらなかった彩遊が、なぜおまえだけを弟子にした？」

　今まで考えたこともなかったが、改めて問われるとなぜなのだろうか。

「彩遊はおまえが弟子として、なんらかの見こみがあるから弟子にした。わたしは、そう考えて、おまえを使うと決めた」

　使うという言葉に、千樹は少なからずむっとし、絹の夜具を引き寄せて彼に背を向けた。

「そうだったわ。わたしは、道具ですものね。その辺に転がってる筆と同じですものね」

「筆ならばこれほど邪じや魔まにならない」

　憎にくらしい一言とともに、刀火もまたこちらに背を向けた気配がした。

　目を閉じると、刀火の香こうの薫かおりを強く感じる。彼の使う香は女性のもののように甘い。するとふと、幼い頃ころの感かん触しよくが頰に蘇よみがえる。

　さらりとした肌はだ触ざわりの姉の絹に頰をすり寄せ、互たがいに温ぬくもりを分けあって、二人でいればなんとかなると信じていた時のこと。父の機き嫌げんを取ることばかりに汲きゆう々きゆうとしていた母よりも、姉は身近な存在だった。

　けれど姉には姉の人生があったのだろう。

　二人でいればなんとかなると思っていたのは、幼かった千樹だけだ。

　不思議と胸に痛みはない。ただ、あの時の己おのれは愚おろかだったと思う。それだけだ。痛みはない。







　十歳の千樹は、竹林の中に座りこんでいた。阿樹は千樹の頭をなで、

「ここにじっとしていてね。じっとね。迎むかえに来るから、待ってて」

　そう告げて去った。千樹はそうして、朝から座り続けていた。日が沈しずみ、静かに夜がやって来たが、月明かりが青い竹林の中に降り注ぎ周囲は明るかった。

　千樹の体を包むように、ざわざわと竹の葉が鳴り続けている。

　既すでに十歳だ。阿樹が迎えに来るつもりがないことは、薄うす々うす感じていた。けれどそこに座り続けていたのは、彼女を待っていたからではない。他ほかに行く場所がなかったからだ。

　日が沈み、また日が昇のぼり、また沈み。ずっと座り続けていたのに、なぜか千樹はちっとも退たい屈くつしていなかったし、お腹なかがすいたとも思わなかった。眠いとも思わなかった。寒いとも思っていなかった。ただ、なにかに夢中になっていた。

　千樹はうつむき、口元に微かすかな笑えみさえ浮うかべて、せっせとなにかをしている。

「なにしてるの？」

　十歳の自分に問いかけるが、彼女は顔をあげない。

　あの時、千樹はいったいなにをしていたのだろうか。

「千樹。起きろ。千樹」

　突とつ然ぜん、耳慣れない声に呼ばれた。







　呼ばれて気がつく。夢を見ていたのだ、と。千樹がぼんやりと目を開くと、こちらを覗のぞきこむ刀火の顔が真正面にあった。ぎくりとして身を縮める。

「な、なに」

「河原に行く。つきあってもらう」

　周囲はまだ薄うす暗ぐらく夜明け前とわかる。そんな時間につきつけられた突とつ飛ぴな要求に、目を瞬またたく。

「どうして一人じゃ駄だ目めなの？　あなた寂さみしがり屋なの？　実は」

「その良くまわる口が、珍ちん種しゆだというのだ。おまえには呪じゆをかけてあるから、寝ねているのを引きずっていくことになる。それが気の毒で起こしたが、望みとあらば引きずってやる」

「面めん倒どうな呪をかけたわよね。お互い不便だから、いっそ解いてみない？」

　身を起こしながら言うと、刀火も立ちあがる。

「面倒なのは同感だが、解く気はない。いやなら知ち恵えを絞しぼって、早々に屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんしろ」

　それに関しては言いたいことが山ほどあったが、不毛な応おう酬しゆうが続きそうなのでやめておいた。おとなしく刀火に従う。

　寝しん殿でんから出た途と端たんに、千樹は寒さに身み震ぶるいした。吐はく息は真っ白だ。すると刀火が、室から持ち出してきたらしい皮かわ衣ごろもをぼすんと千樹の頭の上へ被かぶせた。

　意外な気き遣づかいに礼を言おうとしたが、刀火はもう先を歩いていた。ぐんと右みぎ腕うでが引っ張られる感覚がし、たたらを踏んで危あやうく転びそうになったので、千樹は皮衣を肩かたにかけ直すと急いで彼の後を追う。

　しんと冷えた木立の中には、薄うす紫むらさき色に染まる霧きりがかかっている。刀火はゆるい坂を下り続け、木立の隙すき間まを抜ぬける。すると、さらさらと流れる川音が近づいてきた。

　ふいに目の前が開け、霧の流れる川かわ面もと、白い石が敷しき詰つめられた河原が広がる。

　川の向こう岸は林。林の向こうに、朝焼けにまどろむ永冶の都があるはず。

　常宮を取り巻くように流れるこの幅はば広ひろの川が、貴人と庶しよ民みんを分ける境界線だ。名をそのもの、境さか川いがわという。

　──上北国の常宮とは違ちがう。

　川の向こうに視線を投げ、ぼんやりと思う。

　上北国の常宮は平地にあり、周囲を高い塀へいで二重に囲われていた。見あげる塀はどうしようもないほど高く、子供心にそれが息苦しかった。

　十五番目と十六番目の、ほぼ誰だれからも顧かえりみられることのない二人の姫ひめは、手を繫つないでよく常宮の中を散歩した。そしていつも高い壁かべに行き当たり、それを見あげて二人で嘆たん息そくしたものだ。狭せまくて息苦しくて怖こわい常宮から、阿樹も千樹もずっと逃にげ出したいと思っていた。

『高いねぇ、姉ねえ様さま』

　と千樹が言うと、阿樹は芸もなくただ、

『高いわね』

　と返すのだった。

『越こえられないかな？　姉様』

『越えられないわね』

　そんな会話を繰り返した。

　上東国の常宮は、各おの々おのの宮こそ板いた垣がきで囲まれている。だが常宮そのものは川で隔へだてられているだけなので開放的で、この国の安定を物語る造りだ。

　霧の向こうから、見回りの衛え士じが交代するための号令と、馬のいななきが微かに響ひびく。

　何気なく視線を目の前に戻もどした千樹は、刀火のやっていることに仰ぎよう天てんした。

「なにをしてるの朝っぱらから!?　寂しがり屋じゃなくて露ろ出しゆつ魔まなの!?」

　刀火が、なんのためらいもなく衣ころもを脱ぬぎはじめていたのだ。

「どちらにもなった覚えはない」

　首に連なる珠たま飾かざりや狩かり衣ぎぬなどを手近な岩の上へ無造作に置いていくと、見る間に白の単衣ひとえ一枚になり、ざぶざぶと川の中へ入る。その様子を見て呆あつ気けにとられた。

「自分を痛めつけるのが嬉うれしいとか、そういう趣しゆ味み？」

「そんな楽しげな趣味も持っていない。禊みそぎだ」

　千樹は皮衣を着て震ふるえているのに、この寒空に川に入るのが信じられない。呆あきれながら、手近な石に腰こしを下ろすと、座った石の冷たさだけでも千樹は身震いした。

　──なんで曉宮が、禊ぎなんか……。奇き妙みような人ね。

　曉宮と号する者は、常に周囲に人を侍はべらせ、衣装の着ちやく脱だつから目の前の妻戸一つ開くのでさえ人にやらせるのが普ふ通つうだ。優ゆう雅がでおっとりと、そして政まつりごとに関する様々なことを学ぶ。けして単衣一枚で冬の早朝、川に入ったりしない。

　神職や法術士は、禊ぎをしたり厳しい環かん境きように身を置いたりすることで、己の心身を律するという。しかし法術を修めているとはいえ、曉宮がそこまで身を律する必要があるのだろうか。

　そもそも曉宮がなぜ、法術士として技わざを修めているのか。そのことも不自然でならない。

　彼は身分も態度も、貴族の中の貴族。貴族らしい思考で貴族らしい振ふる舞まいをするのに、なぜか、どこか貴族らしくないところがある。

　澄すんだ水の中に、刀火はいったん頭まで沈み、それからゆっくりと立ちあがる。髪かみが濡ぬれ、首筋に水の滴しずくが伝い滑すべり落ち、白い単衣は肌はだにはりつく。上流の一点を見み据すえる瞳ひとみは真っ直すぐで、呪を呟つぶやく唇くちびるは薄うす紅くれない色いろ。

　早朝の薄い光の中にあるその姿は、水の精せい霊れいか、あるいは朝あさ霧ぎりが人の形に凝こごったかのようだ。浮き世よ離ばなれしていて、触ふれれば消え散る、きららかな幻まぼろしめいている。

　千樹は我知らず、ついと宙に人さし指をあげていた。指の先で、川の中に佇たたずむ刀火の頭から肩、背にかけての曲線を、空中に描えがくように辿たどる。体の芯しんが震えた。

　──綺き麗れい。

　目が泳ぎ、千樹は無意識に周囲を探さぐっていた。そして目についたのは、足元に転がる木ぎれだった。それを手に取ると、地面にしゃがみこんだ。そして今しがた空中に指で描いたものとそっくりの線を、地面の上に描き出す。刀火の体の輪りん郭かくが半分、地面の上に浮かびあがる。

　さらに描き足そうと、千樹は視線をあげて刀火の横顔を目に焼きつけ、再び木ぎれを地面の上で動かそうとした。その時、木ぎれを握にぎっていた手首を強く摑つかまれた。

「人に似た姿のものを描くことを、あだやおろそかにしてはならぬ」

　頭の上から降ってきた皺しわっぽい声に、千樹ははっとして顔をあげた。いつのまにか千樹の背後に、老人が立っていた。老人にあるまじき鋭するどい目で、彼はこちらを見おろしている。

「あ……わたしは……？」

　千樹は今、自分が無意識に絵を描こうとしていたことに気がついた。木ぎれが手から落ちると、老人はくるりと表情を変え、皺深い目元でにこりと笑った。

「ご存じないかな？　絵師の教えにあるらしいのじゃがなぁ」

「いえ、……知ってます。よく……知ってます」

　絵師を志す者が、師し匠しようから弟子でしと認められたとき、最初に聞かされる掟おきてだ。

　人に似たものの姿を、描いてはいけない。仮に描いたとしても点てん睛せい、───すなわち、瞳を入れてはならない、と。それは最大の禁きん忌きであるというのだ。

　その掟は、神話時代から連綿と語り継つがれてきたものらしい。

　──それを知っていながら、わたしは今、なにをしようとしていた？

　千樹は自分の無意識の行動に呆ぼう然ぜんとする。無意識に忌いむべき行こう為いをするなど、自分で自分が信じられない。そして昨日から度たび々たび感じる、あのえもいわれぬ気味悪さが背筋を這はう。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

　なんとか、千樹は頷うなずく。自分の顔からは血の気が引いているだろうと思ったが、案の定、老人は気遣うように千樹の手を引いて、立ちあがるのを手伝ってくれた。

　その親切な老人は、黒の狩衣をきっちりと身に纏まとっていた。首には朱しゆの珠たまを連ねた珠飾りを幾いく重えにも巻き、白い頭とう髪はつは一つにまとめてある。腰には黒くろ鞘ざやの太刀たち。法術士の身なりだ。刀火と同じような衣装なのだが、揚あげ羽は蝶ちようとゲンゴロウくらい、違って見える。

　老人は川の中にいる刀火の方へ向き直ると、その姿に目を細める。

「ほほぉ、法術士としての修しゆ業ぎようはおこたらんか。あれだけは感心じゃのぉ」

　自らの行動に混乱した千樹も、気分が落ち着いてきた。背を這う気持ち悪さもおさまったので、ようやく改めて、隣となりに立つ老人に向かって問う。

「あの……どなた様ですか？」

「幻繕という。法術士じゃよ」

「え？　幻繕法術士？　あの人のお師匠様のですか？」

　老人は皺深い目元で笑う。幻繕とは、昨夜、刀火の口から聞いた名だ。

「左様。今の上主様の父君の代から、常宮に仕えておったよ。今の上主様が、曉宮様の瞳を『高貴の証あかし』とえらく気に入られ、名君に育てあげたいと、わしに教育係を任されてのぉ。法術士を教育係にするのは異例じゃが。わしほどの法術士ならではじゃい」

「確かに異例ですね」

　千樹も国は違えど常宮に住んでいたのだから、身分を越えて重用されることの特異さは理解できる。しかも曉宮の教育係となると、なおさらだ。

「いやいやいや、照れるのぉ。それほど尊敬されては、いやはや、かしこまるでないぞ！」

　幻繕は胸を張り顎あごをあげて高笑いした。

「でも、旅に出られたとか？　お役目を辞して旅に出られたんですか？」

「宮は十五歳で、教えるべき事は教えておったからのぉ。しかし正直なところ……恐きよう怖ふか」

　ふいに、幻繕の目がすっと冷える。しかし彼はまた、いきなりくるりと表情を変え、にんまり笑って千樹に視線を合わせる。

「それはさておき。曉宮様をあの人呼ばわりするあなたは何者じゃの？」

　さて、どう名乗るべきか。彼の叔お母ばと名乗るのはおこがましいが、かといって市し井せいの絵師ですと答えれば、曉宮をあの人呼ばわりした不敬で手打ちにされそうだ。答えに迷っていると、

「それは千樹という。阿樹様が市井に残してきた妹姫を、わたしが捜さがして引き取った」

　白い息を散らしながら川からあがってきた刀火が、こちらにやってくる。濡れた髪も、肌にはりつく単衣も、見るだけで身み震ぶるいが出る。しかし濡れそぼつ様もまた、ある種の魅み力りよくがあることは否いなめない。色いろ香かだろうか。

　──白い単衣から透すける肌の色や、濡れた髪は、描けば……。

　ふと、先刻と同様の衝しよう動どうを感じる。しかし自らの衝動にぎょっとする前に、刀火が千樹の傍かたわらに来て、ためらいなく濡れた単衣を脱ぎはじめていた。

「また、なにしてるの!?」

　慌あわてて顔を背そむける。背後で刀火は、持参していた乾かわいた単衣に着き替がえているようだ。衣きぬ擦ずれの音をさせながら、素っ気なく答える。

「見てわからないか？　着替えだ。それはそうと、幻繕御ご法ほう。いつ戻った？」

　訊きいた声は、とても嫌いやそうだった。しかしそれを知らぬげに、幻繕は陽気に答える。

「たった今じゃよ。時間が時間なので、おそらく川であろうと来てみたが。しかし宮、話をそらしたな？　この姫ひめ、なんの目的で連れて参った」

「身の上を哀あいれんで、世話しようと思っただけだ」

「この姫には呪じゆがかかっておるな。哀れんでいる姫ひめ君ぎみに呪をかけるかのぉ？　どんだけ意地が悪いのじゃ」

「わたしの意地が良いか悪いか、御法ならよく知っているだろう。千樹、宮に帰る」

　着替えを終えたらしく、刀火が歩き出す。

　引きずられてはかなわないと、千樹が慌てて足をすすめると、幻繕も千樹の隣に並んでひょこひょことついてくる。ちらっと背後に視線を向け、刀火は訊く。

「ついてくるつもりか？　御法」

「なになに、気を遣つかうな。朝あさ餉げと甘酒と、菓か子しと美女くらいあればわしは満足じゃぞ」

　苛いら立だったように、刀火は立ち止まりふり返った。

「あなたを歓かん待たいする気はない。あなたは勝手に出て行った。今いま更さらなぜ帰ってきた」

「帰ってこざるをえんじゃろうて。桜の森の屛びよう風ぶ絵えの封ふう印いんが破られればのぉ」

　何気なく幻繕は告げ、にんまりと笑う。刀火は、ひやりとした視線で師匠を見おろす。

「やはりそれを知って帰ってきたのか」

「わしは宮の師じゃ。あなた様がなにをするか、どうなるかを、見届けねばなるまいのぉ」

「好きにすればいい」

　刀火は再び背を向け歩き出したが、またすぐに足を止める。その視線の先には、杉すぎの巨きよ木ぼくの幹に隠かくれるようにして、山やま吹ぶき色の袿うちぎを着た少女の姿があった。小こ柄がらな少女で、黒目がちな目でこちらを見つめている。幻繕も彼女の存在に気づき、小首を傾げた。

「あれは阿樹様に仕えておった侍じ女じよじゃな。たしか名は柚ゆずの葉はか。阿樹様が妹のようだと言っては、可愛かわいがって、どこにでも連れ歩いておったからな。上主様のおそばで見たことがあるの」

　阿樹。ふいにまたその名を聞かされる。

「阿樹の侍女ね……妹のよう、ねぇ」

　実の妹を放ほうり出しておいて、侍女を妹がわりと公言して連れ歩くのは勝手なものだとは思うが、それだけだ。感情は動かない。我ながらよほど割り切れているのだろう。奇き妙みようなほどに。

「おまえは、なにも感じないのか？　あれは、阿樹様が妹がわりと連れ歩いていた侍女だ」

　刀火の質問の真意がわからない。「だからなに？」と、いうのが正直なところだ。

「別になにも」

「おまえも、たくさんの噓うそを身につけているようだ」

　つと眉まゆをひそめ、刀火は呟つぶやく。その言葉に、むっとする。

「わたしはあなたと違ちがって、噓つきじゃない」

「自覚がないとみえる」

　刀火は視線を千樹から外した。そしてこちらを見つめる侍女、柚葉に視線を向ける。

　柚葉は丸くてきょときょとした、子犬のような目でこちらを見ている。

「阿樹様が亡なくなって、あの方に仕えていた侍女はみな羽虫付きになったはずだ。彼女は、今は羽虫の侍女か。彼のつかわす監かん視しにしてはお粗そ末まつ。気にするほどではない」

　刀火はまた歩き出す。柚葉はまだこちらを見ていたが、遠くながら目が合うと、びくっとして身をひるがえして木立の奥へ消えた。

「また羽虫？　昨日からよく聞くわよね。誰だれなの羽虫って。いい加減教えて」

　問うと、幻繕がかかと笑う。

「曉宮様とは十五日違いの異母弟君、二に之の御み子この綾あや峰みね様のことじゃよ。宮は昔からあの方のことを羽虫と呼ぶの。うるさいからじゃとのぉ」

「二之御子って……。じゃ、世よ継つぎ争いがあるの？」

「表だった争いにはなっていない。綾峰側が画策しているだけだ。父上主はわたしの瞳ひとみの色を、高貴な色と気に入ってる。わたしが曉宮の地位を追われる可能性は、ないにひとしい」

「そうなの？　それなのにその弟君、なにがなんでも上主になりたいのね」

「違うな。彼等は正義のためと思っているはず。化け物退治でもしている気分だろう」

　ふっと、刀火が口元で暗く笑う。

「なんたる言いぐさじゃ、宮よ」

　幻繕が困ったように声をかけたが、刀火は無視して歩を進める。

　──どういう意味？

　そう問う前に、宮に到とう着ちやくしていた。







　三花　魔王の種を宿せし者




「……なんでいるんですか。このお方が」

　宮に帰ってきた雅近が、もりもりがつがつと朝餉を食べている幻繕を目にして絶句した。

「おお、息災かの？　太だ政じよう大臣殿どのの嫡ちやく子し」

　幻繕は行ぎよう儀ぎ悪く、雅近に向かって箸はしを持つ手を振ふった。

「雅近様は、太政大臣のご子息なんですか!?」

　幻繕と膳ぜんを向かいあわせにしていた千樹は、驚おどろいて箸をとめる。雅近のことは、身分ありげだとは思っていた。だが、まさか太政大臣の嫡子とは。太政大臣は政務を実質的に司つかさどる、最上位の官職。他ほかの官職とは違い世せ襲しゆう制なので、雅近もいずれ太政大臣になるということだ。

　──どうか今の上主様が、長生きしてくださいますように。意地悪な鉄面皮の美形の持ち腐ぐされが上主様になり、愛あい想そだけは格別にいい恋れん愛あい頭がしらが太政大臣になると思うと、絶望する。

　千樹の心の祈いのりなど知りもせず、雅近は千樹の隣となりに腰こしを下ろした。両手には大きな包みを二つ持っていたが、それも床ゆかに下ろす。

「千樹姫は知らなかったか？　上東国では太政大臣の嫡子が曉宮様の遊び相手として、幼い頃ころから遣わされる。だから俺も五つの時から、その時はまだ赤子だった曉宮様についたんだよ」

「雅近様としては、将来安あん泰たいで結構ですよね。国の民たみとしては、悲痛な思いがしますけど」

「結構ではないぜ。それ以外の道がないんだから、つまらん人生じゃないか？　しかしこのお方がいるのには驚いたな。急なお帰り、どうされたんですか？　御法」

　軽い調子の雅近の問いに、幻繕は目を細める。

「桜の屛風絵の封印が、破られたのを感じてのぉ」

　はねあげた蔀しとみの近くに座り外を眺ながめていた刀火が、ひやりとした視線をこちらに投げた。

「勝手に上がりこんで、勝手にわたしの膳を食べている盗とう賊ぞくまがいの老人は放っておけ、雅近」

「そう褒ほめるでない、宮よ。食後の菓子はないかのぉ」

　幻繕は弟子でしの苦情はきっぱり耳に入れないことに決めたらしく、ごそごそと室の中を物色しはじめる。この老人、自由すぎる。ある意味、見習いたくなる。人生が楽になるだろう。

　刀火は呆あきれたように幻繕から視線をそらし、雅近も肩かたをすくめた。

「はあ、ま、曉宮様がそう仰おつしやるなら、放っておきましょうか」

「万ばん事じ遺い漏ろうなくすんだか？　雅近」

「ええ、もちろん。さあさあ、千樹姫。これを見ろよ。これで完かん璧ぺきだな？」

　雅近は持ってきた二つの包みを床の上に広げた。絵筆や硯すずり、墨すみ。岩絵の具をいれた白磁などが出てくる。

「彩遊に協力してもらって、道具一式揃そろえた。褒めてくれ千樹姫。礼は一晩の添そい寝ねでいい」

「太政大臣におなりあそばすまでには、そのゆるんだ頭を治ち療りようしてください」

　言いながら、千樹は道具類を確かめる。さすがに彩遊が手伝っただけあり、不備がない。

　絵を描えがく工程は、墨で線を描いた後、粉になっている岩絵の具を膠にかわと水で溶といて彩さい色しきするだけだ。単純だが、それには細こま々ごました道具が必要で、特に大切なのが彩色の道具。

　広げられた道具類の中には、岩絵の具を定着させるための膠もあるし、膠を溶かすための溶よう燭しよく台だいもあった。岩絵の具と膠を混ぜ合わせる小皿に至っては、五十程ほども準備されている。筆も、線せん描びよう筆ふで、ぼかし筆、彩いろ筆ふで、面めん筆ふで、丸まる筆ふでのそれぞれ大小が、過不足なく揃っていた。

　菓か子しを物色していた幻繕だが、結局なにも見つからなかったらしく、しょんぼりと円座わろうだに戻もどった。そして床の上に広げられた道具類を目にして、ほほっと嬉うれしげに声をあげて目を細める。

「絵の道具じゃな。姫ひめは、絵を描くのか？」

「わたしは絵師の見習いです。絵札を売って暮らしてる程度ですけれど」

「ほぉ、なるほどのぉ。絵師か。考えたの、宮。しかしそれしかあるまいてなぁ」

　幻繕の視線を刀火は無視した。刀火は心底、この師し匠しようが鬱うつ陶とうしいらしい。

「それでわたしの手紙の返事はもらえましたか？」

　千樹が問うと、雅近は懐ふところを探さぐった。そして四つ折りにした紙を取り出し、千樹に手て渡わたした。

「もらった。これだ」

　──先生は、なんと。

　急いで紙を開いて、がくりと肩が落ちた。紙の頭に大きく堂々と、『わかりません』と書かれていたのだ。あの師匠は、人をがっかりさせることに関してはずば抜ぬけている。

　衝しよう撃げきが去り、今一度紙に目を落とすと、その『わかりません』の下に、小さな文字で遠えん慮りよがちになにかが書き連ねてある。

『成る絵の質しつは様々。絵が現うつつを映すもあれば、絵が現に働くこともままあり。絵により質は様々故ゆえに、これと確たる術すべはなし』

　彩遊のぼやける目では小さな文字は書きづらいらしく、字の形は乱れているが、それでもなんとか判読できた。横からのぞき見していた雅近が、首をひねる。

「これはどういう意味だ？　いや、『わかりません』は一いち目もく瞭りよう然ぜんだが。その下の意味は？」

「成る絵というのは、描かれるものや描いた者の心によって、その性質も様々であるということみたいです。絵が紙の中で、現実のものを鏡のように再現する事もあれば、逆に絵が現実に影えい響きようして、現実が絵に描かれたように変化することもある、と。だから成る絵に対して、これといった決定的な対処方法があるわけではない、ということみたいです」

『わかりません』よりも、その下に、おまけのように書かれた文字の方がはるかに大切だ。師匠の、相変わらずの頓とん珍ちん漢かんぶりが泣ける。

　絵により、対処の方法が全く違うということは、今、現実にその絵を自分の目で見ることができる千樹が、封ふう印いんの方法を考えなくてはならないということだ。

　──なるほど。簡単には、彩遊先生の元に帰してくれないわけね。神様の意地悪。

　運命と理ことわりを司る大おお神かみ、万ばん龍りゆうに、心の中で毒づきながら、目の前に広げられた道具に目を落とす。筆の一本一本に指先で触ふれながら、思考を巡めぐらせる。

　頭はすっきりしていた。不本意ながら、昨夜はぐっすり眠ねむったのだ。刀火の気配は、まるで植物のように夜気に溶けるので、思ったほど彼がいることが苦にならなかった。

「……焼けない。滲にじまない。破れない。それを壊こわすことは無理」

　筆に触さわり、墨の硬かたい感かん触しよくに触れながら、千樹は絵を描くときのことに思いを巡らす。

　絵を封ふうじる───すなわち、絵の魔ま力りよくを消すこと。魔力を消すには絵を消すしかない。千樹は絵を失敗したとき、咄とつ嗟さに墨で塗ぬりつぶす。屛びよう風ぶにかけられた黒い布は、それを想起させた。

「塗りこめてしまえばいいのかも……」

　壊せないものであれば黒く塗りこめ、なかったことにすればいい。

　千樹の呟つぶやきに、幻繕が「ほぉ」と感心したような声を出す。

「試ためすか？」

　刀火が訊きく。千樹は頷うなずくと、水すい盆ぼんのような大硯と墨、馬の尾おほどもある面筆を選んで抱かかえ、立ちあがった。

「すぐに試します。あなた方の顔など、早々に見ずにすむようにね」

　刀火と雅近が立ちあがると、幻繕も膝ひざを立てる。

「わしも、見物させてもらうとしようかのぉ。姫様のお手並み拝見じゃて」

　刀火は嫌いやな顔をしたが、幻繕は鼻歌を歌うような軽い足取りで最初に室を出る。

　昨日も通った石敷じきの道を、千樹は刀火の後について行った。宝ほう物もつ殿でんへ到とう着ちやくすると、刀火と雅近は蠟ろう燭そくに明かりを灯ともし、扉とびらを閉めた。

　幻繕が、宝物殿の隅すみに座る。その姿は、不細工なのが味わいの置物めいている。

　薄うす闇やみの中、千樹は黒い布で被おおわれた屛風の前に硯と墨、筆を置いた。跪ひざまずくと、墨をすりはじめる。この大きな屛びよう風ぶ絵えを塗りつぶそうというのだから、大量の墨が必要だ。

　さりさり、と、根気よく墨をする。墨の香かおりは辛からいようでいて清すが々すがしくて、気持ちが落ち着く。この闇やみ夜よのような黒で、どうにか屛風絵を封印できることを念じた。

　たっぷりと墨をすりおえて、千樹は太い筆を手にとった。毛先を指で整えてから墨に浸ひたす。

「はじめるわ。被いを取って」

　雅近が屛風に近づき、さっと黒い布を取り去った。

　布が取られた途と端たん、冷たく湿しめった風が吹ふきつける。しかし、なんという美しさだろうか。はらはらと散る桜の花びらも、霞かすむ遠方の幹の色も、苔こけむす桜の根元も、なにもかも。

　刀火は千樹の背後に立ち、冷風の香りを嗅かぐように目を細めていたが、ふいに顔色を変えた。

　背後の暗くら闇やみに溶けるようだった幻繕も笑え顔がおをひっこめ、喉のどから絞しぼり出すように唸うなる。

「はやく封じろ、千樹」

　告げた刀火の声には緊きん張ちようがある。そして呻うめくとも笑うともつかない声を出し、続けた。

「今日は屛風絵の中、……なにかが近くにいる。あれがこちらの光を見つけたら、来るぞ」

　あれとは、鬼おにしかありえない。急いで立ちあがり、千樹は屛風絵の左ひだり端はじ上に筆をつける。

　さっと一筋、太く黒い線を上から下へ向けて引いた。さらにに二筋三筋、一気に屛風絵を塗りこめようと手を大きく左右に動かす。

　見る見る、桜の森の景色が、真っ黒い墨の向こうへ消えていく。

「これは、封じられているのか？」

　雅近が呟く。と、同時に。どこかから、ちりっと、太刀たちの柄つかに手をかけたような音が響ひびいた。

　しかし千樹は、その音の出所を確かく認にんする余よ裕ゆうがなかった。

　一気にこの屛風絵を葬ほうむり去ろうと、手を動かし続ける。

　屛風絵から床ゆかにこぼれ落ちていた仄ほのかな明るさが徐じよ々じよに消え、周囲の暗さが増す。吹きつけてくる風が半減し、桜の景色は、屛風絵の右みぎ端はじの一角に消え残っているだけとなっている。

　自分は、やったのかもしれない。これで帰れると思い、微び笑しようしかけた瞬しゆん間かんだった。

「香りがする。する、するよ。そこにいるのは、魔ま王おうだねぇ。良い香りがするよ」

　真っ黒に塗りつぶした屛風絵の向こう側から、珠たまをぶつけ合うような、澄すんだ声が聞こえた。ぎくりと、千樹の動きが止まった。

　──鬼の声！

　止まっていたのは、一いつ瞬しゆんだった。その声の主が何者かを直感し、千樹は残りの部分を塗りこめようと筆を動かしはじめる。

　恐きよう怖ふと緊張に、胸がどくどくと激しく鼓こ動どうする。早く封じきらなくてはならない。

　──早く、早く。そうでなければ鬼が出て、魔王が。

　めまぐるしく回転する思考の中で、千樹は気がついた。

　──鬼は今、魔王がそこにいると言った!?

　ぽつり、と。左手の方向で音がした。

　音の方を見ると、最初に塗りこめたはずの屛風絵の左端の墨すみがどろどろと溶け出し、床にしたたりはじめている。そして溶けた墨の向こうには、汚よごれ一つない桜の景色が存在し、はらはらと花びらを散らしていた。

　慄りつ然ぜんとした。至る所から、ぽたり、ぱたりと墨が流れ、溶け出している。

　──駄だ目めだ！　封じられていない！

　その時、刀火と幻繕の声が同時に飛んだ。

「千樹！」

「姫ひめ君ぎみ！」

　千樹の腹の辺りにある屛風絵の墨がずるりと一気に溶け、そこから真っ白な、長い爪つめのある手が突つき出した。爪の鋭するどさは刃やいばのそれだ。

　やられると思った瞬間、体を横に突き飛ばされていた。尻しり餅もちをついた衝撃に一瞬目を閉じるが、すぐに瞼まぶたを開く。そして今まで自分が立っていた位置に、刀火の姿があるのを見た。

　刀火の脇わき腹ばらには、白い爪が二本突き刺ささっていた。刀火は顔を歪ゆがめる。

「宮様！」

　雅近が一歩踏ふみ出し腰こしの太刀に手をかけるが、抜ぬくのは刀火の方が早かった。

　右手だけで無造作に摑つかみだした太刀を、なんの予備動作もなく、床近くから斬きりあげる。

　屛風絵から突き出ていた白い腕うでが、肘ひじの辺りからぱっと切り離はなされて宙を飛んだ。あまりにも鮮あざやかなその様に、人形の腕が飛んだようにすら見えた。しかし同時に屛風の向こうから凄すさまじい叫さけび声があがり、宝物殿の床には、ごつりと白い腕が落ちる。

　鬼の叫び声は、腕を飛ばされた衝撃の反動で弾はじかれるように、一気に屛風の奥へと遠のく。

「雅近！　被いを！」

　刀火の声に雅近が駆かけ出し、床にわだかまっていた黒い布を拾いあげた。そしてそれを屛風絵にかけると、おそろしい悲鳴がくぐもって消える。

　被いが屛風絵を隠かくすのと同時に、刀火はその場に膝をつく。雅近が駆け寄り、刀火を助け起こそうとするが、

「わたしに触れるな！」

　鋭い、余裕のない声で刀火が命じた。その瞳ひとみは、くっきりとした深い緑に輝かがやいていた。脇腹を押さえ、歯を食いしばっている。太刀の柄を握にぎる手が、なにかをこらえるように震ふるえていた。彼の中で蠢うごめきだしているものを、必死で抑おさえこもうとしているかのようだ。

　幻繕がぱっと跳はね、雅近と千樹の前に立ちはだかると、腰にある太刀の柄に手をかけた。

「二人とも下がっておれ！」

　その目は、先刻までのふざけた老人と同一人物とは思えない鋭さ。殺気を含ふくみ、瞬まばたきすらせず刀火を見つめる。幻繕の変へん貌ぼうに千樹は目を見張る。老人の背中が一回り大きくなったようだ。

　雅近も息を吞のみ、千樹も動けない。しばし二人は、幻繕の背中越ごしに刀火を見つめることしかできなかった。暗闇の中に張りつめたものが恐おそろしい。

　おそらくそれは、ほんの短い時間。瞬き十ばかりの間だったかもしれない。ようやく刀火はゆっくりと息をつき、その瞳の色が穏おだやかな黒みを増してくる。

　幻繕の背中が緊張を解くと、太刀の柄にかけていた手をはなす。

「……曉宮様？」

　雅近がうかがうように呼ぶと、刀火はわずかに背を伸のばし、膝をついた姿勢のまま太刀を鞘さやに収める。軽く息をつく。

「手を貸せ雅近。宮に戻もどる」

　いつもの穏やかな声が答えた。手で押さえた黒い衣ころもが濡ぬれて見えるのは、血だろう。
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「ひやひやするのぉ、まったく」

　愚ぐ痴ちると、幻繕の体が急にしぼんだように見えた。雅近に肩かたを借りながら刀火は立ちあがり、千樹もようやく、がくがくする腰を気力で支えて立ちあがった。

「どうしてわたしを庇かばったの？　あなたのような身分の人が……。そんな危険な真ま似ね、なぜ」

　あの場に千樹が突っ立っていたら、鋭い爪は確実に千樹の腹の中央を刺し貫つらぬいていただろう。

「おまえが、わたしの切り札だからだ。おまえ以外に、これを封ふうじる可能性がある者はない」

「わたしの切り札？　今、わたしの切り札と言った？」

　目を見開き千樹が確認すると、雅近の表情が強こわばる。幻繕が驚おどろいたように千樹を見やる。

　刀火の唇くちびるが笑いの形をつくり、目を細める。

「それにさっき、鬼が言ってた。そこにいるのは魔王だって……」

　おかしいとは思っていた。国を滅ほろぼす屛風絵の封ふう印いんが破られたことを、刀火はなぜ公表しないのか。本来ならば公表し、上主の力で国中の賢けん者じや、法術士、絵師を集め、対策を練ればいい。

　だがそうしない、そうできない理由がある。

　──もしあの緑の瞳が、高貴な血筋以外の証あかしだったら？

　千樹は、父の緑の瞳を思い出す。頭の中で警けい鐘しようが鳴る。ぶるりと身み震ぶるいした。

「気がついたか」

　刀火は特に気負った様子もなく、にっと笑った。

「あなたが……あなたの中に魔王の種はあるの？」

「そうだ。上北国の上主が魔王と成られ国が荒あれ始めたとき、そこにいる御法が気づいた。緑の瞳は、上主一族の中に現れる高貴な証ではなく、魔王の種を持つ者の証ではないかと」

「わしは当時、教育係の一人として宮に仕えておった……」

　ため息混じりに、幻繕が口を開いた。

「わしは秘術を用いて調べ、結果、宮の中に魔王の種があるとわかったのじゃ。しかしわしはその時、魔王の種については口をつぐむことに決めた。過去には、緑の瞳をした名君も存在したからのぉ。要は屛びよう風ぶ絵えさえ封印されておれば問題ないのじゃ。宮には同い年の弟君もおるから、いたずらに騒さわげば宮を廃はい宮ぐうにしてしまえと言い出す者もおろう。だから屛風絵を宝ほう物もつ殿でんに移し、誰だれも触ふれないようにした。そしてわしは、宮に宿るものについて宮に教え、さらに法術士としての修しゆ業ぎようをさせ精神を鍛たん錬れんすることで、何かがあった場合は己おのれで魔王の種をある程度抑えられるようにしたわけじゃ」

　幻繕の言葉を刀火が引き取った。

「だが、わたしが常とは違ちがう育てられ方をされていることで、疑いを持つ者はいる。父上主はわたしを大切にしているから疑うこともしないが、もとよりわたしが目め障ざわりな羽虫どもは違う。様々にかぎまわり、当時、曉宮に出入りしていた侍じ女じよや従ず者さに探さぐりを入れ、憶おく測そくを働かせた。だから羽虫は、わたしを恐れているし、わたしから曉宮の地位を奪うばいたくて仕方ないのだ。魔ま物ものに、上東国を渡わたしたくはないのだろう」

　そこで刀火は、床ゆかに転がる白い腕を見やる。その切り口はなめらか。泥どろ人形の腕のように、出血もない。だが深しん紅くの切り口には、まるで意思あるもののように、ぬめぬめと蠢く艶つやがある。

「もし屛風絵から鬼おにが出れば、わたしの中にある魔ま王おうの種が、わたしを魔王へと変化させるだろう。己の中にあるものを律する自信はない」

　千樹は言葉を失った。

　──この人が魔王……？

　刀火は、魔王の種を宿す者はわかっているが、うかつに手は出せないと言っていた。手を出せないわけだ。魔王の種を宿す者は曉宮たる身分で、しかも自分自身なのだ。

　その事実をなんとか飲みくだすと、恐ろしいよりも、まず猛もう烈れつに腹が立った。

「そんな！　そんな重大な秘密、わたしに教えないで！　そんな重大な秘密を知ったら、あなたはわたしを絶対に生きて帰してくれないでしょう！」

「言いがかりだ。おまえは、自分で気がついた」

　言葉に詰つまった。なんということに気がついてしまったのだろうか。

「まあ……君が魔王の種のことを口外せず、確実に屛風絵を封印してくれればいいことだけど？　千樹姫ひめ。たとえ魔王の種が知られたとしても、屛風さえ完かん璧ぺきに封じられていれば、問題ない」

　雅近が冷たい目で笑う。その表情は常の彼とはかけ離れた、ひどく酷こく薄はくなものだった。彼にこんな表情が出来ることが意外だったし、やはり彼も、貴族だと思い知らされる。普ふ段だん愛あい想そ良く振ふる舞まっているが、心の底のどこかが冷たい。

「口外して、なおかつ屛風絵を封じられなければ、どうなると言いたいんですか雅近様？」

「千樹姫のお望み次し第だいかな？　山でも川でも、好きな場所に埋うめたり沈しずめたりしてあげるさ。別れの口づけくらいは、俺がしてあげるよ。でもそんなことしなくても、大だい丈じよう夫ぶかもな。魔王が現れて国が滅びれば、君だって適当なところでのたれ死ぬ」

「結局、わたしが屛風絵を封じるしか道がないの？」

「それは姫様の力では無理かもしれぬて……残念じゃが。無理なのであれば……」

　沈ちん痛つうな幻繕の声が、ぽつりと落ちる。

「無理だったら、どうなるっていうんですか？」

「屛風絵を封じられないなら、国を守るために、おまえならどうする？　千樹」

　刀火の問いは単純で、その答えは一いつ瞬しゆんでわかった。千樹は蒼そう白はくになる。

「わたしなら……魔王の種を宿す者が魔王となる前に殺す……」

　それが最も手っ取り早い。いずれまた魔王の種を宿す者が再び現れるかもしれないが、当面の危険は避さけられる。自ら口にしたその結末に、驚きよう愕がくする。

「あなたは、この屛風絵が封印されないままで、しかも魔王の種を宿していることが知られれば殺されるしかないの？　そういうことなの!?」

「そうだ。もし仮に魔王の種が公おおやけにならずとも、屛風絵が封印されないままでいれば、いずれわたしは魔王へと変化する。その前に……わたしは、わたし自身を殺すほかない」

　いつもと変わらない、冷然とした瞳ひとみで語る運命の過か酷こくさに、千樹は全身が震えた。

「でも魔王の種を宿して生を受けたことは、あなたの責任じゃないでしょう!?　そんな理り不ふ尽じんな運命、巡めぐり合わせ、納なつ得とくしているの!?」

　千樹はかつて国を追われた。『魔王の血族は殺せ』。そう叫さけぶ群衆の中を、息を殺し、身を潜ひそめ、逃にげ惑まどって国を出た。

　民衆の怒いかりは当然だ。だが魔王の血族であれ、千樹が味わった恐きよう怖ふは民衆と同じだった。父上主は、血の繫つながった子供たちにさえも容よう赦しやはしなかったからだ。

　千樹の異母兄である曉宮は、父上主の機き嫌げんを損そこね、千樹の目の前で手打ちにされた。幼い千樹の足た袋びに降りかかってきた血の生温かさは、今でも覚えている。魔王の傍かたわらにいることを定められたぶんだけ、危険と恐怖は常宮の塀へいの外に生きる者より大きかった。

　常宮の中で毎日恐怖に身をさらしていた。けれど民衆からは、魔王の血族だと責められた。

　それは、どうしようもないことだと理解している。受け入れている。恨うらむならば運命とか巡り合わせとか、運命と理ことわりの大神、万龍が司つかさどるものを恨むしかない。

「運命」「巡り合わせ」。千樹はそれらの言葉が大だい嫌きらいだ。理不尽で容赦のないそれが、幼い頃ころから大嫌いだった。

「納得できるはずはない。わたしは、わたしの運命が憎にくい」

　傷を庇いながら、刀火が呟つぶやく。鉄てつ錆さびのような血のにおいがする。

「だから運命に負けてやる気はさらさらない。御法は無理だと言ったが、わたしはおまえに、この屛風絵を封じさせる。おまえの中にある力を引きずり出し、鎖くさりで繫いででも」

　淡たん々たんと紡つむぐ言葉は、いつもの、澄すまし顔で人を馬ば鹿かにして噓うそをつく刀火の声とは違う。

　──この人の中には怒りがある。この人は運命を憎んでいる。わたしは……わたしも。

　刀火の声を聞き、千樹の心がざわめく。

　十歳以前の記き憶おくは、父の記憶を除けば、まったく感情を伴ともなわなかった。なのに今、逃げ惑っていたときの感情だけが、ありありと浮うかびあがる。

　阿樹と手を繫ぎ走った恐怖と、自らの運命に対する憤いきどおり。憎しみと言ってもいい。なぜ自分にこんな運命が降りかかるのかと、運命と理の神、万龍を怨うらんだ。ありったけの力で、神に毒づき、意地悪な神に負けるものかと、歯を食いしばって駆かけた。その憎しみを原動力にして、体の芯しんを支えて走った。生き抜ぬくことが、神の意地悪に勝つ唯ゆい一いつの方法だ。

「あなたが殺されたら……」

　怒りが、静かにたぎる。刀火の感じる怒りも憎しみも、十歳の時の、己のもののような気がした。

　単純に刀火を殺せば、問題は解決するのかもしれない。けれどそれでは自分も、理不尽に押しつけられた運命に敗北することになる。なぜなら千樹が屛風絵を封ふうじるか否いなかによって、刀火の運命が決まるのだから。いけ好かない相手であっても、その人が理不尽な運命で殺されれば、千樹は自分の無力さゆえの罪悪感に、生しよう涯がいしくしく苛さいなまれる。

　これもまた千樹に押しつけられた、意地悪な巡り合わせ。

　──負けてやるものか。

　十歳の自分は運命と対決し、勝ったと思っていた。十歳の自分の勝利感と努力をあざ笑われている気がして、皮ひ膚ふのしたを、じりじりと焦こげるような怒りが這はう。

「あなたが殺されたら、わたしは、わたしが屛風絵を封じられなかったからだって、生涯気に病やむ。あなたに取り憑つかれるようなものよ。あなたみたいな意地の悪い人に取り憑かれるなんて、まっぴら。だから、……わたしが屛風絵を封じる」

　千樹は真っ直すぐ刀火を見つめ、告げた。

　刀火は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたが、すぐにいつもの艶つやめく余よ裕ゆうの微び笑しようを口元に現す。

「ならばわたしは、おまえの腕うでと知ち恵えを試ためす、姫ひめ絵え師し」

　屛風から流れ落ちた墨すみが床に黒く流れ、千樹の足元に幾いく筋も這っていた。







「……封じるとは、言ったもののねぇ」

　千樹は簀すの子この欄らん干かんにぐったりと額をつけ、脱だつ力りよくしていた。寒空の下、額をつけた欄干はひやりとする。そうしているといきなり背後から、何者かに抱だきすくめられ、

「どうした千樹姫、元気がないな。俺が慰なぐさめてさしあげるよ。優やさしく、……ね」

　と耳元で囁ささやかれ、そして長い指先が背後から、千樹の顎あご先にかかった。なので思わず、

「なにが、『ね』ですかっ！」

　背後に肘ひじ打うちを繰くり出した。肘は相手のみぞおちに命中したらしく、苦しげに咳せきこみながら千樹から離はなれてくれた。じろりと睨ねめつけながら、ふり返る。

「これはこれは。わたしが秘密をもらしたら、山に埋めてくださると仰おつしやった雅近様でしたか。どこぞの色しき魔まかと思いました。失礼いたしました」

「またまた、言葉のあやを根に持って」

　みぞおちを押さえながら、高月雅近は愛あい嬌きようのある垂れ目で愛想良く微笑む。

「あれは、あやなんて可愛かわいいものじゃないです」

　刀火の中に魔王の種があると知ったのは、昨日。

　宝ほう物もつ殿でんで刀火が切り落とした鬼の腕は、刀火が持ち帰った。塗ぬりの箱にしまいこみ、呪じゆと紐ひもをかけ、刀火の居室の隣となりにある塗ぬり籠ごめに安置した。しかし気味の悪いことに、箱の中から時々、かりかりと音がする。鬼おにの指が動き、爪つめが箱の蓋ふたを引っ搔かいている音だ。

「まあ、いいじゃない。綾あやでも錦にしきでも。どう？　姫ひめ君ぎみ。息いき抜ぬきに今夜あたり、俺と遊ぶのは」

「そんな息抜きをするくらいなら、窒ちつ息そくしたほうがましです」

　千樹の傍らに、絶ぜつ妙みような間合いですり寄ってきた雅近を押し返していると、

「楽しげにじゃれあっておるではないか、羨うらやましい限りじゃのぉ。混ぜてくれんか」

　庭の方から、幻繕がひょこひょこと姿を現した。

「どうぞ、幻繕様と雅近様で、ご存分に！」

　千樹が雅近の背を押し出すと、簀子にあがってきた幻繕と雅近が、ちょうどぴたりと顔を合わせる形になった。二人同時に、おそろしく萎なえた表情になる。

「そんなもの、断るわい。時に、中に、宮はおいでになるかの？」

　幻繕の問いに、雅近が萎えた表情のまま答えた。

「昨日の傷がまだ痛むご様子で、中でおとなしくしていらっしゃいます。ご案内しましょう」

「不要じゃよ。それよりも二人、そこで待っておれ。宮と二人で話す」

　その言葉に、ふざけ続けていた雅近の目が、いきなりすっと細まり鋭するどくなる。

「俺に外で待てと仰おおせで？　俺がいては不都合が？」

「不都合では、ありはせん。ただ、これは師し弟ていの話じゃ」

　拒きよ絶ぜつすると、幻繕は背を見せて廂ひさしの中へ入る。雅近は「不ふ審しんな……」と、呟く。

「なにがですか？」

「曉宮様と御ご法ほうの対面で、俺は一度も追い払はらわれたことがない」

　雅近は忍しのび足で簀子をまわって、刀火がいるはずの室の脇わきに向かった。雅近は常にふざけているが、こと刀火のことになると神経を尖とがらせるようだ。

　千樹もなんとなく不安を感じ、雅近についていった。雅近が立ち止まり身をかがめるとそれに倣ならい、中の物音に耳を澄すませる。すると、幻繕の朗ほがらかな声が聞こえた。

「宮は幼きころより、美しかったのぉ。はじめてお目にかかったときに、これは絶世の美女になると心が躍おどったのに、姫ひめ御み子こではなく一之御子じゃと聞いたときの残念さ。思い出すわい」

「あなたのそそっかしさを自じ慢まんした上に、わたしの性別に文句を言いに来たわけではあるまい、御法。なんのために来た」

「これを思い出話というのじゃ、宮よ。相変わらず、情じよう緒ちよにとぼしいの」

「それで不自由を感じたことはない」

　幻繕が、怪かい鳥ちようめいた妙みような笑い声をあげた。

「思い出話の一つもしてくれんか？　あるいは、わしへの感謝の言葉とかの」

「それを無む駄だ話と、わたしは呼ぶ。御法。目的を言え。言わない気ならば鬱うつ陶とうしい、下がれ」

「昔から変わらぬな、あなた様らしいて。さてしかし……勘かんのよさもまた、変わらず」

　そこで言葉を途と切ぎらせ沈ちん黙もくしたあと、幻繕が発した声はひどく改まったものだった。

「封ふう印いんを破られたことを知ったわしが、帰ってきた理由。宮ならば、とうにわかっておろう」

「いや。わからないな。だから御法の口から聞きたいものだ」

　笑いを含ふくんだ声は、明らかに答えを知っている。だがあえて相手の口からその答えを言わせようとする、意地悪さがある。

　しかし「左様か」と呟いた幻繕の声もまた、あえて自分の口から答えを紡ぐことを、刀火が望んでいることを承知しているようだった。幻繕が、静かに低く、告げる。

「では、申そう。わしはあなた様を殺すために、帰って参ったのじゃ」

　千樹は息を吞のみ、隣に身を潜ひそめる雅近も身を強こわばらせた。だが室の中から聞こえたのは、ぷっと吹ふき出す刀火の微かすかな笑い声だった。

「そうか。驚おどろきだな、御法」

　と、言いながらも、刀火の声には驚きよう愕がくも焦あせりもない。面おも白しろがるようですらある。

「千樹姫ひめが屛びよう風ぶ絵えを封じてくれさえすれば、この覚かく悟ごは無駄な覚悟であったと笑えたであろう。期待しておったが……昨日の有様。屛風絵の魔ま力りよくが強すぎる。どんな絵師にも封印は不可能じゃろう。そうとなれば、わしは責任を取る必要がある。あなた様の身内にあるものを、以前より知っていた者の責任。あなた様を生かしておいた責任。……わしは責任をとりますぞ、宮」

　向き合う師弟の間に緊きん張ちようが走り、しんと、室内の空気が冷えた。それが外にいる千樹の肌はだにも伝わった。

「当然だろう。御法は、御法の責任をとるがいい。話がそれだけならば、下がれ」

「宮。さらば」

　幻繕が立った音がした。その瞬しゆん間かん、身を潜ませていた雅近がいきなり立ちあがり、近くにあった妻戸から廂の中に入り、刀火のいる室へ飛びこんだ。千樹もつられるようにして彼を追ったが、室の端はしで立ち尽つくした。ゆったりと脇きよう息そくにもたれて座る刀火の前に、雅近が片かた膝ひざをついていた。その雅近の目が、恐おそろしく底光りしているのに驚き、恐きよう怖ふすら感じる。

「命じてください、曉宮様。今、御法を斬きれと命じてください」

　雅近が囁くように、刀火に訴うつたえた。しかし刀火は雅近から視線をはずす。

「無理だ。あの人は周囲に強い呪を廻めぐらせている。不可能なことを、命じることはできない」

「曉宮様」

　呻うめく雅近を、刀火は見ようとしない。そのかわりに、幻繕が立ち去った方向を見つめていた。緑がかった黒の瞳ひとみと口元は、うっすら笑っている。まるで何者かに挑いどみ、挑ちよう発はつするように。

「あなたは……平気なの？　師である人があなたを殺すと言っているのに」

　刀火は、千樹がそこにいたことは先刻承知だったらしく、ふり向きもせずに答えた。

「わたしが平気か平気でないか、そんなことが今、関係あるのか？　わたしがうちひしがれ哀かなしめば巡めぐり合わせや運命が変わるならば、存分に嘆なげいてやるが」

　刀火は哀しいのか面白いのか、はたまた何も感じていないのか。ただ確かなのは、彼は自分の感情がどうあれそれに頓とん着ちやくせず、降りかかる全すべてに挑み、闘たたかい、はねのけようとしているということ。貴族の中の貴族であるにもかかわらず、まるで、武辺の者のように。

　刀火は千樹と同じものを憎にくみ、闘おうとしている。彼と馴なれ合う気もないし、好意も持てない。ただ曉宮という貴人のはずなのに、彼が感じているものが千樹と同じことが不思議だ。千樹もまた刀火と同じく、幻繕が去った方向に目をやった。







　それから、七日。

　千樹は毎日、硯すずりに向かい筆を握にぎり、あれこれと紙に描えがいていた。屛風絵と似た桜の森を描いてみたり、それを塗りつぶしてみたり。描いたものをくしゃくしゃに丸めたり、火にくべてみたり。そのおかげで整然としていた刀火の居室内は、絵の具入れの白磁や硯、筆が散乱し、描き損じの紙がまき散らされた、悲ひ惨さんな画室と化していた。膠にかわを溶とかした獣けものくさい臭においが、部屋のどこぞに放置してある溶燭台辺りからうっすら漂ただよう。

　本来なら侍じ女じよたちがそれなりに片付けてくれるのだろうが、曉宮には人を置かないばかりにこの有様だ。

　思いつくことは、屛風絵にも何度か試ためした。墨すみで塗りこめることができないならと、大量の膠と岩絵の具を用意し、色で塗りつぶそうと試みた。朱しゆ、黄、青、緑。様々な色を試した。

　が、結果は、宝物殿の床ゆかがやたらと汚よごれただけで終わった。

　──彩遊先生に無駄を承知で、もう一度訊きいてみようかな？

　この七日間で、なにも進んでいないのはもどかしい。

　ただ、千樹に再び矢が射かけられるようなことはなかった。刀火を殺すと宣言した幻繕も、姿を現さない。なにも動きがないのも、かえって不気味だ。

「わたし……どうにかできるのかなぁ」

　千樹は刀火の室の中で、床に広げた白紙の上にぺたりと倒たおれこんでいた。室の中には千樹の他ほかは、刀火の姿しかない。彼は脇息にもたれて、千樹の様子を呆あきれたように眺ながめていたが、いかにも我が慢まんの限界というふうに立ちあがった。

「どうでもいいが、わたしが我慢しているうちに室を片付けろ、散らかし魔ま。雅近ではないが、それこそ境川に沈しずめる」

　千樹の頭の上までやってくると、ひんやりとした表情で言う。八日前に負った彼の傷は順調に癒いえており、傷のうえにきつくさらしを巻いていれば動くのに支障はなさそうだった。

　千樹は、くたりと白紙に頰ほおをつけたまま、目だけをあげて答えた。

「そんな余よ裕ゆうないの。どうやったらあの屛風絵を封ふうじられるのか、まったくわからない……。片付けたいなら、あなたが片付けて。はやく封印しなきゃ、またあの鬼がいつ出てくるか……」

「川がいいか？　それとも山か？」

「どちらもごめんよ。でも、わたしがまだ頭を働かせて、筆を持つ手がある限りは、あなたはわたしに手を出せないわよね。切り札ですから。せいぜい文句だけ言ってて」

「魔ま王おうになったら、わたしは真っ先におまえをくびり殺しそうだ」

　その時、こほんと咳せき払ばらいが聞こえた。

「お二人とも、余裕のないところ申し訳ございません」

　雅近が室に入ってきた。彼は困ったような表情で、言いづらそうに告げた。

「上主様が、お二人をお召めしです。曉宮様が阿樹様の妹姫を捜さがし出してお世話していると、上主様のお耳に入ったらしく、是ぜ非ひ姫ひめ君ぎみと対面したいとのことですよ」

　千樹はぴょこんと顔をあげた。上主と聞くと父を連想するので、無条件に身構えてしまう。

「上主様になんか、お目にかかりたくない。ちょっとした無礼でも働いたら……首が飛ぶかも」

「千樹姫。大だい丈じよう夫ぶ。上東国の上主様は、無礼を働いたくらいで人の首を刎はねるほど、正気を失ってない。しかも君は、上主様の次に身分の高い曉宮様に、室を片付けろと命じたんだ。それ以上の無礼は、やろうと思ってもあまりやれない」

「どうせ羽虫が千樹の存在に気がついて、父上主に聞かせたのだろう。この珍ちん種しゆを人の目にさらすのは気が進まないが……。お呼びとあらば、行かねばなるまい」

　刀火は鬱陶しそうにため息をつくが、すぐに雅近に目配せした。

「行くぞ、雅近。おまえも来るのだ、千樹。上主様は、おまえをお呼びだ」

　行くしかなさそうだった。

　上主との対面とあっては、さすがに千樹の身なりは憚はばかられる。刀火は雅近に命じ、袿うちきを準備させて千樹を着き替がえさせた。袿は、冬らしい中にも乙女おとめの可か憐れんさを秘ひめた淡あわい寒色の色あわせで、千樹の好みに合っていた。刀火も髪かみを結ゆい、狩かり衣ぎぬを替かえた。そうしてきっちりと衣装を整えれば、さすがに気品が増す。端たん麗れいでまばゆい一之御子だ。

　千樹は刀火に連れられ、新しん宮みやに向かった。無論、雅近もついてきた。

　新しん宮みやは広大な常じよう宮ぐうの中にある、最も大きな宮だ。上主が住まいする宮で、政務を司つかさどる正せい宮ぐうの背後には、渡わた殿どのでつながれた、上主の個人的な空間である寝しん殿でん。さらにその背後に、妻や子供たちが住まう宮みや裏うらとよばれる建物が迷めい路ろのように配置されている。

　通された場所は、個人的に上主に目通りするための広間らしかった。

　床ゆか板いたは蜜みつ蠟ろうで磨みがきあげられ、見あげる天てん井じようは大人の身長の倍ほども高く、天井の格こう子し一つ一つに、繊せん細さいな花の絵が描かれている。ひと抱かかえほどの白木の柱が、広間の左右に等とう間かん隔かくに並ぶ。その向こうが庭だが、今は御み簾すが下ろされているので外は見えない。

　正面の最さい奥おうは一段高くなり、そこにも御簾が下ろされている。上主の座だ。

　上主の座を前に刀火は端たん座ざし、その隣となりに千樹が控ひかえた。

　雅近は出入り口近くに、こちらに横顔を向けて座っている。一定の身分、官位以下の者は、公おおやけの場で上主と対面して座ることを許されていない故ゆえだ。雅近は太だ政じよう大臣の嫡ちやく子しとはいえ、まだ上主と対面で座れるほど官位が高くないのだろう。

　しばらく待っていると、上主の座の奥からさらさらと衣きぬ擦ずれの音がした。複数だ。

　それと呼応するように、従ず者さと侍女たちが入室する。彼らは室の左右に、上主の座に横顔を見せて端座する。刀火と千樹は、彼らの視線に挟はさまれ、さらされる。

　上主の座の御簾が巻き上げられると、刀火はそれにあわせてひれ伏ふし、千樹も彼に倣ならう。

「二人とも、顔をあげよ」

　落ち着いた声に命じられたので、顔をあげる。

　一段高い座に座るのは、四十代後半にさしかかった年頃ごろの、細ほそ面おもての男だった。紫むらさきがかった生き地じに金糸銀糸を縫ぬいこんだ狩衣を身につけ、鷹おう揚ように微笑ほほえんでいる。彼がこの国の上主だ。

　姉の阿樹は、この父とたいして年の変わらない上主の妻になったのだろう。

　その背後には、彼の御み子こたちが並ぶ。乳母めのとの膝ひざに抱だかれた小さな姫ひめ御み子こもいれば、ちょこんと座る幼い御子もいる。生意気盛りの、十二、三歳の御子や姫御子もいる。

　そして一番端はしに、そつのない笑え顔がおで座っている青い狩衣の御子がいた。じっと千樹を見ている。目鼻立ちは整い、柔やわらかく甘い雰ふん囲い気きだ。控える御子らの中では最年長らしく、年の頃ころは刀火とほぼ同じ。彼が刀火が言うところの「羽虫」。二に之の御み子この綾峰という人だろう。

「刀火。それが、阿樹の妹姫ひめか？」

　上主の声は、千樹の想像ほど傲ごう慢まんそうではなく、柔らかだ。

「そうです。千樹姫といいます」

「なぜこの姫を捜して参った。余ですら、阿樹に妹姫がいることは知らなかった」

「様々なご苦労をなされた阿樹様には、市し井せいに残してきた姫君がいると侍女たちの噂うわさ話ばなしを聞き、捨て置けぬと思ったまでのことです」

「確かに。阿樹は不ふ憫びんな身の上ではあった……。その妹姫を救ったというのは、良いことをしたのだな刀火。千樹姫も長年苦労をなさったようだな」

　気き遣づかいの言葉に、千樹は手をつき頭をさげた。

「もったいないお言葉です」

「上主様」

　綾峰が、潑はつ剌らつとした声を発した。彼は白い歯を見せながら、上主のそばに膝でにじり寄る。

「わたしは阿樹様にお仕えしていた侍女を、多数もらいうけました。それらが、阿樹様の妹姫であるならば、その姫君を是非お世話したいと申しております。わたしも阿樹様の身の上には同情しておりましたから、姫君をこちらでお世話申し上げたい。侍女たちも喜びます」

　こちらを見やった綾峰は、なにかを隠かくしていそうな笑顔だ。彼はどこまで千樹の存在価値を知って、この申し出をしているのだろうか。

「そうか。綾峰は、阿樹の侍女を引き取っていたな。そうであるならば刀火、この姫を……」

「お断りいたします。この姫は、わたしがお世話いたします。それで不都合はありません」

　上主の言葉に被かぶせ、刀火が、広間全体に響ひびくように声を張った。

「しかし刀火様。侍女を一人も置かないあなたの宮に、姫君を引き取っても不便なだけでしょう。わたしのもとには、たくさんの侍女がおります。こちらがお世話するのが自然です。それとも、姫君をこちらでお世話しては困ることでもありますか？」

　綾峰が、ねっちりと責めるように問う。と、刀火はさらりと答えた。

「おまえに渡わたすわけにいかない。姫は、わたしの妻だ」

「へ……？　妻……？」

　千樹は、ぽかんとして刀火を見やった。と、同時に左右に座る従者と侍じ女じよたちが顔を見合わせ騒さわぎ立て、上主も綾峰も目を丸くする。

「妻と？　その姫をそなたの仮妻にしたということか？」

　上主が、確かめるように訊きく。刀火は平然としたものだ。

「身の上を哀あわれみお世話しようと捜し出しましたが、なりゆきでそのようになりました」

「そんな馬ば鹿かな!?　この姫は常宮に連れてこられて、十日も経たっていないはずですよ!?」

　抗こう議ぎする綾峰に、刀火はあでやかな流し目をくれる。

「ことは、一晩あれば充じゆう分ぶんだろう？」

　その含ふくむところを察してか、周囲にいる侍女たちが恥はずかしそうに目を伏ふせる。千樹もいたたまれなくなり、顔を伏せた。頰が赤らむのは仕方ない。千樹はまだ乙女だ。

　──涼すずしい顔で、大おお噓うそつきが大だい炸さく裂れつ！　穴があったら入りたい！

　綾峰は赤面し、幾いく度どか口をぱくぱくさせ、それからようよう声を絞しぼり出す。

「しかし……その、姫君を……」

「その必要はありませんと申し上げましたぞ、綾峰様」

　突とつ然ぜん、背後から皺しわっぽい声がした。室にずかずかと入ってきたのは、幻繕だった。

　本来、法術士の身分であれば、上主に目通りする事はかなわない。直接顔を見ることも、声をかけることも出来ない。しかし周囲の者は誰だれも幻繕を止める様子がなく、また上主も幻繕の姿を目にすると、ただ破顔した。

「おお、幻繕御ご法ほう。久しいな。いつ戻もどった？」

　幻繕は上主の正面に腰こしを下ろし、手をつき頭をさげるが、すぐに許しもなく顔をあげた。

「八日前に帰っておりました。曉宮様と……綾峰様には、目通りをしておりましたがのぉ。上主様にお目にかかる前に、やらねばならぬことがありまして」

　にっと笑う幻繕は、その雰囲気と存在感で場を圧あつ倒とうしている。先代上主の頃から常宮に仕えている老法術士は、上主を含めた、常宮に住む者たちにとって特別な存在なのが伝わってくる。

「しかし、御法。その姫君が切り札と……」

「ご心配なのは分かりますが、その姫君は、役に立たぬ切り札ですぞ」

　綾峰の言を、幻繕は笑顔でぴしゃりと封ふうじる。

　そのやりとりに、千樹は唇くちびるを嚙かむ。役立たずと言われたことに腹が立ったのではなく、そのやりとりで、彼らが通じ合っていることがうかがえたからだ。刀火の元から姿を消した後、幻繕はおそらく綾峰のところへ行ったのだ。この場に呼ばれたことは、彼らの策略。

　上主が、手にある扇おうぎをぱちりと鳴らす。

「綾峰と幻繕。二人してなにやら、余に言いたいことでもあるのか？」

　鷹揚な笑顔だが、秘密めいたやりとりが不ふ愉ゆ快かいらしい色が上主の瞳ひとみに見える。

「失礼いたしました。すぐに上主様にお目通りを願わなかったのは、綾峰様とともに策を練っていたからでしてなぁ。上東国の存亡に関かかわること故、慎しん重ちようにと」

「存亡？　穏おだやかではないな。それならば真っ先に余に相談するがどうりではないか？　幻繕」

「本来ならば。しかし上主様は、曉宮様にはことに目をかけておいでですからの。わしの言をすぐに信じて頂けるかどうか、怪あやしいと思いましてなぁ。であるならば、お子である綾峰様の言もあわせてあれば、信用もなされようかと」

　刀火は無言無表情。千樹のほうが、胸が強く速く鼓こ動どうして息苦しくなる。出入り口に控える雅近が、膝の上で拳こぶしを握にぎる。

「綾峰。そなたたちが余に言わんとしていることはなんだ？」

　上主が問うと、綾峰はその場に手をつき、必死の表情で父上主を見あげる。

「恐おそれながら申し上げます。刀火様は、魔ま物ものであるやもしれません」

「魔物？」

　上主の目が、不快げに陰かげる。







　四花　月満つる前になせ




「魔物と申したか？　綾峰」

「幻繕が上北国との国境辺りを旅して、噂うわさに聞いたそうです。緑の瞳は魔ま王おうの種を宿す者の証あかしなのだと。確かに、上北国の最後の上主様の瞳も緑であったと」

「緑の瞳は、高貴の証ぞ。そなたも知らぬわけではあるまい」

「しかし魔王の可能性があるのです。上主様。なにとぞ、この幻繕が行う魔ま王おう判はん別べつの法ほうを、刀火様に受けさせてください。さすれば刀火様が魔王の種を宿す者か否いなか、はっきりわかるはず。魔王判別の法は、満月の夜に行えると幻繕は申しています。十三日後には判別できます」

　この提案に刀火は表情一つ変えない。千樹は膝の布地を握りしめ、唇を嚙む。

　──どうすればいい？

　おそらく、刀火が躍やつ起きになって反論すれば言い訳がましく聞こえる。立場を悪くするだけだろう。彼は平然と動じることなく、彼らの会話の決着点を見み据すえるほかない。

　千樹の中には、逃にげ惑まどっていた十歳の時に見た光景と感情が、苦しいほどにあふれてくる。幾度も追い詰つめられ、逃げ切った。刀火も今、あの時の自分と同様に追い回されている。

　──ここから、逃げなくては。

　それはほとんど、本能のように千樹の中にわきあがってくる思いだ。

　背後に控ひかえる雅近の横顔も、普ふ段だんの彼からは想像もつかないほど鋭するどいものに変わりつつあった。愛あい嬌きようのあるはずの垂れ目は、逆にぞっとするほど冷れい酷こくな眼まな差ざしに変化し、身に纏まとう空気はまさに殺気。うっかり触ふれると何かが弾はじけ、いきなり刀を抜ぬきそうなほどに張りつめている。

「しかし。それがわかったところで……それがわかったところで、なんだと申す？」

　言いよどみ、上主は考えをまとめるように沈ちん黙もくしてから、再び口を開く。

「かつて我わが国にも、幾いく人か緑の瞳の上主があらせられた。その上主はそれぞれに名君と歴史に名高い。緑の瞳の上主は名君となるのだ。よしんば歴代の上主方のなかに魔王の種があったとしても、問題はなかった。刀火の中に魔王の種があれど問題はない。それよりも名君たり得るその資質を、国としては大切にする方が良かろう。そうであろう、幻繕」

　と、自分の言葉に保証を求めて問う。

「左様。緑の瞳の上主を得られるのは、名君の資質あるお方を得られること。国にとっては幸運。わしも常ならば、問題にいたしませぬよ。しかし今は、状じよう況きようが違ちがいましてな」

「違うとは？」

　訝いぶかしげに問う上主に、幻繕は低く答えた。

「魔王の種を宿す者が問題ないと言えるのは、あの桜の森の屛びよう風ぶ絵えが封ふう印いんされていればこそ。しかしあの屛風絵の封印は、今、破られております」

　その場にいる者たちが怯おびえたように、一いつ斉せいにざわめいた。

「それはまことか!?　刀火!?　あれはそなたが管理しておるものであろう!?」

　たまりかねたように立ちあがる上主に、刀火は無表情で頷うなずく。

「間ま違ちがいありません。一ひと月つき前に破られています」

「なぜ知らせなかった!?　刀火！」

「恐れながら申し上げます！　曉宮様はいたずらに恐きよう怖ふをあおることを、よしとされなかったゆえにでございます！」

　いきなり声を発した千樹に、上主をはじめ、幻繕や綾峰、そして刀火までもが驚おどろいた顔をしてこちらを見る。

「曉宮様は、すでに屛風絵を封印する算段もつけておいでです。それゆえにご報告の必要もなかろうという、屛風絵の守りを任されているがゆえのご判断です。封じる見こみのあるものを、わざわざ封印が破られたと触れ回る必要はございません！」

「封印の算段がついているとは、まことか？」

　いくらかほっとしたような上主の問いに、千樹は迷いなく答える。

「ついております」

　もちろん、はったりだ。すると綾峰が、うろたえたように口を挟はさむ。

「しかし刀火様が魔王の種を宿されているか否かは、別問題で。調べる必要が……」

「魔王判別の法なるものをなすというなら、お好きなようになさいませ！」

　千樹は、わざと綾峰の言葉を遮さえぎった。挑ちよう発はつだ。相手が冷静さを欠けば、こちらが有利になる。

「その時には屛風絵も封印されております。よしんば曉宮様の中に魔王の種ありとわかったところで、封印されていれば問題はないはず。上主様も今、そうご判断なされた！　名君たり得る者を安易に廃はいしてならないのは、国を思うならば当然のご判断！　魔王判別の法を行うとは、いずれ名君となられるやもしれないお方に不要な法を受けさせ、侮ぶ辱じよくすること。その時は、あえて曉宮様に左様な法を受けさせたこと、しかと詫わびていただきましょう！」

　頭の中に閃ひらめいたものを必死で追っているので、自分の口が次にどんな言葉を紡つむぐか自分でも予測できない。それほどに緊きん張ちようしていたが、とにかく、この場を逃げ切るのだ。

　千樹の言葉を生意気ととったのか、綾峰が目をつり上げる。

「しかし、もし封印できなければ如何いかがなさる!?　できなかったでは、すまされない！」

「綾峰」

　不意に、刀火が弟御み子こを呼んだ。その声は千樹と綾峰の発する熱を抑おさえようとするかのように、強く静かだった。呼ばれた綾峰がふり向くと、刀火は、

「静まれ、綾峰。我妻がそなたに無礼な口をきいた。そのことは詫びる」

　そう言うとその場に叩こう頭とうした。彼が叩頭したのを目にすると、綾峰は己おのれが見ているものを信じられないような表情になり、口を半開きにする。左右に控える侍じ女じよと従ず者さも「曉宮様が頭を垂れた」「ありえない」「なぜ」と囁ささやき交かわす。

「上主様、我妻が御ご前ぜんをお騒さわがせしたこと、ご容よう赦しや願います」

　刀火の言葉と振ふる舞まいに、上主もまた驚いたようだ。

「もとより姫ひめの言葉は、おまえを思ってのこと。咎とがめるつもりはない。だが頭をさげるのもいとわぬほどに、おまえが姫を愛いとおしんでいるとは……珍めずらしい。初めてのことではないか」

「片時も、そばから離はなそうと思いません。昼も、夜も」

　刀火は顔を上げると、隣となりに座る千樹の髪かみを優ゆう雅がな仕草で一ひと房ふさ掌てのひらにすくい取り、口づけた。その行こう為いで、千樹の興奮が一気に冷める。控える侍女たちが頰ほおを染め、袖そでで顔を隠かくす。

　──何してくれてるの!?　というか、今とんでもなく恥はずかしいことを言った!?

　刀火は愛おしげに髪の房に口づけしながら、恥ずかしさと驚きで硬こう直ちよくしている千樹の顔を、上うわ目め遣づかいに鋭く見やる。そのもの言いたげな表情で、千樹は悟さとる。

　──これは、黙だまれと言っている？　あとは任せろと？

　千樹が了りよう承しようの意味で微かすかに頷くと、刀火は髪から手を離し、再び上主と綾峰に向き合う。

「さて……。綾峰が今言ったことはもっとも。封印できない、ではすまされない。封印できないのであれば、その時には責任をとろう。わたしのこの首、差し出そう」

　当然のように、こともなげに刀火は告げた。

　その言葉に思わずだろう、雅近が膝ひざを立て刀火の背に声を投げる。

「曉宮様!?　なにを！」

　その無礼に、上座に座した雅近の父らしき太だ政じよう大臣が、目をつり上げた。

「控えよ！　雅近！」

　雅近はぐっと呻うめき、床ゆかに膝をつく。刀火は己が忠臣をふり返ることもなく、淡たん々たんと続ける。

「もし、わたしの中に魔王の種があり、屛風絵が封印されていなければ、わたしは自身を殺すほかない。もし、わたしの中に魔王の種がなかったとしても、わたしの読みが甘く屛風絵を封印できなければ、この国を危険にさらし続ける結果を招いた責任を取る必要がある。そのような重い責任をとるには、これもまた命を差し出すほかない」

　綾峰はぽかんとして、その一いつ瞬しゆん後、えたりとばかりに嬉うれしげに表情を変える。上主は啞あ然ぜんとし、そしてわずかに語ご尾びを震ふるわせて問う。

「なにを言ったのかわかっておるのか？　刀火」

　高貴な者よと目をかけてきた曉宮が、生きるの死ぬのと言い出したことに、上主が衝しよう撃げきを受けていないはずはない。しかしだからといってそれを上主の力で、「馬ば鹿かなことを」と一いつ蹴しゆうできないのは、ことが国の存亡に関かかわるからだ。

「わかっております。屛風絵を封ふうじられなければ、わたしの中に何があろうがなかろうが、わたしはそれなりのものを差し出します。しかし屛風絵が封じられてさえいれば、綾峰と幻繕御ご法ほうには、詫びをいただきましょう。それでよろしいですか？　上主様」
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　刀火が問うと、上主は額に手を当てうつむく。しばしそのままでいたが、ようやく、

「……よかろう。……左様にせよ」

　と呻くように告げた。

「かしこまりました」

　あっさりした刀火の答えに、

「十三日後に魔王判別の法をなす！」

　上主は思い切るように命じると、身をひるがえし奥へ消えた。それを追って、御子や姫御子たちも立ちあがり奥へ向かう。綾峰は最後に立ちあがり、勝ち誇ほこったような笑えみを残して去った。

　彼らが去ると、刀火はすらりと立ちあがる。

「十三日後に魔王判別の法を受ける。詳しよう細さいが決まり次し第だい、知らせよ。わたしも屛風絵が封じられ次第、今度はおこたりなく上主様とあなたに知らせよう、幻繕御法」

　場が静まる中、刀火は幻繕に向かって微笑ほほえみ、それから千樹に手を差し出す。

「参れ。我わが妻つま」

　呼ばれて千樹ははっとして、その手を握にぎり立ちあがった。

「姫ひめ君ぎみ。月が満ちるまでに、封印なされよ。でなければわしは、宮を斬ざん首しゆの刃やいばの元へ送る」

　歩き出そうとした千樹に、幻繕が細い声で囁く。

「封印します。必ず」

　答えると、千樹は歩き出した。興奮のために、こめかみがまだ脈打っていた。

　刀火に手を引かれ、新宮を出た。後ろから雅近もついて来る。刀火はそのまま新宮から曉宮へ続く、ゆるい苔こけむした石敷じきの坂道を下りようとした。しかし坂道に一歩踏ふみこんだ途と端たん、千樹はかくりと膝の力が抜けて、あやうくその場にへたりこみそうになった。

「どうした」

　刀火がすこし驚いたように、握っていた手に力をこめ、もう一方で軽く千樹の腰こしを支えた。

　緊張がとけ、思わず膝が崩くずれたのが恥ずかしくて、千樹は赤くなりながら気力をふるって体をしゃんと起こし、刀火の手を振り払はらった。強がって、ぷいとそっぽを向く。

「なんでもない」

「あの場で声を出すのは、恐おそろしかったか？　それで声が出たのは、さすがに珍ちん種しゆ。姫らしからぬ吠ほえ方は、どうにいっていたぞ」

　くすくす笑いをかみ殺しながら刀火は歩き出す。彼があまりにも面おも白しろそうに笑っているので、啞然とした。あんなとんでもない約束をした直後、笑っているのが信じられない。千樹は刀火の後を追い、足を速めて彼に並ぶ。

「前にも言った気がするけど、笑ってる場合じゃないでしょう!?」

「おまえはよく怒おこる。鉄てつ瓶びんのようだな」

　すぐに沸ふつ騰とうするということか。「うまい」と切り返す余よ裕ゆうも「失礼な」と怒る余裕も、残念ながら千樹にはない。

「ああでも言わないと、逃のがれられなかった。でも、首を差し出すとまで言わなくても！」

「あの場は逃れられても、十三日後には斬首。同じこと」

　あまりにも平然と口にするので、千樹は絶句する。

「どう言い逃れしようが、十三日後には、わたしの中に魔王の種があると証明される。その時に屛びよう風ぶ絵えが封ふう印いんされていなければ、父上主も容赦はしない。それは幻繕が責任を取ると決意した瞬しゆん間かんから、決まっていたこと」

「俺が、幻繕を亡なき者にする算段をしますよ？」

　背後から雅近が、ひょうひょうと恐ろしいことを言う。刀火は歩きながら、結ゆっていた髪を鬱うつ陶とうしそうにほどくと首を振る。

「以前も言ったが、あの御法に傷をつけるのは至難の業わざ。それに、わたしの妻がなんとかしてくれるそうだ。そう言ったな？　我妻。十三日後には屛風絵は封印されていると」

「それは……言った」

　それしか解決策がなかったから、言うしかなかった。千樹が屛風絵を封印する以外の解決策は、すべて閉とざされているのだ。とんでもない約束なのは、よくわかっている。

　足元に視線を落とす。すると刀火の指が、顔をあげろと命じるように千樹の顎あごに触ふれた。

「勝算あってのことでないのは、承知している。だがあの場はおまえの勢いのおかげで、わたしが、屛風絵の封印が破られたことを報告しなかった不ふ審しんさと、報告を怠おこたったことを罰ばつするのを、父上主はうっかりお忘れになった。わたしには出来ない芸当だ」

　その声には、意地悪さも含ふくみもない。こんな話し方もするのかと、その横顔を見つめる。

　杉すぎの木立から、冬の弱い光がまだらにこぼれていた。刀火の頰が、睫まつげが、髪が、光を受ける。その横顔は端たん麗れいで清らかで、まさに彼が、この国の貴人中の貴人であることを思い出させた。

　──この横顔を描えがくには、毛が強くて細い筆が必要。そのうえ筆先を、慎しん重ちように整えるんだ。

　陶とう然ぜんとした。えもいわれぬ衝しよう動どうが、自分の中を這はいあがる。人の姿を描くこと、それは禁きん忌きであるはずなのに、そのことが頭から抜ぬけ落ちるほど衝動は強かった。

　──細い細い、あるかなきかの線で、彼の輪りん郭かくをなぞるようにして紙の上に筆を滑すべらせれば。

　そこで刀火が、意地悪く微笑む。

「わたしは鉄瓶ではないからな、ああはいかない」

「鉄瓶ってしつこい！　珍種の次は鉄瓶!?　生き物でさえなくなってるじゃない」

　胸のうちに一瞬感じた衝動が消し飛ぶが、自分で自分の衝動を薄気味悪く感じる。だが、それがあっさり消えたことにはほっとした。

「今までも、のんびりできたものでもなかった。だが明確に、十三日という期限が切られてしまったんだぞ。それはわかってるのか？」

　雅近が腕うで組ぐみしながら、千樹を責めるかのように睨にらみつけてきた。常の彼とは明らかに違ちがう、余裕のない声と表情だ。彼の苛いら立だちはもっともだろう。時間はない。

「わかってる。これからすぐ、彩遊先生の屋や敷しきへ行く。先生が手紙で知らせてきた以上の知識を出し惜おしみしているわけないけど、直接話せば、何かしら思いつくかもしれないから」

「わたしも行く。わたしに今できるのは、おまえに屛風絵を封印させるために手を尽つくすことだけだ。おまえが本当に成る絵を御ぎよす絵師となれるように、おまえの中にあるものを引き出す。おまえは噓うそつきだから、一つ一つ噓を引き剝はがしてやらねばなるまい」

　刀火は意味深に告げ、ふっと笑った。これは意地悪の一いつ環かんかと、千樹はげんなりする。

「なにをしたいのか知らないけれど。できれば呪じゆを解いてもらって、一人で帰りたい」

「できかねる。二人で行く。おまえはわたしの妻だろう」

「さっきから聞いてれば当然のように言ってくれてるけど、誰だれが妻なの？　あなたの大おお噓うそは事が終わり次第、公おおやけの場で撤てつ回かいしてもらうわよ」

「気が向いたら、してやる」

　彼がいい加減な返事をするのと同時に、曉宮に到とう着ちやくした。

　すぐに彼は雅近に命じ牛ぎつ車しやを支度したくさせ、身なりをいつものとおりに改め、千樹と雅近をともなって常宮を出た。







　都大路は、いつもと変わらない活気と騒そう々ぞうしさだった。

　牛車が三台並んで通れるほど、永冶の大路は広い。大路の両りよう脇わきは、筵むしろの上に野菜だの小間物だの古着だのを広げて、商あきないしている連中で埋うまっている。露ろ店てんと露店の間には杉の枝えだ飾かざりが立てられ、先せん端たんに付けられた布の吹ふき流しが揺ゆれていた。

　露店を冷やかしながら、あるいは籠かごを背負ってせかせかと買い物をする都人たちは、互たがいの肩かたにぶつからないように歩くだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　都大路の雑ざつ踏とうでは、喧けん嘩かやもめ事もしょっちゅう。芸を披ひ露ろうして小こ銭ぜにをせびる芸人の数も多いので、都人は、それらの騒そう音おんを無視する習慣を身につけている。

　都大路を、常宮側から真っ直すぐに南へ下った。都の外れに近づくにつれ露店もまばらになり、ついには途と切ぎれる。そして閑かん散さんとした大路を左へ折れると、空き地や竹林が目立つ一画に、広い竹林を背負うように建つ屋敷がある。それが絵師彩遊の屋敷だった。

　屋敷は、見み違ちがえるほどきれいになっていた。庭は草が刈かり取られ、庭木の枝も整い、軒のき端ばの蜘く蛛もの巣も取り去ってある。くすんでいた簀すの子こも磨みがかれ、光っている。

「ただいま帰りました！　彩遊先生！」

　門前で牛車を降り、千樹は屋敷へ入る。久しぶりに帰るとほっとして、さっきまで常宮にいたのが噓のようだ。しかし噓でも夢でもない証しよう拠こに、後ろからは刀火と雅近がついてくる。

「おお、千樹か！　お帰り」

　彩遊は自室でぼろ筆を使って、太った三み毛け猫ねこをじゃらしていた。この猫は近所に住み着いている野の良ら猫ねこだが、彩遊はぷくという名をつけて、餌えさをやり可愛かわいがっていた。

「帰りました先生。でもやり残したことがあるので、またすぐ常宮に行くんですけど」

「そうなのかい？　まあ、君が気分良く過ごしているならいいよ。常宮は楽しいかい？」

　千樹が歓かん待たいを受けていると信じ切っているらしく、無む邪じや気きに訊きいてくれる。

「毎日、気を失いそうな目にあってます」

「気を失うほど楽しいなんて、良かったよ！」

「まあ、楽しいとは一言も言ってませんが。お客様も一いつ緒しよに連れて来ました」

　そこで彩遊ははじめて、室の出入り口に立つ刀火と雅近に気がついたらしい。視力の弱い目を細めてよく見ようとしながら、立ちあがりかける。

「これは、高月様と……もうおひと方は……」

「法術士です。千樹姫ひめ様の護衛とお守り役を引き受けております、刀火と申します」

　そつなく微笑ほほえみながら、刀火は室に入ると彩遊の前に座る。その言葉と態度に千樹は啞あ然ぜんとし、雅近はその場でやれやれと肩をすくめる。

　刀火の身分をおいそれと明かせないのは分かるが、そこまで積極的に噓をつく必要もない。嬉き々きとして噓をついているような気さえする。

　曉宮らしからぬ振ふる舞まいに、呆あきれるの半分、感心が半分。

　そもそも曉宮が、牛飼い童わらわ一人と雅近だけを連れにして常宮の外に出ることが信じがたい。本来ならば、従ず者さや侍じ女じよ、随ずい身じんと、十人は下らぬ人数を揃そろえ、周囲を固めて外出するべきだ。

　だが大おお仰ぎような列を仕立てて外出すれば、ここに曉宮ありと宣伝しているようなものだ。それよりも、とうてい曉宮とは思えない姿と仕立てで外出する方が、実は安全なのかもしれない。

　常つね日ひ頃ごろ、刀火は綾峰の放つ手の者に煩わずらわされてはいるが、今は、それらへの心配もない。十三日後に決着がつくとわかっているのに、綾峰も危ない橋を渡わたろうとはしないはず。

　刀火が曉宮らしくないのは、そのあたりを計算に入れ、最も簡単で手間のかからない方法を選ぶところだ。権けん威いを示すことや、優ゆう雅がを楽しむことは二の次らしい。

「お守り役までいるとは、ありがたいね。千樹は大切にされているんだね、曉宮様に」

「はい。曉宮は姫ひめ君ぎみを、それは大切にしています」

　──確かに、珍ちん種しゆやら鉄てつ瓶びんやらと呼んで、ご丁てい寧ねいに呪までかけて、大切にしてくれてるわね。

　喉のど元もとまで嫌いや味みが出かかるが、それを飲みこみ、千樹も刀火の隣となりに座る。

「それはそうと、先生。訊きたいことがあるんです」

「でも、とりあえずお客様におもてなしをしないとね？」

　筆を置き、彩遊は立ちあがり室を出て行く。

　残った三毛猫ぷくに手を伸のばして喉をさすってやりながら、刀火は口元で笑っている。その笑いに嫌いやなものを感じる。

「なに、その嬉うれしそうな顔は」

「あの人はおまえと違って、単純で人が良さそうだ。あれはあれで面おも白しろい」

「宮様。十三日後に斬ざん首しゆですよ？　のんびりもてなしを受けていて、いいのですかね」

　雅近が呆れたように言うが、刀火は涼すずしい顔をしている。

「来るものは来る」

「ですがそうなる前に、出しゆつ奔ぽんするなり、いっそのこと謀む反ほんを企くわだてるなりを、俺はすすめますよ。俺は外を見回ってきます。彩遊殿どののおもてなしは、先日いやというほど受けてこりごりです」

　雅近はふいと出て行った。刀火よりも雅近のほうが焦あせっているようだ。

「雅近様は、あなたのことが心配なのね」

「雅近は昔から、わたしに関しては過か敏びんに反応するきらいがある。その上この半年ばかり、時折、わたしの代が来るのが楽しみだとも口にする」

「支配者は善人にはつとまらないから、あなたにはぴったりね」

「支配者たる器うつわか否いなかは別として、生まれながらの義務と言われればやるしかあるまい」

「あなた自身は、上主になりたいわけではないの？　じゃ、あなたの意思はどうなるの？」

「わたしの意思云うん々ぬんで決められる問題ではない」

　確かにそうなのだろう。だが自身が望まず支配者になることは、本人にとっても国にとっても望ましいことなのだろうか。故郷の国を失ったからこそ、千樹は不安を感じてしまう。

「あなたなんかに任せたら、国はどうなるのかしら」

「それがわかれば誰も苦労しない。ただわたしは上東国が今と変わらず、安定の中にあることだけを望む。それが義務として上主となる者の最低限のつとめだろう」

「意地が悪いのに望む治世は普ふ通つうね。雅近様は、あなたの治政のなにを楽しみにしているの？」

　ごろごろとぷくの喉を鳴らせていた刀火の指の動きが、考えるようにふと止まる。

「確かに。退たい屈くつを嫌きらう雅近が楽しみにするようなことではない……。ちぐはぐだ……」

「さあさあ、たいしたものは用意できないが、食べて飲んでおくれ」

　彩遊が盆ぼんに、酒器と、芋いもを煮にたものを山盛りにした器を乗せてやってきた。勧すすめられるままに、千樹も刀火も杯さかずきを手にした。

「彩遊先生。さっそく、訊きたいんですけれど」

　千樹は杯にちょっと口をつけ、床ゆかに置く。酒はあいかわらず水で薄うすめてある。それなりのお金が彩遊の手に渡ったはずだが、六年間で染しみついた貧びん乏ぼう性しようはすぐには改善しないらしい。

「なんだい？　酒は薄めていないよ。本当だよ。ただもしかしたら、水差しと酒器を間ま違ちがえて水が混じったかも……」

　真しん剣けんに詰つめ寄られてなにを勘かん違ちがいしたのか、彩遊がもじもじと直ひた垂たれの袖そでをいじる。

「違ちがいます。訊きたいのは成った絵についてです。手紙を書きましたよね？　強い魔ま力りよくの成った絵を、どうにかして消したい場合はどうするのか」

「ああ、なんだそのことかい。それなら知らせたとおり、わたしにもわからないよ。絵というのは、様々なものが複雑に絡からみ合って一枚のものに成っているのだから、こうすれば対処できるという、決まった方法はないんだ」

「じゃあ、もし先生が強い魔力の成った絵をどうにかしろと命じられたら、どうしますか？」

「わたしかい？」

　三毛猫ぷくが、ふらりと彩遊に近づき、彼が膝ひざの近くで支えている杯をくんくん嗅かぐ。そしてぺろり、ぺろりと酒を舐なめはじめる。彩遊はそれにも気がつかない様子で考え込み、しばらく経たってようやく口を開く。

「そうだね。わたしなら、その絵を見る。その絵はなにを描えがいたものなのか、絵を描いた絵師はその絵に対してどんな思いを抱いだいていたか。その絵を知ることが第一だね。それからどうするかは、答えがない。絵から知り得たことをもとにどう対処するかは、絵によって違うからね」

「ただ見る、ですか……」

「ただ見ることも、わたしにとっては羨うらやましいことだよ」

　彩遊の笑え顔がおのしたに、わずかな悲しさがある。絵師として名を馳はせ、成る絵をものした天才が、今は絵を、しかと見ることすらかなわないのだ。

　彩遊の心の内を察した千樹の表情に気づいたらしく、彼は千樹の頰ほおを軽くつねった。

「そんな哀かなしい顔、しないでおくれ。わたしは、すこしほっとしているんだよ。わたしは描くことに取り憑つかれていたようなところがあったから、やっと俗ぞく世せ間けんに帰れた気分なんだ」

「ところで、彩遊殿。猫がおかしなことになっておりますよ」

　刀火の指し摘てきに、千樹も気がつく。酒を舐めた三毛猫ぷくは、でっぷりとした体を揺ゆすりながら、あっちへふらふら、こっちへふらふらしながら歩き出し、しまいには柱にゴツンと額をぶつけてくにゃりと座りこむ。にゃぁと鳴くその様子は、どこか慣れたふうで満足げだ。

「猫は、飲み慣れているようですね。彩遊殿は、猫を相手に晩ばん酌しやくですか？」

「一人で飲むのは寂さみしくてね。千樹はつきあってくれないし」

　彩遊は照れたように頰を搔かくが、そこへ容よう赦しやない一言を刀火が発する。

「弟子でしにも放置され、本当にお寂しいかぎりですね。しかもこんな水っぽい酒で酔よえるとは、あなたも猫も、かなり効率よく酔えるらしい。羨ましい限りです」

「はは……。まあ、そうだねぇ。そ、そう、かな？」

　刀火は笑顔で声も明るいが、言っていることはえげつない。彩遊の表情がおどおどしてくると、刀火はさらににんまりする。千樹は刀火をきっと睨にらみつけたが、当然、彼には効果がない。

「たいへん珍めずらしい酒を頂きました。しかも、そこの器に盛ってある芋、おかしな臭においがする上に白い毛が生えています。黴かびでは？」

「ここここ、これは。申し訳ない」

「いえ別に。ただ、大変おおらかな生活をなされているのに、感動しただけです」

「す、すみません。心から申し訳ない……」

　彩遊は涙なみだ目めだが、刀火の顔は今まで見たこともないほど嬉しげだ。あきらかに、いじめて楽しんでいる。

「あなた、……どこまで性格悪いの」

　千樹が小さく呻うめくと、刀火は小首を傾かしげる。

「なにがでございますか？　珍ちん種しゆ姫ひめ」

　またもや珍種姫だ。しかもさりげなく、千樹か珍種か判別しづらくさらりと呼ぶのが憎にくらしい。刀火はふいと千樹にそっぽを向き、彩遊の傍かたわらに膝を進める。

「申し訳ない彩遊殿。お気になさらず。今のは全部冗じよう談だんです」

「え？　いや、しかし酒が水っぽいのは確かです……」

　彩遊が申し訳なさそうに、項うな垂だれながら言う。そしてよく見れば、芋に白い黴が生えているのも事実だったし、確実におかしな臭いがする。千樹は脱だつ力りよくした。

「意地悪がしたくなりました。あなたが、良い師であるから」

　そう言って彩遊を見つめた刀火は、まるで失ってしまった遠いなにかを懐なつかしむようだった。

「彩遊殿。教えて頂きたい。あなたは絵に取り憑かれていたと言っていたが、その時あなたは、絵を描くことが好きでしたか？」

　ふいに姿勢を改め、刀火は問う。

「え？　ええ。好きでした、当然。だから取り憑かれるようにのめり込んだのですから」

「では別の質問を。あなたが千樹姫ひめを弟子にしようと決めたのは、なぜです」

「それは、絵の才があったからですよ。出会ったときに、この子は絵師になれると思いました」

「出会ったときに、ですね」

　刀火はなんのために、こんな質問をはじめたのか。千樹は目を丸くしているばかりだ。

「あなたと千樹姫が出会った場所は、どこですか？」

「この屋や敷しきの裏にある竹林です。千樹はその中に座りこんでいた」

「また別のことを質問します。六年前、都人の噂うわさでは『彩遊がとんでもない絵を成らせた』と。その絵のせいであなたは、目を患わずらったという者もいる。それは真実ですか？」

「そうです」

　彩遊は軽く答える。だがその答えに、千樹は違い和わ感かんを感じる。

　──その噂が本当だって先生は言うの？　でもそんなの、おかしい。絵を知り抜ぬいている彩遊先生が、自らの絵師生命を奪うばうような絵を描くわけない……。

　そして次の瞬しゆん間かん、息を吞のんだ。

　──わたし一いつ緒しよに暮らしていたのに、なぜ先生が目を患った原因を知らないの!?　そもそも、なぜ原因を知らないことを不思議に思わなかったの!?

　愕がく然ぜんとした。己おのれの中に、意識できないでいた大きな欠落がある。それがはじめてわかる。

　千樹はふいにまた、背筋を這はう気味の悪さを強く感じた。ぞろりと、千樹の背を、肩かたから二の腕うでにかけて禍まが々まがしい冷たいものが這う。さらに心臓が胸の中で、びくりびくりと怯おびえるように鼓こ動どうするのを感じた。

「あなたはその時、何を描きましたか？　そしてなぜ、それを描きましたか？」

　たたみかける刀火に、彩遊はたじろぎ身を引く。千樹の鼓動は速まる。

「そんなことを突とつ然ぜん問われても……」

「そこまで詳くわしく、答えを用意しておられませんでしたか？」

　容赦なく切りこむ刀火に、彩遊は言葉を奪われたように押し黙だまった。

「彩遊殿どの。あなたのその目は、六年前に患ったのですね？　その本当の原因は？　誰だれのための噓うそと沈ちん黙もくですか、それは？」

　彩遊は刀火の言葉に反応するまいと努力しているのか、決然とした表情で正面を見み据すえ続ける。その顔を刀火はしばらく見つめていたが、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「おそらく、わかりました。あなたは今、この場にいる誰の顔も見られない。それで充じゆう分ぶんです」

　ゆっくりと、刀火は千樹にふり向く。

「千樹姫。そろそろ、おいとましましょう。訊きくべきことは、聞きました」

「なんなの？　いったい。わたしはまだ、なにもわからない……。それどころか、なにか、変」

　まだ千樹の動どう悸きはおさまらず、気味悪さも去らない。その上、己の中にある欠落が、まるで得体の知れない深い沼ぬまのような気がして、それを抱かかえている自分が不気味で、どうしようもなかった。立ちあがりたくなかった。彩遊のそばで、このまま座りこんでいたい。

　刀火は立ちあがり、静かな無表情でいる彩遊に告げた。

「彩遊殿。今日のところは、千樹姫を連れておいとまいたします。けれど千樹姫は必ずここにお帰ししましょう。すくなくとも、十三日後には。さあ、千樹姫。おいでください」

　それからいきなり、刀火は千樹の手を引いて立たせた。







　刀火に手を引かれて彩遊の屋敷を出ると、雅近が、門前の牛ぎつ車しやの近くで待っていた。

　刀火は雅近に、そこで待てと命じ、千樹を連れてずんずんと屋敷の裏側へ歩いて行く。牛飼い童わらわが妙みような顔をして二人を見送り、雅近も、なにがなにやらと言いたげな表情だ。

　そして連れて来られたのは、彩遊の屋敷裏手にある広い竹林だった。

　冬の夕暮れの斜しや陽ようが竹林の中に射さしこみ、いくつもの細い影かげが地面に落ちていた。真っ直すぐに幾いく重えにも重なる影は、風が吹ふくと一いつ斉せいに揺れる。竹は青々とし、冷たい風にざらざらと鳴る。

　都の中にあるとは思えないほどに、その竹林は広くはびこっている。この竹の勢いに負け、ここに居を構えていた商人が屋敷を放ほう棄きしたという逸いつ話わもある場所だ。

「なんなの、こんなところへ連れてきて」

　竹林の中をしばらく歩くと、刀火はやっと手を離はなしてくれた。そして、

「わたしは、ずっと奇き妙みように感じていた。おまえはすぐに怒おこったり喚わめいたりするくせに、阿樹様のことについてだけは、感情がほとんど動かない。それが奇妙だった。だが彩遊に話を聞いてわかった気がする。おそらくこの場所に、おまえに必要なものがある。それが今のおまえの、絵師としてのあり方にかかわっているはず」

「彩遊先生はそんな大事な話をした？　しかも阿樹？　七年前に縁えんが切れて、本当に、ちっとも気にならない人になったのよ。その人がわたしの絵師としてのあり方と関係ある？」

　背筋に蠢うごめく気味悪さと、己の中にある大きく暗いものの存在に、千樹の心の隅すみに粘ねばり付いた怯えは去っていなかった。問う声が、ひどく弱々しくなる。

「そして、もう一つ。彩遊の目」

「それが……、それが、なんなの」

　おそらく刀火は、事実を告げているだけだ。それなのに首もとに切っ先を突つきつけられ、じりじりと追い込まれているかのような怖こわさを感じる。

「阿樹様のことについても、彩遊の目についても。二つながらに、絵にまつわること。その二つの奇妙さの原因がわかれば、おまえに必要なものがみつけられるはずだ」

「なにが言いたいのか、さっぱりわからないわ！」

　自分を怯えさせる全すべてのものを振ふり払はらいたくて、千樹は声をはりあげた。しかし、

「おまえは、絵を描えがくことが好きか？」

　問う声は平へい淡たんでありながら、答えをはぐらかすことなど許さない、強い響ひびきがあった。

「わたしは、おまえの中にあるものを引き出す必要がある。だから訊く。答えろ」

　その目は真しん剣けんだった。いつものように意地悪や冗談でしているとは思えない。これには正しい答えを返さなくてはならないのだと直感した。

　──運命や巡めぐり合わせに、この人は、挑いどもうとしている。

　それが理解できる。千樹も、運命と理ことわりの大神、万龍に、負けてやるものかと心に決めたはずだ。必死に生き延びた十歳の自分のために。運命に勝利した、十歳の彼女のために。彼女の勝利をかりそめのものにしたくない。

　千樹は息を整え、波打ちそうになる胸を抑おさえ込む努力をし、よく考えて口を開く。

「好き嫌きらいを、考えたことはない」

　ひくりと、声が喉のどにひっかかりそうになるが、懸けん命めいに押し出す。

「絵を描くことは生なり業わい。それ以上でもそれ以下でもない。嫌いと思ったこともないけど、好きと思ったこともない」

「だからおまえは、ここに来る必要があった。おまえの中にある噓を、暴あばく必要がある。おまえは、ここで彩遊と出会った。その時のことを覚えているか？　覚えているなら話せ」

　刀火は、周囲へ目を走らせながら命じる。

　話すのは嫌いやだった。いい思い出とは言えない。だが、今は彼に従うべき時だ。

「明け方に、永冶に到とう着ちやくした。阿樹は永冶に来ればなんとかなると言っていたから、あてがあったのよね。今思えば、それは常宮か有力貴族を訪ねて、自らの身分を証明して、上主様のもとへあがる算段だったのだろうけれど」

　千樹は空に目を向ける。高い場所で、竹の葉がゆらゆらと揺ゆれている。

「それからここへ来た。阿樹はわたしに、ここで待つように言った。『ここにじっとしていてね。じっとね。迎むかえに来るから、待ってて』と言って、わたしを置いて行ってしまったわ。それから、ずっとここにいた。お昼になって夕方になって、夜になっても、また朝が来ても夜になっても、ここにいた。そして二度目の夜、真っ暗になってから彩遊先生が来た」

　その当時、彩遊のもとに絵の依い頼らいは引きも切らず、彩遊は日のあるうちは、屋敷から一歩も出られないほど絵ばかり描いていた。ようやく仕事を終える真夜中近くに、屋敷裏の竹林をふらふらと散歩するのが唯ゆい一いつの息いき抜ぬきで、それは「彩遊の夜歩き」と、羨せん望ぼう半分嫉しつ妬と半分に都人たちに呼ばれて有名だったらしい。

「それで彩遊先生はわたしに、自分は絵師だと告げて。『わたしと一いつ緒しよに来るかい？』と訊いた。だから『はい』と答えた。そしたら屋敷へ連れて行ってくれた」

「彩遊に見つけられたとき、この場所で、おまえはずっと一人で、なにをしていた？」

「なにも……」

「違ちがう。なにかしていた」

「なにもしていなかったわよ。なんで違うなんて言えるの」

「彩遊はおまえと出会ったときに、絵の才を見み抜ぬいた。なにを見て、絵の才を見抜いた？」

「知らないわよ、そんなこと。彩遊先生は天才だもの。先生がなにを見たかなんて」

「思い出せ」

「わたしの手の形を見てとかじゃないの？」

「いい加減な答えを出すのは許さない。思い出せ」

　突然、右手首を摑つかまれた。その強い力に驚おどろき、そしてかっとした。

「思い出すもなにも、覚えてるの！　なにもしてなかった、わたしはずっとここに座ってた！　それがなに!?　手を離して、痛い！」

　限界だった。胸の内に巣くう真っ黒いなにかが、恐おそろしい正体を現し、胸の中から飛び出してきそうな怖さが全身を襲おそう。

　無む性しようにこの場所から逃にげ出したくなり、手首を握にぎられたまま無む理り矢や理り体をねじる。その勢いで、足元に降り積もった竹の枯かれ葉で足が滑すべった。身構える余よ裕ゆうもなく体勢が崩くずれると、手首を握っていた刀火が太い竹に千樹の背を押しつけたので、かろうじて無様に倒たおれることはなかった。だが刀火の体と、胸が触ふれあうほどに近い。

　千樹に、刀火が覆おおい被かぶさるように迫せまる。彼の衣ころもに焚たきしめてある甘い香かおりが薫かおった。

　ざっと一いち陣じんの強い風が吹くと、ゆるく結ばれた刀火の髪かみもあおられ毛先が散る。

「ここに来て、なにも思い出さないか？」

「さっきから言ってるでしょ。覚えているんだから、思い出す必要ないの！」

　自分がむきになっているのが、我ながら不思議だった。しかしこの場所で、あの時なにをしていたかと問われると、わけもなく怖くて、苛いら立だたしい。強がって答え続けるしかない。

「わたしは覚えている！　噓うそもついてない！　わたしは、あなたと違う！　噓つきじゃない！」

「おまえは、わたしの切り札。おまえの中にあるものが引き出されなければ、わたしは十三日後に死ぬ」

　喚く千樹とは逆に、刀火は無表情に、静かに穏おだやかに告げた。緑を秘ひめた黒い瞳ひとみは、胸に真っ直ぐ突き刺ささるほど、憂ゆう鬱うつな美しさをたたえていた。

　その憂鬱さに、千樹の胸の中にあった黒い恐きよう怖ふがふいにすっと吸いあげられる。

　千樹とは比べものにならないほど、彼の中にある様々な思いは暗く深い。千樹の抱かかえる仄ほの暗ぐらいものが、より深く大きく、一いつ片ぺんの光さえもない巨きよ大だいな闇やみの磁力に引き寄せられ、吸いあげられる。そのおかげで、呼吸が楽になるほど。

　──この人は……胸の中にどれほど、恐怖や絶望、怒いかりや憎にくしみを抱えているの？

　彼の中にあるものが一いつ瞬しゆん、垣かい間ま見みえた気がした。どうしようもなく、切なくなる。

　──望まぬ魔まを宿し生まれた。誰だれがその魔ま王おうの恐怖や孤こ独どくを、すくい取ってくれるというの？

　恐ろしい緑の瞳を持つ魔王を癒いやせる存在など、ありはしないのかもしれない。

　魔王の瞳で見つめながら、刀火は千樹の頰ほおに触れる。

「おまえは、絵を描くことが好きか？」

「……さっき答えた……」

　声が喉に絡からまる。彼の雰ふん囲い気きに押されて緊きん張ちようする。静かに穏やかに、しかし有う無むを言わさない圧あつ迫ぱく感かんで千樹を追い詰つめようとしている。

「描くことを好きと思えない絵師が、果たして、成る絵を御ぎよするほどに絵と向き合えるのか？」

　問われて、ぎくりとする。

「おまえは、あの屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんすると約束した。無む闇やみに、約束した。勝算あってのことではないと、わたしは知っている。だがわたしは、おまえに期待した。だからここまで来た」

「……わたしには、できない？　そう言いたいの……？」

「今のおまえには、できないだろう。けれどぎりぎりまで、あがいてもらう」

　疲つかれたように、刀火は千樹からゆっくりと体を離はなした。

　刀火は首にある珠たまの飾かざりを抜ぬき取り、握っていた千樹の手首と自分の手に絡めた。珠を絡めた千樹の手首よりすこし上あたりに口づけ、「解かい」と、口の中で鋭するどく唱える。すると千樹の右手首が一瞬熱くなり、その後すっと冷える。唇くちびるを離し、首に珠の飾りを戻もどしながら、刀火は数歩、千樹と距きよ離りをとる。

「呪じゆを解いた。もしおまえがあの絵を封印できる可能性が残っているとするならば、それはおまえが自分から、あの絵と向き合うと決意するしかない。おまえを縛しばるのは、それだけで可能性を殺すはずだ」

　千樹もようやく押しつけられていた竹から背を離し、刀火を見あげる。

「わたしは封ふうじると決めた。約束したのよ。今でも向き合ってる。今いま更さら決意なんて」

「おまえは勘かん違ちがいをしている」

　刀火は、一言一言、はっきりと告げる。

「わたしは、封じる決意と言ったのではない。絵と向き合う決意と言った」

「どう違うの」

「それが自分でわからないのなら、なにを言っても無む駄だだ」

　刀火は目を伏ふせ軽く首を振ふる。千樹は混乱した。なぜ刀火はここへ来て、はっきり覚えている七年前のことを、さらに思い出せと要求するのか。彼の真意が理解できない。

　刀火は無言で歩き出し、千樹も彼に従った。

　竹林を出ると、出入り口の小道に雅近が待っていた。刀火が雅近の前を通り過ぎると、それを追って雅近も歩き出す。

　千樹は竹林の中で刀火に言われた様々な言葉が、頭の中を廻めぐっていた。

「千樹姫ひめ。君は屛風絵を封じる自信があるか？」

　雅近がいつのまにか隣となりに並んでいた。千樹は首を振る。

「わからない。でも努力はする」

「なるほどね。やはり簡単に封じられないものだな。……曉宮様」

　一瞬だけうつむいたが、すぐに雅近は顔をあげ、先を行く刀火の背に声をかける。

「十三日後に屛風絵が封印されていなかったとき、出しゆつ奔ぽんする段取りを整えておきますよ」

「不要だ」

「なぜですか？　とりあえずその場は、逃げなければならないでしょう」

　刀火はようやく足を止め、ふり返る。

「逃げてどうする？　屛風絵があのままであれば、必ず鬼おには出てくる。鬼がわたしを見つけ、わたしはどこぞで魔王へと変化し荒あれ狂くるい、国を滅ほろぼすのに任せるか？　十三日後も、十年後も同じこと。わたしが魔王へと変化するならば、わたしは自分を生かしておくわけにはいかない」

「十三日後は無理でも、一ひと月つき後には屛風絵を封じられているかもしれません。そのために、生きながらえることをすすめます。宮様がなんと言おうと、俺は出奔の準備をします」

「国を滅ぼすつもりか」

「滅びるとは限らないでしょう？」

　そう言うと、雅近は破顔した。垂れ目の人好きのする笑え顔がおだ。しかしその奥には、悲ひ惨さんな結果を予期しながらも、平然としていられる冷れい酷こくな強さがある。

「わたしは逃げない」

「その時になれば、気が変わるかもしれません。俺はなんと言われようが準備をします」

　屛風絵が封印されなければ刀火は魔王になる。そうなったときに、彼をどうするべきか。考えたくもないが、刀火自身もそれはよくわかっているらしい。

　方法は一つだけ。そうしなければ国が滅びる。しかし雅近はそうと知っていながら、出奔をすすめる。国の中ちゆう枢すうにある太だ政じよう大臣の嫡ちやく子しで、いずれ太政大臣となる立場で。

　幼い頃ころからともに育ったという刀火と雅近だ。その絆きずなは強いのだろう。だから刀火も人を遠ざけて生活しながら、雅近だけは側そばに置く。だがその絆は危険だ。

　父が魔王となり荒れ狂い、国を滅ぼした姿を目まの当たりにした千樹が、逃とう亡ぼうする刀火を見過ごせるはずはない。その時は、刀火を手にかける必要があるかもしれないが、やれる自信はない。恐ろしい未来の選せん択たく肢しを突つきつけて、巡めぐり合わせという理り不ふ尽じんな影かげが囁ささやきかける。

　これが千樹に振り分けられた運命。運命と理ことわりの神、万龍はどこまでも残ざん酷こくだ。でも負けるつもりはない。刀火も『ぎりぎりまで、あがいてもらう』と言った。千樹もそうするつもりだ。

　──あと、十三日。

　吹ふき抜ける風は冷たく、頰や耳たぶを切るようだ。指先が冷たい。とても寒かった。背後で竹林がざらざらと鳴る。







　五花　忘れし子の聖域




　──彩遊先生は、見ると言った。

　二本の蠟ろう燭そくを灯ともしただけの暗い宝ほう物もつ殿でんの中で、桜の森を描えがいた屛風絵は仄ほのかな光を床ゆかに落とし、静かに立っていた。

　深い深い、どこまで続いているとも知れない、霞かすみがたなびく桜の森。いくら散っても散っても散りきらない満開の桜の花びらが、ひらひらと舞まっている。吸いこまれるほどの圧あつ倒とう的な存在感。床に座りこんで、千樹は屛風絵を見あげていた。

　彩遊の屋や敷しきに行った日から、千樹は刀火に、できる限り屛風絵を見させてくれるように頼たのんだ。屛風絵を被おおう黒い布を取れるのは、ほんの短い時間だ。

　被いが取られると、鬼はこちらの気配を察して引き寄せられてくる。鬼は失った片かた腕うでを捜さがして鋭えい敏びんになっているのか、被いを取れる時間は以前よりも短い。

　被いを取る前に、刀火が慎しん重ちように鬼の気配をうかがい、気配がないとわかれば被いを取る。そして千樹の背後に控ひかえ、すこしでも気配を感じれば被いを掛かける。その危あやうさ。この黒い布は、鬼への目くらましなのだ。鬼がこちら側に踏ふみ出してくることを、阻そ止しできるものではない。

　千樹はただ桜の景色を見あげ続けていた。彩遊が言った「見る」の言葉しか、すがれるものはなかったが、今日で早三日目。

　わかったことと言えば、屛風絵が描かれている紙は、万ばん代だい上じよう白はく紙しだということくらいだ。

　ほとんどの紙は黄みがかっていたり灰色がかっていたりで、純じゆん粋すいな白の紙となると、上白紙と呼ばれる、葉は九く曜ようという広葉樹の樹皮から作られるもののみ。これは葉九曜そのものの数が少ない上に、それを漉すく職人もまた少ないので貴重なものだ。そのなかでも、数年かけて樹皮をさらして作る万代上白紙は丈じよう夫ぶで色いろ滲じみもほとんどなく、何十年経たっても変色しないので、千年万年、変わらず保つというのだ。

　その万代上白紙の丈夫さと白さと、変質のなさも、かえって今は恨うらめしい。

「この桜は散っても散っても、散りきらないのね」

　問うともなく口にすると、背後に控える刀火が答えた。

「散りきらないのは当然だ。これは四し季き鬼き界かいの景色と伝えられている」

「四季鬼界って、神話の？　ああ、そうか。それでこの景色は、永えい劫ごうに変わらないのね」

　神話では、こう語られる。

　二に大だい祖そ神しんの一ひと柱はしらである天あま日ひの大おお神かみが、弟神の天あま月つきの大おお神かみとともに世界をかき回し、天地を造りあげた。その後、神かみ之の気きをこねて天地の間に人間を作ったが、その時、人の世界に四人の鬼が交じった。それは人を作る時にできた、澱おりのようなものだった。

　鬼は人が抱く負の感情を好んで食べたので、わざと混乱を引き起こし人の精気を餌えさとした。

　二大祖神は、彼等に仕える大おお神かみ、万ばん龍りゆうに、天地人の理ことわりと運命を司つかさどる役目を与あたえ、この世に放した。そして二柱の大祖神から、天地人の理と運命を任された万龍は混乱を嫌きらい、人の世界の安定を望み鬼を律することを望んだ。

　鬼の魔ま力りよくは強かったが、この世の理を司る神、万龍だけはそれを律する力がある。いくら鬼に魔力があろうとも、この世に生きるものである限り天地人の理には逆らえない。

　万龍は二柱の大祖神に希こいねがい、特別な四つの閉じた世界を創造してもらう。

　そして万龍は四人の鬼を、それぞれ四つの、別の世界に閉じこめた。

　常とこ春はるの世界。常とこ夏なつの世界。常とこ秋あきの世界。常とこ冬ふゆの世界。それぞれの世界に閉じこめられた鬼は、春しゆん鬼き、夏か鬼き、秋しゆう鬼き、冬とう鬼き。彼らは終わらぬ、変わらぬ世界に幽ゆう閉へいされたのだ。

　それであるからこそ、この屛びよう風ぶ絵えの春の景色は変わらない。

　そして片腕を失ったのは、その神話の鬼、春鬼ということか。

「とんでもないほころびを作ってしまったのね、この絵を描いた絵師は」

　四季鬼界の絵を描かき、それがあまりに見事であったが故ゆえに、通路を開いてしまったのだろう。

　目の前にある桜の屛風絵を含ふくめた四枚の絵が、人界と四季鬼界のはざまを曖あい昧まいにしてしまっている。その四枚の絵が作り出したゆらぎが、千樹の故国をのみこみ、今はこの国にも影を落とす。人界と四季鬼界の境界は、意外にも薄うすくもろく、不安定なのだ。

　それは水で織りあげた薄布のように、危ういのかもしれない。

「わたしの故国……上かみの北ほく国こくにあった屛風絵は、どんな絵だったかあなたは知ってる？」

「冬の世界だったと聞く」

「じゃあわたしの父を魔ま王おうにしたのは、冬鬼なのね」

　刀火が立ちあがり、いきなり屛風絵を黒い布で被った。その瞳ひとみの緑が、わずかに濃こい。

「鬼が近くに来た。もう、今日はここまでだ」

　三日もこんなことを続けているのに、自分はまだ封ふう印いんの方法を思いつきもしない。このまま曉宮に帰っても、筆と紙を目の前にして、ただ悶もん々もんと過ごすことはわかっていた。

　宝物殿を出ると、千樹は先を行く刀火の背に告げた。

「先に宮に帰っていて。わたしはすこし、その辺りを歩いてくるから」

　散歩したからといって妙みよう案あんが浮うかぶわけでもないだろうが、それでも座りこんでいるよりはましだろう。刀火はすこしの間を置いてから、頷うなずく。

「どこへなりとも。おまえは自由だ」

　そして、ふいと曉宮に向かって歩き出す。

　千樹は、幅はば広ひろくゆるい石敷じきの坂を下り、境川の川岸に出た。さらさらと流れる川を右手に見ながら歩いていると、突とつ然ぜん、目の前が開ける。境川にかかる御渡橋のたもとに出ていた。

　橋の向こう側には衛え士じが詰つめる門があり、衛士たちの後ろ姿がある。

　ふらりと橋に踏みこむが、橋の中なか程ほどで立ち止まり、欄らん干かんに両手をかけて川かわ面もを覗のぞきこむ。穏おだやかで優やさしい彩遊を生み育てた国らしく、川のせせらぎさえも人の心を慰い撫ぶしてくれる。

「おや？　逃にげる算段か？　それとも飛び込む気かい？　飛び込む気なら手伝おうか千樹姫ひめ」

「ご親切にどうも、雅近様」

　ここしばらくの間ですっかり耳に馴な染じんだ声にふり向くと、雅近が御渡橋を渡わたって来る。常宮へ帰る途と中ちゆうらしく馬に乗っていたが、ひらりと下りると、馬の轡くつわを引いて近寄ってきた。

「俺は『女性には親切に』が信条だからな」

「山に埋うめるとか、飛び込むのを手伝うとか、本当に親切ですよね。この数日、あまりお姿を見ませんでしたね」

　魔王判別の法が行われると決まった日から、雅近は、ほとんど曉宮に姿を見せなくなっていた。雅近が刀火の意向を無視し、出しゆつ奔ぽんの段取りをつけているだろうことは明白だった。

「主人が訳ありだと忙いそがしい。それよりも君はなにをしていた？　千樹姫。飛び込む気じゃないのなら逃げる算段か？　曉宮様は君の呪じゆを解いたようだからな、逃げようと思えば逃げ出せる」

「逃げてどうなるんですか？　逃げて、いつ魔王が現れて国が滅ほろびるか、その時を待ちながらびくびくするんですか？　逃げられるものと、逃げられないものが世の中にはあるのに」

「へぇ、知ってるんだな君は……」

　と言いさして、雅近は常宮側の橋のたもとに目をやると苦い顔をする。

「綾峰様の牛ぎつ車しやだ。あの方は礼れい儀ぎにうるさいぞ、千樹姫。とりあえず頭をさげろ」

　橋のたもとから、塗ぬりの見事な牛車がこちらに向かって来るのが見えた。軒のき格ごう子しにある紋もんは、紅葉もみじ。あれが羽虫こと、綾峰の紋なのだろう。

　牛車の周囲には牛飼い童わらわが三人と、随ずい身じんらしき武装の男五人。さらには従ず者さらしき貴族の青年が三人、馬に乗って付き従っている。二之御子が常宮を出るとなれば、この程度の供の数は当然だ。雅近のみを連れて、ふらりと彩遊の屋敷へ出向いた刀火こそ、どうかしている。

　雅近と並んで顔を伏ふせていると、牛車が二人の前で歩みを止めた。

「これは千樹姫？　顔をあげてください」

　朗ほがらかな声とともに牛車の御み簾すが巻き上げられ、綾峰が顔を覗かせた。

「そこはお寒いでしょう。お入りにならない？　今から東ひがし山やまへ、冬ふゆ枯がれの景色を愛めでに行くのですよ。わたしの別べつ邸ていで、わびしい景色を見ながら温めた酒を飲むのは風ふ情ぜいがありますよ」

　千樹が顔をあげると、綾峰は牛車から降りてきた。扇おうぎを弄もてあそびつつ、埒らちもない誘さそいをかける。

「お誘いくださるのは、わたしが曉宮様の切り札だからですか？」

　問うと綾峰はわずかに狼狽うろたえ目を泳がせたが、すぐに躾しつけられた上品な笑みを作る。

「それは、ないとは言えないですね。しかしそれよりも、あなたの身の上に深く同情しているんです。だからすこしなりとも、慰なぐさめになればとね。わたしは常に、みなに慈じ悲ひを施ほどこし、正しきこと善きことをしようと心がけている。上主様の子に生まれたからには」

　嫌いやな感じがした。頭の中でのみ考えた、薄っぺらい慈悲に得意になっている者の嫌らしさがある。上主の前で激高した彼の方が、よほど彼の本ほん性しように近いらしいぶん清すが々すがしい。

「お断り申し上げます。枯かれ野だろうが焼け野原だろうが、存分に楽しんでください」

　再び頭をさげようとすると、いきなり両手を握にぎられた。なんのつもりかと思ったが、綾峰は千樹を覗きこむようにして真しん剣けんな目をする。

「わたしはあなたを救いたい、千樹姫。あなたは刀火様に捕とらわれているのでしょう？　あのお方は魔ま物ものです。それを暴あばき、わたしは常宮を清せい浄じような場所へと戻もどしたい。あなたを救いたい」

　身につかない慈悲と正義感が、嫌な臭においだ。こんなに薄っぺらいのは、彼が本物の苦痛も苦く悩のうも知らないからだろう。そんな人間が、理り不ふ尽じんな運命を押しつけられた者の葛かつ藤とうなど知りもしないで魔物と言うのだ。知らないことは、罪ではない。だが知らないことに気がつきもせず、あまつさえその上でのさばるのは、罪ではないのだろうか。

「あのお方が魔物ならば、……あのお方の妻であるわたしは、使い魔でしょうね」

　低く答えると、綾峰がぎくりと手を離はなす。まるで汚けがらわしい者に触ふれてしまったような怯おびえ方に、笑えてくる。彼の言うところの慈悲が、憎にくらしくさえある。

　そうやって手を離して、逃げればいい者は気楽だ。けれど運命や巡めぐり合わせで、逃げられない者はどうすればいいのか。恐おそろしくとも汚らわしくとも、立ち向かうしか方法はない。

　そんな覚かく悟ごの者に慈悲を施すのには、施す側にもどれほどの覚悟が必要か。

　所しよ詮せん、頭の中で考える慈悲とは、魔物に触れ汚れる勇気すらもない。慈悲とは、そんなに生ぬるく施せるものではない。

「わたしはあのお方の妻。魔物の妻は魔物の一味でしょう。魔を操あやつりますよ、絵という魔物を」

　自分が今、どんな表情をしているのか。千樹自身にはわからない。だが綾峰はひどく怯えたように、じりっと後あと退じさる。

「あなたは……」

　綾峰はなにか言おうとしたが、千樹が微び笑しようすると、慌あわてて牛車に飛びこんだ。

「出せ！」

　牛飼い童や従者たちも、怯えたように、ちらちらと千樹を見ながら歩み出す。

　牛車の姿が遠くなると、雅近は顔をあげた。そして珍めずらしげに千樹を見おろす。

「いつ宮様の妻になった？　昨夜あたりか？　残念だな、俺が最初に手をつけようと思っていたのに」

「妙みように生々しいこと言わないでください。なってません、そんなものに。あれは、綾峰様を脅おどしただけです」

「上主様の御子を脅しつける姫ひめ君ぎみか」

「どうせ姫とは思ってないのでしょう？」

「正直姫とは思っていないし、最初はおしゃべりする筆くらいにしか思ってなかったが、今はある程度は認めているぞ。勇ましい人だとな」

「褒ほめ言葉なのはよく分かるんですが、『勇ましい』は、女として喜べません」

「今の君は『たおやか』でもないだろう？　でも、俺がいつか躾けてさしあげてもいいぞ、千樹姫。女らしさというものをね」

　誘うように耳元に落とされた囁ささやきを、千樹は手を振ふって払はらいのけた。

「永遠に結構です」

　雅近は陽気な笑い声をあげると、馬の轡を握り直し歩き始めた。

「では、俺はまだやるべきことがあるから、曉宮様をよろしく。準備が整い次し第だい、曉宮様のもとへ行くよ」

　雅近は、常宮の森の中へ消えた。彼は本気で、刀火を逃がす準備をしている。その熱意に、刀火は動かされるのだろうか。そして千樹はそれを、黙だまって見過ごすことができないはずだ。







　曉宮の、刀火の居室に帰った。そこは相変わらず千樹の画室と化して悲ひ惨さんな様子だが、刀火はもはや注意する気も失うせたらしく、自由にさせてくれている。呆あきれられているのだろうが、正直、今はそんなことにかまっていられない。

　刀火は脇きよう息そくにもたれ、はねあげられている蔀しとみから外へ視線を向けている。この寒空に、妻戸や蔀を閉じるつもりはないらしい。厳しい環かん境きように身を置き、己おのれを律することを徹てつ底ていしている。

「帰ってきたのか？」

　入ってきた千樹を見もせずに、刀火は意外そうに言った。千樹は刀火の側そばに座った。

「逃げるなら、とっくに逃げてるわよ。それよりも……もし魔王判別の法がおこなわれる日までに屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんできていなければ、あなたは雅近様のすすめるように逃げるの？」

　刀火は無言で、こちらを見ようともしない。

「ねぇ、聞いてる？　返事くらい……」

　千樹が苛いら立だち身を乗り出した時、刀火はいきなり自らの懐ふところに手を入れると、参さんを二枚取り出した。それを開いた蔀の向こうへ向けて投げ「参」と唱える。

　二枚の紙人ひと形がたがくるりと宙返りし、一直線に小こ笹ざさの茂しげみへ飛んだ。一枚はぴたりと宙で止まるが、もう一枚は鋭するどく小笹の茂みへ突つっ込こみ、小笹の葉がそこだけすっぱりと斬きれる。

　甲かん高だかい悲鳴があがり、小笹の茂みから山やま吹ぶき色の袿うちきの少女が転げ出てきた。見覚えのある黒目がちな目の少女は、確か阿樹の侍じ女じよであったという。

「柚葉!?」

　侍女、柚葉は、刀火と千樹と目が合うと、ぴょこんと跳とび上がって逃にげだそうとした。しかしそれを許すまいと、刀火は立ちあがる。右人差し指と中指を揃そろえて立て、それを刀のように目の前で斬りおろす。「参、燃ねん」と唱えると、宙に浮ういていた紙人形が動き、柚葉の前に滑すべりこみ、ぱっと紅あかい炎ほのおをあげて燃える。

　今度こそ柚葉は腰こしを抜ぬかしたらしく、その場にぺたりと座りこんだ。

「のぞき見か？　綾峰はどのように侍女を躾けている？」

　冷たい声で言いながら、刀火は廂ひさしを抜け庭へ下りる。柚葉は刀火が目の前に来ると、そこが土の上なのもかまわずに両手をついてひれ伏す。

「申し訳ございません。わたくしはただ、姫ひめ様さまに……。姫様を拝見したいがためだけに」

　柚葉が震ふるえながら意外なことを言うので、刀火は、蔀越ごしに呆ぼう然ぜんとことのなりゆきを見ていた千樹をふり返り、

「おまえの顔が見たかったらしい。確かに珍しい姫君だがな」

　と、やたらと姫君を強調して、嫌みったらしく言ってくれた。

「どれだけ珍しいっていうのよ？　わたしが」

「身なりからして、姫君としては疑いようもなく珍ちん種しゆだ。その証しよう拠こに、侍女が見物に来ている」

　柚葉はびくっとしたが、恐る恐るの様子で顔をあげる。

「い、いえ。姫様がかように……個性的な身なりをなさっているからではなく……」

「身なりでなければ、顔か？」

「そこまでひどい顔じゃないと思うけれど!?」

「そうか？」

　意外そうな目で問い返されるので、こめかみがひくつく。

「高貴なお方は、お世辞ってものも御存じないの？」

「珍種に言うようなお世辞は、持ち合わせがない」

「心から残念だわ。あなたが優やさしくいたわりに満ちた曉宮様なら、なんと素す敵てきな人かと、わたしでもひれ伏ふしたでしょうに。美形の持ち腐ぐされ、ここに極きわまれりね」

「わたしに向かって腐くされているというのは、さすがにはじめて耳にした。斬ざん新しんだ。おまえをくびり殺したい理由が一つ増えた」

「良かったわ。すこしでもあなたの心に響ひびいたならね」

　睨にらみ合う二人を交こう互ごに見あげながら、柚葉は遠えん慮りよがちに声をあげた。

「あ……あの。あの、差し出がましいですが申し上げます。姫様は、とてもお可愛かわいらしいです！」

　最後は悲鳴のように叫さけぶと、刀火を恐れ、再びがばっと地面に伏ふせると縮こまる。

　千樹はといえば、慣れない褒め言葉に頰ほおが染まる。とりあえず、げふんげふんと咳せき払ばらいして、褒められたことへの動どう揺ようと、刀火との罵ののしりあいを見られたばつの悪さを誤ご魔ま化かす。そして、

「とにかくそんな地面に座りこんでちゃ、冷えるでしょう。立てば？」

　促うながすと、柚葉は刀火を気にしながらも立ちあがり身を縮める。

「綾峰の命で、わたしを見張っていたわけではなさそうだ」

　刀火はふいと彼女に背を向け、室に入ってくると軽く手を振る。

「そこの侍女はおまえに用があるらしい。追い散らすなり、もてなすなり、好きにしろ」

　それだけ言うと、几き帳ちようの向こうへ入ってしまう。

　──と、言われても。どうしようかな。

　ふり返れば室内は、千樹の散らかし癖ぐせのせいで足の踏ふみ場もない。しかも塗ぬり籠ごめからは、かりかりと不気味な音がする。箱に封ふうじられた鬼おにの腕うでが、爪つめで蓋ふたを引っ搔かいているのだ。さらに奥には刀火もいる。見るからに気の弱そうなこの侍女に、ちょっとした伏ふく魔ま殿でんの様相を呈ていしている室でくつろげというのは、あまりにも気の毒だ。

「すこし歩こうか。その……この辺りを」

　結局、千樹は庭に下りた。促すと、柚葉は嬉うれしそうな、懐なつかしそうな笑え顔がおになる。思い切りしっぽを振る、人なつこい子犬のようだ。

「お散歩ですね。お供いたします。阿樹様ともよく、お散歩いたしました」

「そんなに、わたしが珍しかったの？　あんなおっかない人の宮をのぞき見に来るくらい」

　小笹の藪やぶを抜け、左右に石や南天、小さな松などを配して、散歩道としてしつらえた道を選んだ。その道をたどれば、曉宮の内部を大きくぐるりと一周できる。

「珍めずらしかったのではありません。ただ姫様のお顔を拝見したくて。姫様はやはり阿樹様の妹姫様でいらっしゃいますね。阿樹様にどこか似ておいでなので。懐かしくてつい」

　死して後も、侍女が面おも影かげを慕したっているとなると、阿樹は良い主人だったのだろう。しかし自分が阿樹の妹といわれても戸と惑まどう。記き憶おくは鮮せん明めいなのに、あの美女が姉だという実感がない。縁えんもゆかりもない人に似ているからと、懐かれている気がする。だから当たり障さわりなく返した。

「良いご主人様だったのね。あなたのご主人様は」

　柚葉は瞳ひとみを輝かがやかせる。

「はい！　姉様は、とてもお優しくて」

「え？　姉様？」

　はっとしたように口を押さえて、柚葉は頭をさげた。

「申し訳ありません。阿樹様は二人きりの時には、そう呼んでいいからと。だからいつも、そうお呼びしていたので、つい」

　──姉様……姉様ね……。

　阿樹は実の妹を捨て、新しく可愛らしい妹を見み繕つくろったのだろうか。そんな便利な割り切りもあるのだろうかと、まじまじと柚葉を見つめる。と、彼女ははにかんだように微笑ほほえんだ。その笑顔は、千樹に向けられているのではなく、阿樹に向けられている気がした。阿樹と柚葉の間には、阿樹と千樹の間では断たち切られてしまったものがある。そう感じた。

「姉様……、ではなくて。阿樹様はけして宮裏でも目立つことはなさらず、ひっそりとしておいででした。その風ふ情ぜいを上主様はとてもお気に入られていて、頻ひん繁ぱんにお召めしを受けました」

　記憶の中にある阿樹は、少々間が抜けたところが愛あい嬌きようの、気弱なおとなしい人で、常宮の中にあるいざこざや残ざん酷こくなことに、常にびくびくしていた。

　しかも保身に身を砕くだく人ではなかった。上主の十五番目の姫ともなれば、存在価値は無いに等しい。有力貴族の妻にでも収まれば後ろ盾だてもできたのだろうが、彼女は様々な縁えん談だんを断り続け、挙げ句の果てには、身分もない衛え士じの若者と情を通わせていた。

　そんな彼女が上東国に来て、生きるために上主の仮妻に収まったのは、彼女にしては知ち恵えを働かせてがんばったのだろう。

　──まあ、そのためにわたしを置き去りにはしたけれどね。

　無む邪じや気きな笑顔で、柚葉は続ける。

「阿樹様は、わたくしにだけこっそり打ち明けてくださっていたんです。市し井せいに、有名な絵師の弟子でしとして残してきた妹姫様がいらっしゃると。姫様とわたくしは、年が同じらしくて。阿樹様は、『柚葉はわたくしによく似ているから、妹姫は、柚葉のような娘こになっているはずね』と仰おつしやって、可愛がってくださって、どこへでも連れて行ってくださいました。上主様からのお召しの時ですら、わたくしを側に侍はべらせてくださいました」

　阿樹もすこしは千樹のことを、気にかけていたのだろうか。しかし残念なのは、阿樹がまったく千樹のことを理解していなかったことだ。十歳の千樹を見て、果たして柚葉のように育つと思えるだろうか。柚葉はどちらかというと、阿樹に似ている。自分に似ているから、妹もこうなるだろうと単純に考えたのだろうが、そこが抜けているところだ。

　しかし妹姫が、こんなふうに可愛い娘になっているだろうと思いたい気持ちもわかる。というよりも、千樹よりも柚葉のほうが実際、妹としては格段に可愛かったのだろうか。

　──阿樹は柚葉に、どんな優しい笑顔を見せていたんだろうか。わたしの記憶の中にある笑顔よりも、もっと素敵な笑顔を見せていたかもしれない。

　妹を置き去りにしたなどという無む慈じ悲ひな仕打ちを、なぜ阿樹は打ち明けたのか。暗に、柚葉であれば置き去りにはしないと、言いたかったのかもしれない。

　──別に、かまわない。阿樹がなんと思っていようと。

　そう思う。感情が波立つことはない。だがなぜだろうか。心の内側の水たまりに、ぽつりと水すい滴てきが落ちて、小さな響きと波は紋もんを広げたような気がした。

　──阿樹は柚葉に、こっそり打ち明けた。こっそりと……え？　こっそり？

　ふいに気がついた。

「阿樹は、あなたにしか、わたしのことを教えてなかったのよね!?　だったらもしや、あなたが高月雅近様の寝ね物もの語がたりのお相手なの!?」

　確か雅近は、千樹のことを侍じ女じよから寝物語に聞いていたと、最初の時に告白した。

　柚葉は、はにかみながらうつむく。

「雅近様とは半年ほど。でももう、一ひと月つき前にお別れのお手紙を頂きましてからは、それきり」

　衝しよう撃げきだった。自分よりも初うぶそうな柚葉に、寝物語する相手があるとは。しかも相手が、あの遊び慣れた様子の雅近。それに比べて、なんと自分の周囲が荒こう涼りようとしていることか。

　柚葉は足を止めた。そして急に、怯おびえたように千樹を見あげる。

「お訊きしたいのですが……。宝ほう物もつ殿でんにある桜の森の屛びよう風ぶ絵えが鏡で封じられていたのは、鬼が出てくるのを防ぐためなのですか？　鏡が砕けて鬼が出てきたら、魔ま王おうが出現して国が滅ほろびる。そしてその魔王が、曉宮様ではないかと疑われているのですか？」

　噂うわさ話ばなしでも耳にしたのか、柚葉の声は不安げに細くなる。

「わたしは、あの屛風絵がそれほど恐おそろしいものだと知りませんでした」

「上主様一族と、政まつりごとの中心にいる方々しか知らなかったようだからね。当然かもね」

「やはり本当なのですね。でも姫ひめ様があの屛風絵を封じてくださるのでしょう？」

　確約を求められると、押し黙だまるしかない。

　その沈ちん黙もくになにを感じたのか、柚葉は突然目をうろうろと彷徨さまよわせる。

「わたし……知りませんでした。あの屛風絵がそんな怖こわいものだなんて。知りませんでした！」

　動揺を隠しきれなくなったように強く首を振ふると、柚葉はいきなり背を見せて駆かけ出した。

「柚葉!?」

　彼女はふり返ることなく、道の向こうへ姿を消した。柚葉の態度はおかしい。彼女はなにかを知っている、そんな気がした。冷たい風が足元から吹ふき、千樹の水干の袖そでと髪かみを揺ゆらす。







　すこしずつ、月が大きくなる。魔王判別の法を刀火が受けると決まった日から、今夜で六日目。屛風絵を毎日眺ながめていたが、封ふう印いんの糸口さえ見つからない。そして雅近は姿を見せない。

　真っ白い息を散らしながら、千樹は庭に出て月を見あげていた。手指も足指も、感覚がないほどに凍こごえていたが室の中に入る気にはならない。

　魔王判別の法は、七日後の夜におこなわれる。夜におこなわれるのは、満月の光が必要だかららしい。じりじりと追い詰つめられる。

　封印ができなければ、刀火は斬ざん首しゆ。雅近は刀火を逃にがす算段をしているのだろうが、それを知っている千樹は黙って見過ごすことはできない。「ほら、どうする？」と、意地の悪い、巡めぐり合わせという名の影かげが囁ささやく。

「姫ひめ君ぎみ」

　軒のきにかかるほど立派に枝を伸のばした松の陰かげから、声がした。いつのまに庭に入ってきたのか、月明かりのもとに幻繕が立っていた。その皺しわ深い目元はいつもの印象と同じく、とぼけていて陽気そうだ。我が弟子を追い詰めようとする冷血漢には見えない。

「なんの御ご用ようですか」

「曉宮様へ、招待状じゃよ。七日後ののぉ」

　言いながら幻繕は、懐ふところから折りたたんだ手紙を取り出して差し出す。

「七日後の夜、魔王判別の法を執とり行う。場所は新しん宮みやの前にある蓮はす見み池いけじゃ。月光の力を利用するからのぉ。月が天にかかれば、すぐにおいで頂きたい」

　千樹が手紙を受け取ると、幻繕はすぐに背を見せる。

「幻繕法術士。あなたは、ご自分の弟子を追い詰めることが平気なのですか。わたしにも師はおりますが、あの方はけして、弟子を追い詰めるようなことはしない」

　思わず呼び止めていた。すると幻繕は足を止めて、ふり返る。

「慈いつくしみあう師し弟ていもあるじゃろうて。じゃが、わしと曉宮様は、対立する運命にある師弟じゃったということ。それだけのこと」

　無表情に告げるその眼めには、迷いも陰かげりもない。あるのはただ強い意志のみだ。老人にあるまじきその強い瞳で、彼はにやりと笑う。

「そんなことは、宮もわかっておるわい。宮はわしに腹が立つであろうが、適当な相手に八つ当たりして、べそをかかせて、それで溜りゆう飲いんをさげておわりじゃ。八つ当たりの意地悪は、あの方は子供の時からよくなさるでのぉ」

　そういえば刀火の彩遊へのあたりかたは、確かに八つ当たりじみていた。

　彼らは師弟だ。苦く悩のうしながらも凜りんとして、己おのれの責任のため、あるいは生き延びるために、互たがいに了りよう解かいして対たい峙じし、刃やいばを突つきつけ合う。それもまた、師弟のありようなのかもしれない。

「では、姫様。七日後に会おう。それまでに姫様が、あの屛風絵を封ふうじておれば、わしも寝ね覚ざめが悪い思いをせんですむがのぉ」

　そこで幻繕は、東の対たいの屋やへ続く渡わた殿どのの方に目をやる。

「そなたもそれを願っておろうのぉ。太だ政じよう大臣の子」

　幻繕の視線を追うと、渡殿の陰から雅近が笑え顔がおで姿を現す。久しぶりに顔を見るが、相変わらず人なつこい垂れ目で、表情には余よ裕ゆうがある。しかし目の奥に、幻繕への鋭するどい怒いかりがある。

「なんじゃい、怖いのぉ。わしを斬きりたそうな顔をしておるの」

「しませんよ。下手なことをすれば、御ご法ほうの参さんに切り刻まれそうだ」

「よくわかっておる。無む闇やみなことはせぬことじゃて」

　それだけ言うと、幻繕は庭を出て行った。千樹は手て渡わたされた手紙を見おろす。

「それは七日後、魔王判別の法をすると、曉宮様を招じた手紙かい？」

「そうです。七日後に、蓮見池で執り行うので、月が昇のぼればすぐに出向くようにと」

「蓮見池か。それは好都合だな」

　嬉うれしそうに、雅近の口元が緩ゆるむ。

「準備は完かん璧ぺきだ。しかし幻繕もぬかりない。曉宮様の逃とう亡ぼうを危き惧ぐして、既すでに宮様の周囲の見張りを固め、この宮も見張られている。だが七日後の魔王判別の法は、蓮見池で行われるんだろう？　しかも夜だ。あの場所は警備がやりにくい。逃亡の好機は、その時だな」

　もし七日後に屛風絵が封印されていなければ、彼はやるつもりだ。しかし千樹は、逃亡を知っていながら刀火を逃がすことはできない。おそらく阻そ止しする。

「邪じや魔まはするなよ、千樹姫」

　表情を読んだのか、雅近が釘くぎを刺さす。千樹は風に揺れる髪を押さえつつ、雅近に向き直った。

「屛風絵を封じられなかったら、わたしは……邪魔します。魔王は、出現させられません。わかっていますか？　あの人を逃がす意味を。冷静に国のことを考えた結果が、それですか？」

「冷静に？」

　まるで千樹を哀あわれむかのように、雅近は口元を歪ゆがめて微び笑しようする。

「千樹姫。俺は冷静になることが不可能なんだ。わからないか？　俺には呪のろいがかかっている」

　不ふ吉きつな言葉に千樹が眉まゆをひそめると、雅近は歪んだ微笑のまま続けた。

「上主様を支える官職の中で、なぜ太政大臣のみが世せ襲しゆうなのか、その意味がわかるか？　太政大臣は、政の実務を司つかさどる左大臣右大臣と、上主様の間に立つ者だ。上主様のそばにあり、上主様の意を配下に伝える、上主様に最も近い臣下だ」

　政は上主を頂点とし、その直下に太政大臣が存在する。

　太政大臣は上主の意を、左右の大臣に納なつ得とくさせ、そして左右の大臣は、配下にある大おお内うち蔵くら寮りようや地じ所しよ寮りよう、衛え士じ府ふ、衛え門もん府ふなど、八はち寮りよう二に府ふの頭かみに実務を託たくす。

　太政大臣はいわば、上主と、政まつりごとをすすめる組織をつなぐ者。

「上主様は太政大臣を信じなければ、政を任せられない。逆を言えば、太政大臣に裏切られてはならない」

　そこまで言われて、千樹はやっと世襲の意味を理解し慄りつ然ぜんとする。

「わかったか？　千樹姫。次期太政大臣となる者を選定し、幼い頃ころから、上主様への個人的な忠誠心と愛着を育てるための世襲だ。幼子に、おまえが守るべき高貴なお方だと教え込み、仕えさせる。長い年月をかけて、その者の情に訴うつたえる。この年になれば、それが上主様への忠誠心を育てる策だと理解している。だが俺の中に幼い頃からすりこまれた思いは、そうと知っていながらも、宮様を守りたいと必死に思う。五歳の日に曉宮様と相まみえ、おまえがこのお方をお守りするのだと命じられたときの誇ほこらしさと義務感と、長年おそばに仕えた情けが、俺を縛しばる。これはまさに呪いだ」

　幼い頃から、策略の中で育てられた思い。そうと知っていながらも、その育てられた思いを裏切ることはできないだろう。それが情けというもの。

　──理解していながら、その束そく縛ばくから逃のがれられないもの。それは……間ま違ちがいなく呪い。

　刀火を逃がそうとする雅近の心を、千樹は絆きずなと感じていた。だが実際は、そんな麗うるわしいばかりの思いで、彼は動いていたわけではない。

　ぞっとすると同時に、それが貴族のやり方で、貴族の生き方だと千樹は理解している。だからこそ雅近を哀れとは思わない。ただ、彼が血の一ひと滴しずくまで、貴族そのものを体現する存在であると理解するのみだ。その徹てつ底ていした存在に、ある種の潔いさぎよささえ感じる。

　しかし国のためにと上主が廻らした呪いは思わぬ作用をし、国を脅おびやかす呪いへと変わる。

「邪魔をするなら、俺はその時には、君を殺す必要があるぞ千樹姫ひめ」

　ちりっと、太刀たちの柄つかに手をかけた音がした。その音に千樹は聞き覚えがあった。

　──この音を、どこで聞いたの？

　雅近の右手は、腰こしの黒くろ鞘ざやの太刀の柄にかかっている。彼がここで太刀を抜ぬくとは思えないが、彼の発する気配からは、逃亡計画に向ける本気さがわかる。緊きん張ちようしながらも答えた。

「わかっています。その時が来たら、雅近様はためらいなく、わたしを斬るのでしょうね」

「姫君が、そんなものをわかってもらっては困る。だからおまえは、珍ちん種しゆだというんだ」

　妻戸の陰から声がした。千樹も雅近もはっとしてそちらに目をやると、刀火が静かに姿を現した。そのまま庭に下りると、雅近と千樹の間に割って入るように立つ。

「千樹に無礼は許さない、雅近。柄にかけた手を離はなせ」

「まさか今、千樹姫を斬ろうとは思っていませんよ」

　雅近は肩かたをすくめ、柄から手を離して構えを解く。

「今でも七日後でも、同じこと。千樹に手を出すことは許さない」

「本気で首を差し出すおつもりですか？　曉宮様」

「差し出すつもりはない。それまでには、千樹が屛びよう風ぶ絵えを封じる」

「無理です。どう考えても、あと七日で封ふう印いんはできません」
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　容よう赦しやなく雅近は断言し、さらに必死の瞳ひとみで訴える。

「魔王判別の法が行われる夜が、最初で最後の好機。宮様を救い出す算段はつけました」

「不要だと言った」

「なんと言われても俺はやります」

「わたしの命がきけないか！」

　眦まなじりを決した刀火の一いつ喝かつに、雅近は怯ひるむことなく、同様の強さで答えた。

「きけませぬ！」

「ならば暇ひまをとらす！　わたしの宮に近づくな！」

「曉宮様！」

「消えよ!!」

　斬り合うような激しいやりとりに、千樹は息を詰つめた。

「宮様！」

「消えよと命じた！　消えなければ、参をけしかける！」

　ぐっと雅近は言葉を飲みこみ、顔を伏ふせた。刀火に向かって一礼するが、刀火は顔を背そむけた。

　雅近が早足に宮の表の方へ向かい、その姿が消える。彼の横顔があまりにも悔くやしげであったので、千樹はうろたえて刀火を見やる。

「あんなこと言っていいの!?　あなたのことを心配している雅近様に」

「ならばおまえは……わたしに逃にげろと言うのか？」

　答えた声は低く、怒りを秘ひめた強さで、緑がかった瞳が千樹を睨ねめつけた。

「おまえが屛風絵を封じなければ、わたしは、わたし自身を殺すより他ほかに手がない！　わたしが、好んで雅近を追い散らしたと思うか!?　好んで斬ざん首しゆになりたいと思っていると!?」

　平気な顔をして坦たん々たんと過ごしている刀火の中にくすぶる様々なものが、いきなり燃え上がったようだった。千樹の手首を握にぎると、強く引き寄せ、かすれた低い声で絞しぼり出すように続けた。

「誰だれがそんなことを望む？　だが諦あきらめるつもりはない」

「わたしだって、あれを封じたいわよ！」

「無理だ。阿樹様の侍じ女じよと、澄すました顔で散歩している、今のおまえに。だが、おまえは封じたいと言ったな。ならばわたしは今度こそ……、おまえの中のものを引きずり出す！」

　決意を固めるように言うと、刀火はぐいと千樹の手を引いて曉宮を出た。そしてゆるい坂道を下り、杉すぎの木立の中を一気に抜ける。境川の川音がさらさらと聞こえる。

　半分よりもわずかに肥ふとった月の光は、明るく周囲を照らしていた。

　杉すぎ木こ立だちを抜けると、目の前に竹林があった。その広い竹林には、彩遊の屋や敷しき裏に広がる竹林と同じ種類の、しなやかで細い竹がはびこっている。竹の種類が同じなので、当然そこに漂ただよう竹の香かおりも同じ。そして明るく冷たい月光に照らされる竹林は、場所は違ちがえど、十歳の自分が座りこんでいたあの時とそっくりだった。あの時も冬だった。

　刀火は竹林に踏ふみこみ、竹林の真ん中辺りに来ると千樹を放ほうり出すようにした。乱暴に振ふり回されて、千樹は竹の根元に尻しり餅もちをつく。

「彩遊はおまえと出会ったときに、この子は絵師になれると思ったのだ、と言った」

　肩で息をしながら、刀火が告げた。

「その時に、彩遊はなにかを見たはず。彩遊がその子を屋敷に連れて帰ろうと決意する、なにかがあった。おまえは、その時のことを忘れている。だから絵を描えがくことと向き合えない。おまえが自分の中にあるものと向き合わなければ、あの屛風絵は封ふうじられない」

「だからって、ここでなにを……」

「おまえは、十歳だ」

　たったそれだけの言葉で、千樹はびくっとした。息が白く散るこの寒さと、明るい月光が降り注ぐ竹林。そこに座りこんでいる自分。なにもかもが、七年前のあの日とそっくりだ。

　千樹の前に片かた膝ひざをつき、刀火は千樹の瞳を覗のぞきこむ。

「阿樹様は、おまえを置いて消えた。日が傾かたむき、夕暮れになり、夜になる。おまえはもう、姉姫が帰って来ないことはわかっていたはずだ」

　そんなことはわかっていた。常宮で息を殺して細心の注意を払はらって育ち、そのうえ戦乱をくぐり抜けてきた十歳だ。様々なことが、嫌いやになるほどよくわかっていた。

「わかっていたか、千樹」

「そんなこと今いま更さら訊きいて、なんになるの」

「答えろ」

「だから、なんのために!?　わかっていることを何度も訊かないで！」

　両手で耳を塞ふさぎ立ちあがろうとすると、いきなり両りよう肩かたを摑つかまれた。

「逃げることは許さない！　おまえが七年前、ここと似た場所で何を思い何を感じていたか、思い出すには何が足りない!?　子供が一人取り残されたこの場で感じる、恐きよう怖ふか!?」

　刀火は、千樹の肩を摑んだまま背後に押し倒たおした。竹の枯かれ葉が降り積もる上に強く押しつけられ、千樹は驚おどろき、両手で彼の胸を押し返そうとした。

　しかし反はん抗こうを封じるように、刀火は片手でやすやすと千樹の両手首をまとめて摑み、千樹の頭の上の地面に押しつけた。組み伏せられ、自分が全くの無力であることが、足の裏から這はい上ってくるような恐怖になった。自分の命が、体が、全すべてが、刀火の支配下に置かれている。

　──怖こわい！

　刀火の片手が、千樹の喉のど元もとに触ふれる。恐おそろしさに、喉のどがびくびく震ふるえる。だが恐怖にすくんでいたのは一いつ瞬しゆんで、その次には闇やみ雲くもにもがき、かかとで地面を蹴けり続ける。

「離はなして！」

「わたしは思い出せと言っている！　答えろと言っている！　わかっていたのかと、わたしは訊いたはずだ！　答えろ！　おまえは、わかっていたか!?　阿樹様が帰ってこないことを！」

「そんな……、そんなことわかってたわよ。それがなに!?　手を離して！」

　手首の痛みと、恐怖と、わけもなく追い詰められることに腹が立って怒ど鳴なっていた。しかし刀火はそれだけでは許さず、手首を摑む手に、さらに力を込める。

「わかっていたなら泣いたはず！」

「泣いてなんかいない、わたしは平気だった」

「七年前、おまえは今のように無力だった。わたしの気まぐれ一つで、今、おまえの純潔は奪うばわれる、命はなくなる！」

　刀火の手が、千樹の喉から胸、脇わき腹ばらへと荒あら々あらしく衣ころもの上を移動する。

「なにするの!?　いやだ！」

「七年前も同じように、野犬一いつ匹ぴき、雪の一夜で、おまえは食いちぎられた、あるいは命を落とした！　わたしは、七年前のおまえを狙ねらう野犬だ、雪だ！」

　支配される恐ろしさに、千樹はあがいた。目め尻じりから、意識せず涙なみだがあふれる。

「認めろ！　七年前に、おまえは泣いた！」

「本当に泣いてない」

「無力な子供が捨てられ、一人恐怖にさらされる惨みじめさを認めていたか!?」

　叩たたきつけられた問いに、息が止まる。

　──惨め？　わたしが？

　恐怖以上に、正面から泥どろをかけられたような屈くつ辱じよくを強く感じる。

「惨めなんかじゃない！」

　反射的に声をあげた。恐怖も忘れ、嚙かみつくように吠ほえた。

「姉姫ひめに置いてけぼりにされたからって、なにが惨めなの!?　平気よ！」

「戦乱の中をともに逃げ、唯ゆい一いつ頼たよりにしていた姉姫に捨てられてもか!?」

「平気よ！」

「おまえは捨てられた！　惨めに捨てられた！　国をなくし、人に追われ、なにもかもなくしたおまえが、唯一信しん頼らいしていた姉姫だ！　その人に捨てられた！」

「わたしは惨めなんかじゃない！」

「惨めだ！」

　激しい言葉に斬きりつけられる。

「捨てられることは惨めだ！」

「わたしは……！」

「おまえは置き去りにされたことが、惨めだったんだ！」

　斬りつけられ、さらに胸の奥に、ごつごつした岩をねじ込まれたようだった。

「おまえは置き去りにされ、捨てられた！　無力で、生きる術すべもない、十歳の子供が！」

　ねじ込まれた容よう赦しやない言葉で、胸の奥にあったなにかが破れた。痛いと感じる。胸が、痛い。激しく痛む。

「おまえはあの場所から、一歩も動けなかったんだ！　惨めで、怖くて、哀かなしくて、どうしたらいいのかわからなかったんだ！　怖くてたまらなかったんだ！」

　もがいていた千樹の手足が、動かなくなった。どうしたことか、動けなくなったのだ。

　──……動けなかった……。怖かった……。

　引きちぎられた場所から、今まで知らぬふりをしていたものが濁だく流りゆうのように流れ出る。

　──惨めだった。

　流れ出たものが胸をみたしあふれ、指先をみたし、つま先をみたし、頭をみたし、こらえきれなくなって言葉になった。

「………わたしは、………置いてけぼりにされた」

　ぽろりと、口からこぼれ落ちた。

　心の中で、気持ちがめまぐるしく揺ゆれていた。姉は帰ってくる、いや帰ってこないと、ずっとそれを繰くり返していた。夕暮れになり、辺りが暗くなると、もう揺れることも不可能になった。姉が帰ってこないことは確実だった。けれど平気だと自分に言い聞かせた。

　自分は平気だ。なんてことない。

　惨めさを認めるのが嫌いやだった。それを認めてしまったら、心の全てが砕くだけそうだった。

「姉様」

　あの時、口に出せなかった言葉が出た。その途と端たんに涙があふれた。次から次へとあふれて、止まらなくなった。眦まなじりから、いくつもいくつも、熱いものが滑すべり落ちる。

「姉様。……姉様」

　いつも千樹は、姉の阿樹といた。母よりも父よりも身近で、千樹のことをよくわかっていた。千樹も阿樹のことをよくわかっていた。

　気が小さくておどおどしている阿樹に、十歳の自分でも苛いら々いらした。けれど彼女はそのぶんとても優やさしくていたわりに満ちていたから、大好きだった。

　平気なんかじゃなかった。けれど惨めさを認めることが嫌で、平気だと思い込もうとした。そしてそれは十歳にして様々な体験をしたがゆえの聡さとさで成功し、すべての感情を押し殺した。

　刀火が、やっと千樹の手首を離した。しかし千樹は起き上がることができない。ただ、

「姉様、姉様、姉様」

　呼びながら両手で顔を被おおった。あの時、こんなふうに呼びたくなかったのだ。なぜなら姉は帰ってこないとわかっていたから。

「姉様」

　けれど今は、我が慢まんできなかった。

　指先も体も、頰ほおに触れる髪かみも、なにもかもが冷え切っていた。冬の風は容赦がなく、意地悪く竹の葉を揺らす音さえも、千樹から体温を奪った。寒くてたまらない。

「姉様」

　ふいに刀火が、横たわる千樹の体を強く抱だきしめた。

「今のおまえに、詫わびは言わない。今のおまえは、惨めでも哀あわれでもない。だが……」

　痛いほどの力で抱きしめるそれは、子供をあやす仕草だった。

「わたしは生きるために、十歳の子供が必死の知ち恵えで封ふうじたものを引きずり出した。十歳のおまえは、寂さみしく、惨めで、哀れだった。それを認めさせた。十歳のおまえには、詫びる」

　刀火の声には、いたわりの響ひびきがあった。彼の腕うでは強く、衣の香かおりは甘く、体は驚くほどに熱く優しかった。刀火の髪が、千樹の濡ぬれた頰に触れる。

　十歳以前の記き憶おくには、ほとんど感情が伴ともなっていなかった。しかし今、それらが一気に蘇よみがえる。嬉うれしかった、哀しかった、楽しかった、苦しかった。感情の奔ほん流りゆうに千樹は流される。

　そして自分が姉に捨てられたあの竹林の中で封じたものを、今はっきりと思い出す。

　千樹は姉を待ちながら、竹の枝を使って地面に絵を描えがいていた。朝からずっと、暗くなっても月明かりを頼たよりに描いていた。

　猫ねこ。犬。鼠ねずみ。蝶ちよう。蟬せみ。蜻蛉とんぼ。花。山川。木の葉。竹の葉。思いつくものを、手当たり次し第だいに描き続けた。千樹の周囲は無む秩ちつ序じよな様々な絵で埋うめられ、それらは土の上で動き、羽ばたき、瞬またたき、流れ、揺れていた。描かれたものが、すべて成っていたのだ。あの時千樹は、はじめて成る絵を描いた。しかも絵は地面の上で蠢うごめくだけでなく、ぼんやりとした半はん透とう明めいの姿で地面から浮うきあがり、千樹を取り囲んでいた。
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　だが千樹は、絵が成ったことにすら気づかずに描き続けていた。

　描くことが唯ゆい一いつ、自分を慰なぐさめる方法だった。

　絵を描くことが好きだった。『上手ね』と姉に褒ほめてもらうと、得意になった。描くことが大好きで大好きで、それでその時できる退たい屈くつしのぎがそれだけだったから、描き続けた。

　そこへ彩遊が来た。自らが描いた、蠢く絵の聖域に守られるようにして、憑つかれたように描き続ける千樹を見て、彩遊は驚おどろき、訊いたのだ。『わたしと一いつ緒しよに来るかい？』と。

　その時千樹は、描く思いも喜びも、自分の惨めさもごっちゃになっていて、全部を一緒に封じ込こめ頷うなずいたのだ。『はい』と。そして描く喜びも描きたい衝しよう動どうも忘れてしまった。

　置き去りにされて、怖こわくて哀しくて惨めでどうしようもなかった。それを忘れたふりをしていたが、ずっと阿樹の笑え顔がおに会いたくてたまらなかった。

　けれど阿樹が自分を捨てたことは身に染しみてわかっていたから、それを取り戻もどせないことも知っていて、意識しない場所で心はささくれ立っていた。

　そして千樹は捨てられたのに、阿樹が柚葉を妹のように可愛かわいがっていたと知り、柚葉の笑顔を見たとき、心の奥底で泣きたくなった。柚葉が阿樹のことを「姉様」と呼んだとき、胸に深く、鋼はがねの鏃やじりが食い込んだように痛かった。本当は、痛かったのだ。血が流れるかと思うほどに、痛かった。

　引きずり出された思いが、千樹を激しく揺すぶる。

　だが千樹は、ずっと無意識に、自分を慰める方法を知っていた。描くのだ。手を触ふれられないものを、もはや戻らない遠いものを、自分の手もとに引き寄せるために描いていた。

　暴あばかれる傷。それは惨めさと、絶望と、哀しさと───小さな光こう輝きとなって心の隅すみにあり、自らを支え続けていた、描く喜び。

　そして六年前、十一歳の自分が彩遊になにをしてしまったのかも思い出した。千樹はあの時、無意識に姉の阿樹の存在と優しさを求め、それを引き寄せたい一心で、やってしまったのだ。

　──禁きん忌きを犯おかした。あの時、わたしは……！







　六花　自在であれかし




　真っ暗でどろどろしたものが満ちるだけの、上も下も、果てもない世界に、大だい祖そ神しん・天あま日ひの大おお神かみと天あま月つきの大おお神かみが降臨した。降臨したその順序で、天日大神が姉、天月大神が弟となるが、二ふた柱はしらの大祖神はともに、同等のまばゆい光を発する存在だった。

　天日と天月は矛ほこを手にし、真っ暗な世界をかき回し、天地を創造した。だがそうしている最中に、天月の力が萎なえ、光を失い、できあがったばかりの地へ落ちてしまう。

　造りたての地上は、神ですら御ぎよしきれない様々なものがとぐろを巻いていた。

　そこへ落ちた天月は、自らの消しよう滅めつを覚かく悟ごする。

　しかし姉の天日は、そんな危険な地へ駆かけ降り、もはや天日の光を反射することしかできなくなった天月を救いあげた。

　天日は力をなくした天月を慈いつくしみ、見捨てず、自らに寄り添そわせ、時間の半分を分け与あたえる。

　そこから、昼と夜が生まれる。

　天日大神が支配する時間は、昼。天月大神が支配する時間は、夜。

　その天地創造の神話を、千樹は彩遊の部屋にあった絵え詞ことばと呼ばれる、文字と絵で綴つづられた本で読んだ。紙の平面の上に、色しき彩さい豊かに躍おどる絵は、彩遊が描いたものらしかった。添えられた絵はすべてが成っていて、紙という鏡を通して、別世界を覗のぞきこむようだった。

　得体のしれないとろりとした暗黒が、沸わき立ち溶とけている天地創造の絵。

　そこに降臨した二柱の神の姿は、ぼんやりとした影かげとしてしか描かれていない。だが輝かがやく矛を手に、その薄うすい影は天地をかき回し続けている。その楽しげな、踊るような動き。さらに寄り添う二柱の神の衣ころもの袖そでは、ぼんやりとした影ながらも、微び風ふうに柔やわらかくはためいていた。

　成る絵を目にした驚きよりも、そこに語られる天日と天月の絆きずなが羨うらやましかった。天日大神は、萎えて足手まといになった弟神を救い、自らに寄り添わせ、今もともに天にある。

　──天日大神は、どんなお姿なの？　どんなお顔で笑うの？

　一年前、千樹は阿樹に置き去りにされた。けれど自分も天月大神のように、見捨てられずにいたかった。阿樹も天日大神のように、ずっと千樹を見放さずにいて欲しかった。

　一年前に竹林の中で封じ込めたはずの思いが、その時、絵によって引き出されたのだ。

　──天日大神の笑顔が見たい。

　それは阿樹の笑顔を見たいと願う思いと重なり、いても立ってもいられなくなった。紙を探し、筆を揃そろえ、岩絵の具を並べて、描きはじめた。

　描いたのは天日大神の姿。麗うるわしい女おんな神がみの流れる髪の一筋一筋すら、くっきりと。風になびく衣ころもの色目の変化も、流れも、鮮せん明めいに描き続けた。柔にゆう和わな表情の顔は、阿樹にそっくりだった。けして弟神を見捨てなかった神の威い厳げんと優やさしさも、口元の微び笑しように含ふくませる。

　描き続けていると、ふいに紙の表面から微風が吹ふいてきた。驚いてじっと絵を見つめていると、天日大神の髪が、衣が、あるかなきかの風に揺ゆれているのに気がついた。

「成った！」

　自分の手元に、なにかを引き寄せた手て応ごたえを感じた。だが、なにか物足りなさも同時に感じる。そこにある神の姿はどこか空々しく、本物ではないという気がした。

「……目」

　しばらく絵を見つめていて、瞳ひとみが入っていないのに気がついた。だから空々しい。そこに瞳が加われば、それはもっともっと生き生きと千樹に近づいてくれるはずだ。

　阿樹によく似た神の姿は、千樹を誘さそうように、こちらを見て笑った気がした。瞳がないから、笑顔も曖あい昧まいだ。

『ねぇ、あなたのお顔が見たいわ』

　ふいに、絵から声がした。千樹がぎょっと紙面を見おろすと、絵は瞳のない曖昧な微笑みで千樹に語りかけていた。

『ねぇ、あなたのお顔を見させて。そうしたら、わたしは、あなたを抱だきしめてあげられる。わたしに瞳があれば本物になれる』

　その声は阿樹の声にそっくりで、千樹は、瞳のないその姿を食い入るように見つめ返した。

　──見たい。見たい。笑顔が見たい。阿樹の、姉様の、笑顔を取り戻したい。

　そんな思いが強くわきたち、千樹は無意識に筆を強く握にぎりしめる。それが絵に魅みせられるということだと、その時の千樹にはわからなかった。

　紙に、筆を下ろした。瞳を黒く塗ぬりこめた。点てん睛せいしたその瞬しゆん間かんだった。千樹の目の前にあった紙から突とつ然ぜん、圧あつ倒とう的な光が奔流のように吹き出したのだ。

　──わたしは、なにかをやってしまった！

　そして千樹は、その時ようやく知ることになるのだ。己おのれが恐おそろしい禁忌を犯したこと。

　そして一年前に自分を拾ってくれた絵師は、心から千樹を慈しんでいる人であること。

　そしてその人は千樹を慈しんでくれたがために、大切なものを失ったことに。







「彩遊先生！」

　助けを求め、悲鳴のような声で呼ぶと、千樹はその場に跳はね起きた。全身、しとどの汗あせに濡ぬれていた。荒あらい呼吸の胸を押さえ込み、周囲を見回す。

　甘い香かおりのする夜具の上に座っていた。刀火の夜具だ。

　軒のき先さきで、すずめが囀さえずっていた。寝しん所じよの御み簾す越ごしに、散らかし放題の画室のような室内を見み渡わたすと、さすがにその悲ひ惨さんさが目に染みる。部屋の隅に置かれた香こう炉ろからくゆりたつ、刀火の好む香こうの薫かおり。しかし室内は静まりかえり、彼の気配はない。

　昨夜、月光の降る竹林で千樹は泣いた。そしてなにもかも思い出したのだ。けれどそれから自分がどうやって曉宮の寝しん殿でんまで帰ったのか、夜具に入ったのか、まったく記き憶おくにない。

　今しがた夢で見たことを反はん芻すうし、千樹は、おののき震ふるえ夜具を握りしめた。

「わたしは、禁忌を犯した……。だから先生は、目を……」

　点睛し、光の奔ほん流りゆうを発しはじめた絵を、彩遊は真っ正面から見み据すえて、封ふうじるために塗りつぶした。しかし強い光を見つめたために、彩遊の目は以前の視力を失ったのだ。

　あの時の光景が恐きよう怖ふと罪悪感とともに、この静かな場所に座っている自分の上に重なるほどに、ありありと蘇よみがえる。

　強い光の刺し激げきで目の血管が破れ、出血した彩遊は、閉じた目め尻じりから血の筋をしたたらせながら、泣きじゃくる千樹を抱きしめてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが封じたから、大丈夫。君は、知らなかったんだから仕方がない。忘れておしまい。こんな怖こわいこと」

「先生。目。血が、出てる。絵が描えがけなくなる」

「泣くんじゃないよ。困ったな……。絵師の掟おきてを君に教えていなかった、わたしが悪いんだ。ねぇ、千樹。人に似た姿を描くことは、絵師の世界では忌いむべきこととされているんだよ。だが、人に似た姿を描くことは、けして悪いことではない。成るほどの絵でなければ、描いたってかまわない。よしんば成るほどの絵であっても、そのことじたいは悪くない」

　彩遊の衿えりを摑つかんだ手は恐怖に強こわばり、震えていた。それをなだめるように、彼は続けた。

「だけど成るほどの完成度になった人の姿を描くと、どうしても瞳を描きたくなる。それが絵に魅み入いられるということなんだ。でも瞳を描いてしまうと、絵に魂たましいが宿る。絵は、本物と似て非なるもの。それに魂が入ってしまえば、絵に描かれた、実際に生きている本物の人間の存在がどうなるか。この世にいない人の絵姿はどうなるのか。空想で描いた人間はどうなるのか。神と似て非なるものは、どんな存在になるのか。それがわからないから恐ろしいんだ。だから瞳を入れること───点睛させることは、禁きん忌きとされている。魅入られないために、人の姿を描くことは忌むべきこととされている。それだけは覚えておいで」

　うん、うんと頷うなずくと、彩遊は頭を撫なでてくれた。彩遊の血のにおいと体温が、千樹を包む。

　彩遊に拾われてから、一年が経たっていた。だがこの時まで、千樹は彼のことを信じ切ることができないでいた。姉の阿樹ですら千樹を捨てたのだから、他人の彩遊ならばなおのこと、簡単に、気まぐれに、千樹を捨ててしまうだろうと。

　だが、この時に千樹は胸に刻まれる痛みとともに理解していた。彩遊はけして、千樹を見捨てない人だということを。そして彼が心から、千樹を慈しんでくれていることを。

「わたしは君に出会ったとき、君は、神が遣つかわした絵の精せい霊れいかと思った。君はあの時、成る絵を描いていた。しかもその絵は、まるで幻まぼろしのように地面から浮うき出して、宙に漂ただよっていた。わたしでも、あんな成る絵は描けたことがない。でも連れ帰った君は……本当にただの子供で、わたしは君を弟子でしにするのを、ためらっていた。君も、それほど絵を描きたそうにしていなかったから……。でも今わかった。君はきっと、絵師になる定めなんだ。放ほうっておいてもこうやって描いてしまうのは、定めだよ。君はきっと、絵の魔ま力りよくを知り尽つくし、操あやつり、ものにする、稀き代たいの絵師になる。だからそのためにわたしは、君を弟子にするしかない。君は絵師になりなさい。わたしのかわりに、一いつ花かを成しておくれ。それがわたしの願いだよ」

「……一花？」

「詞ことばは、一いち葉ようという。葉が集まって木になるのと同様、詞は集まり意味になる。だから詞は一葉。それに対して、一つの絵は一花。葉よりも華はなやか、そしてたった一つで意味をなす。集まれば花はな園ぞのになる。詞と絵は、一葉一花と呼び習わす。絵師は誇ほこって、一花というんだ」

　忘れてしまっていた彩遊の言葉が、当然のもののように千樹の胸には刻まれていた。

「こんな怖い思いをしたら、君は描きたい気持ちに蓋ふたをしてしまうかもしれない。けれど描き続けなさい。そうすれば必ず、心から描きたい時が来る。その時には、それがなんであれ描きなさい。人に似たものの姿でもかまわない。いや。いっそ人に似た姿がいい。そして描いて、それに魅入られず、絵を律し己を律し、一花を成す試みとすればいい」

　まるで今まさに伝えられるかのように、鮮あざやかに蘇る彩遊の言葉。

　彩遊が予期したように、千樹はこの時の記憶を曖昧にしてしまった。だが彩遊はそのことを責めもせず、無理に思い出させようともせず、ただ千樹の曖昧さにつきあってしらばっくれて、ずっと笑っていた。六年も。ずっとだ。

　彩遊の絵師としての力を奪うばってしまった、己の行こう為い。その罪悪感と、後こう悔かい。きりきりと胸が痛み、涙なみだがあふれそうだ。だがこれから目をそらしてしまっては、今までと同じ。それを思い出したのならば、償つぐなう必要がある。

　償いは、彩遊の願いを叶かなえることしかない。それは一花を成すこと。

　描くごとに、罪悪感の鎖くさりが自らを締しめつけそうだったが、そうであるからこそなおさら、描かなくてはならない。うわごとのように呟つぶやく。

「一花を成す……。わたしの成す、一花」

　夜具を抜ぬけ出す。妻戸や蔀しとみが閉じているので、室内は薄うす暗ぐらい。その中央に立つと、周囲には筆、硯すずり、紙、岩絵の具を入れた白磁と、様々なものが散乱している。空気には墨すみの香りと岩絵の具の香りが満ちていた。

　千樹は散乱している書き損じや、硯、墨を飛んでまたぎ越こえ、妻戸を開く。次々と蔀をはねあげて留める。朝日に照らされた室は、自らの心のように散らかっていた。しかしだからこそ、描くためのこの場所こそが、自らの立つ場所なのだ。

「己の悪行を眺ながめ、後悔でもしているのか？　室を片付ける気になったのならば良いけれどな」

　霜しもが降り積もった庭の土、小こ笹ざさの葉、欄らん干かん。それよりももっと冷たい空気を身に纏まとって、刀火が室に入ってきた。禊みそぎを終えたらしく、髪かみが濡れていた。

　彼の背後に見える景色は霜の白い膜まくで被おおわれ、それが朝日に照らされきらめいていた。寒さも忘れ、千樹はその背景と、濡れた黒くろ髪かみが首筋にまといつく刀火を見つめていた。

　この人はなんと美しいのだろうと思った。その頰ほおに、髪に、睫まつげに、すべてに触ふれたくなる。

　触れたい。触れたくて、たまらない。

　するとその衝しよう動どうと、蘇った様々な思いが触れあい弾はじけた。弾けたものに突つき動かされるように、千樹は床ゆかに散乱するものの中から、無意識に絵筆を探していた。

「……細い、線せん描びよう筆ふで。先は細くて、しなやかで強い質の……」

「なに？」

「あった！」

　千樹は床に転がるそれを見つけると拾いあげ、別の場所から、上白紙を一枚取りあげた。そして反ほ古ご紙が散らばった床ゆか面めんを両手でかき分けて場所を空けると、硯と墨を用意した。這はいつくばるようにして墨をすり、すりあがると筆に持ち替かえて紙の上に筆先を滑すべらせる。

　刀火は呆あつ気けにとられたらしく、そんな千樹の様子を立ったまま眺めていた。

　──触れたい。描きたい。

　細い筆先は紙の上を滑り、刀火の頰の輪りん郭かく、瞳ひとみ、口、それらを描き出す。彼の頰を指でなぞり、睫に触れ、唇くちびるに触れているような気がして、えもいわれぬ高こう揚よう感かんが体の芯しんに這いのぼる。

　──これは償いなの？　違ちがう。これは、業ごう。

　描くことに高こう揚ようし、楽しみながら、同時に罪悪感が体を縛しばる。相反するものに支配されるが、やめられない。これは、業だ。苦痛であるのと同時に、快感なのだ。

　──人に似た姿を描くことは忌むべきことでも、禁忌ではない。でもこれに魅入られてしまうことが禁忌。ならば今、こうやって改めて挑いどもう。絵に魅入られることなく、人の姿を描くこと。これが、わたしが成す一花のための試み。

　千樹は幾いく度ども、自分の犯おかした禁忌の片へん鱗りんを感じていた。成る絵を封ふう印いんしようと考えると、なぜか感じていた悪お寒かんは、封じ込こめた罪悪感が体を這い回っていたからだ。

　さらに刀火に出会い、その姿があまりにも世せ俗ぞく離ばなれしたたたずまいだったので、心こころ惹ひかれ、何度も描きたい衝動が生まれかけた。けれど自分の中に押しこめた、絵を愛し、描くことを楽しみ、描きたいと思う衝動は、なかなか顔を出さなかった。

　昨夜、月光の降る竹林で、惨みじめさと哀かなしみと一いつ緒しよに解放されたのは、絵を愛し描くことを楽しむ、生来の衝動だった。そして同時に、千樹を苦しめる己おのれの罪も、肌はだにくっきり食い込んだ。

　罪と悦よろこび。二つながらに、はっきりと感じる。

　細い筆で、細い線で、刀火のたたずまいを描き出す。

　髪のうねり。衣ころもの流れ。睫の濃こさ。整った指先。繊せん細さいでしなやかで、清流のように美しいのに、どこか艶なまめいて妖あやしくて。実は底意地が悪い。それを紙の上に描き取りたい。

　這いつくばって筆を滑らせると、ちらりと刀火に視線を向ける。そこにいる彼の姿を、どうやったらこの紙の上に載のせられるのか。取り憑つかれたように、そればかりが頭の中をみたす。

　──触れたい、描きたい。

　それはまったく同じ衝動で、千樹を支配する。

「珍ちん種しゆぶりに磨みがきがかかった」

　刀火はふふっと笑うと、室の奥にある円座わろうだに座り、脇きよう息そくを引き寄せてもたれる。その姿を目で追いながら、千樹は無意識にそちらに体を向け直し、紙の位置を直して筆を滑らせる。

　髪は一筋一筋、丹たん念ねんに描き出す。頰にかかる髪、睫にかかる髪、肩かたに首筋に流れる髪。光の粒つぶをまとわりつかせているような睫も、細く細くと描く。

　日が高くなる。だが衝動はやまない。

　細い筆の作業が終わると、千樹はうろうろと室の中を歩き回って、岩絵の具をいれた白磁を自分の周囲に集めた。たくさんの白磁の小皿も床に並べ、皿のそれぞれに、小さな匙さじを使って岩絵の具の粉を入れていく。それと同時に溶よう燭しよく台だいで膠にかわを溶とかすと、そのどろりとした液体を匙ですくい小皿に入れ、指先を使って粉と膠を混ぜ溶かし、水を加え、色を作る。

　岩絵の具は、彩さい石せきと呼ばれる、とりどりの色を発する岩を砕くだき作られる。全すべての色が鉱物のほのかな輝かがやきを秘ひめ、とろりと、粘ねばるような艶つやがある。

　作った色を眺め、混ぜ合わせ、彩いろ筆ふでに含ふくませる。筆先で変わる色の濃のう淡たんに、気持ちが高ぶる。

　ほんのりと透とう明めい感かんのある頰の色と、指先の爪つめの桜色。変化する衣の光こう沢たくと、彼の首に連なる多た彩さいな珠たまの飾かざりの艶。

　──この人は、恐おそろしい魔ま王おうと成るかもしれない人。

　描えがき続けながら、千樹は自分が、昨夜からの興奮を引きずっていることを徐じよ々じよに自覚する。しかし自覚しても、衝動はおさまらない。ただ思考だけが戻もどってくる。

　──けれど今この人は、こんなにも強さに満ちて美しい。

　魔王判別の法が行われるまでは、あと七日しかない。しかし千樹の衝動は止まらず、またこれが自分にとって必要なことだと思えた。

　刀火もなにも言わない。彼は珍めずらしいものを見るように、千樹の動きを目で追っている。

　夕暮れになり、辺りは暗くなる。すると侍じ女じよらしき数人がさらさらと室に入ってきて、千樹と刀火の様子にびっくりしたような顔をする。しかし刀火の目配せで、彼女たちは黙だまっていつものように明かりを灯ともし、夕ゆう餉げの膳ぜんを置き、去って行く。

　月明かりが千樹の手元を照らす。

　手を止めたのは、見おろした絵の完成を感じたからだった。

　紙の上に描き出されたのは、物もの憂うげに脇息に寄りかかり、視線は斜ななめ上のどこか遠くへ向け頰ほお杖づえをつく刀火だ。物憂げな様から優ゆう雅がさと妖しい艶つややかさが薫かおり、その顔立ちがあまりにも端たん麗れいなので、まるで清流をみるような清らかさもある。

　その時、絵の中にいる刀火がちらりとこちらをふり返る。

「……え」

　顔をあげると、本物の刀火がこちらを見つめている。彼は自らの絵姿を驚おどろいたように見つめ、それから立ちあがるとこちらに来て、絵を挟はさんで千樹の前に膝ひざをつく。

　絵の中の刀火も立ちあがり、さらりと数歩歩くと膝をつき、足元を覗のぞきこむ。それはまるで、白い紙が鏡となり、刀火の姿をそのまま映しているかのようだった。

「成る絵をものしたな」

　刀火の言葉も、千樹の耳に届かない。筆を持つ指が震ふるえていた。

　──物足りない。どこか意地悪そうな輝きを潜ひそませている、緑を秘めた、黒の瞳を描きたい。もの足りない。瞳を描きたい。点てん睛せいを。

　知っていながらも、魅み入いられる。絵の中の魔王が、誘さそうように口元で笑う。

「点睛させたいか？」

　指の震えを見咎とがめられたらしく、刀火が何気なく問う。その声に千樹はぎくりとして刀火を見やるが、彼はうっすら微笑ほほえんで、絵の中の自らの姿を眺めていた。

「これは、わたしだ。だがわたし自身ではない。似て、非なるもの。これを点睛させ魂たましいを吹ふきこめば、さて、わたしはどうなるのか。試ためしてみてもいいぞ、おまえが望むならば」

　冗じよう談だんではなく、彼は本気で言っている。過か酷こくなものばかり背負う彼にとっては、絵師の禁きん忌きを破ることすらも、さしたる恐きよう怖ふではないのかもしれない。絵の魔ま力りよくで己の身が変化しようが、現実が歪ゆがもうが、はては絵の中に引き込まれようが、かまわないのだろう。

　なぜならば、彼は勝つつもりだからだ。全ての過酷なものを受け入れ、勝ってやろうと、微笑みながら構えている。

　その強さに、千樹は自分の指の震えを羞はじた。

「一花を成すために、わたしは、魅入られるわけにはいかない……」

　千樹は瞼まぶたを閉じ、手にした筆を強く握にぎる。震えが止まった。

　目をそらしていることにさえ、気がつかなかった。けれどようやくそれと向き合えば、こうやって彩遊が生きる術すべとして授さずけてくれたものが、姿を現し、動き出す。

　隠かくし続けた傷は、刀火によって暴あばかれた。しかしこれでやっと向き合えた。この心で、この目で、絵と向き合えば、今まで感じられなかったものを感じ、見えなかったものが見える。そんな気がする。すっと、心が凪ないだ。

「あなたは意地が悪くて噓うそつきだけれど、強く、美しいわ」

　ことりと、───筆を置くことができた。瞼を開くと、顔をあげた刀火と目が合った。

「それは褒ほめ言葉か？」

「そうよ。一応ね。わたしは、あなたの絵を描きたくて、ひきつけられる。だからわたしは、あなたを斬ざん首しゆになんかさせたくない。だから、あと七日。もうこの夜が明ければ六日しかないけれど、わたしはあの屛びよう風ぶ絵えと向き合う」

　開け放たれた妻戸の向こうには明るい月が輝き、草木を凍こごえさせる霜しもが降り積もる。

「やっと、絵師らしい目をした」

　刀火が微び笑しようした。

　魔王判別の法が行われるまで、あと六日。







　夜が明けると、千樹は再び刀火とともに宝ほう物もつ殿でんへ向かい、桜の森の屛風絵と対たい峙じした。

　黒い布を取り去ると、桜の森から吹きつける不ふ吉きつな風に顔を撫なでられる。しかしそこに描かれている景色は、やはり息を吞のむほどに美しい。

「これを描いた絵師は、なにを思って描いたのか……」

　背後で刀火が呟つぶやく。千樹は確信を持って答えた。

「描きたいから、描いたのよ」

　成るほどの絵は、絵師が描きたいと思わなければ描けない。描きたくて描きたくてたまらないから、絵師は心血を注ぎ込み、慈いつくしむように、取り憑かれたようになって描く。

　だからこそ絵は絵師の執しゆう念ねんと情熱によって、成るほどの魔力を秘める完成度となる。

　やっとわかった。この絵を描いた絵師は、純じゆん粋すいにこの絵を描きたかったのだ。名も知らぬ、過去に生きた絵師が心を注いで描いたこの絵は、しかし恐ろしい魔力を秘め、鬼おにをこの世に出現させる。

　こんなに美しく見事な絵なのに、千樹はそれを封ふうじる。魔力を消す。──すなわち、絵を消す方法を考えなければならないのだ。その絵を描いた者の情熱がわかるがゆえに、それは苦しい。こんなに美しいものを、絵師である自分が壊こわすのだ。

「惜おしいわ」

「惜しがっていて封じられるのか？」

　正直な気持ちを揶や揄ゆされ、ぐうの音も出ない。だが、惜しいものは、惜しいのだ。

「これまでだ。鬼が近い」

　刀火は言いながら、屛風絵に被おおいをかけた。

　千樹が立ちあがろうとしたとき、黒い布の向こうから歌うような声がした。

「我の右みぎ腕うで、右腕は？　いずこや」

　ぎょっとして飛び退のき、刀火の傍かたわらに寄った。刀火は懐ふところの参さんを摑つかみだし、手に構える。

「通路があるのは、わかっている。微かすかに、魔王の香かおりがする。するよ」

　澄すんだ声で歌うように言いながらも、その声はどこか禍まが々まがしく、ねばりつく。鬼の声。

「通路はどこぞ。魔王よ。我の声が聞こえているか？　……いるね？」

　喉のどの奥で、刀火が微かに呻うめく。彼の瞳ひとみがくっきりとした緑に変化し、なにかに耐たえるように歯を食いしばっている。

「ひと声、ひと声だよ。こちらだと声をかけてくれぬかい？　さすれば我は通路を見つける。魔王よ。ふつふつと、身のうちの魔ま性しようが沸わき立つのではないかい？　我を呼べ、魔王」

　刀火の唇くちびるが震えていた。その眼めは、闇やみ夜よの獣けもののように爛らん々らんと輝き凶きよう暴ぼうさを宿す。彼の中にあるものが、鬼の声に反応し、今にも声を発しそうだった。

　──駄だ目め！

　千樹は、思わず刀火に抱だきついた。

　思い出すのは七年前。十歳の千樹は、阿樹とともに内乱の中を逃にげた。怒ど号ごうを発する獣じみた人の群れの足音を聞きながら、千樹と阿樹は物もの陰かげに潜んだ。物音一つさせればおしまいだ。泣き出しそうな千樹を、阿樹は抱きしめてくれた。けして声を出してはいけない。泣いてもいけない。抱きしめられることで、わきあがる恐怖に千樹は耐えることができた。

　──一言も、声を発してはいけない！

　強く強く抱きしめると、刀火の体が極度に緊きん張ちようしているのを感じる。それを自分の腕うでの力で押さえこみ、なだめるように、千樹はさらに力をこめる。

「魔ま王おうよ。我を呼べ、呼べ」

　息を殺し、ぴんと緊張の糸が張る。しかし刀火の喉から、呻きに似た声が細く出る。黒い布の向こう側で、鬼の声がすこし嬉うれしげに高くなる。

「おやぁ……。呼んだ？　我を呼んだか？　魔王よ？」

　──駄目だってば！

　千樹は咄とつ嗟さに、刀火の両りよう頰ほおに両手を添そえ、顔の正面に引き寄せた。息がかかるほどの近さで、深い緑色に輝かがやく、獣のような瞳を射い貫ぬくように見つめた。

　──呼んだら許さない！

　緑の瞳が苛いら立だったように怒いかりをたぎらせるが、それを圧するように千樹が睨にらみ返すと、ふと、彼の瞳が揺ゆらぐ。これは何者だと、千樹の存在をいぶかるようだった。互たがいの熱い息が、互いの唇に触ふれている。極限まで張りつめた緊張の中、どちらがどちらの吐と息いきかわからないほど、熱は間近で溶とけあう。

「魔王よ。我を呼べ」

　鬼が三度言い、その声がすこし遠くなる。

「魔王よ。我を呼べ」

　鬼の声が、遠のいていく。

「魔王よ……」

　かなりの長い時間、暗くら闇やみで息をひそめていた。見つめる刀火の瞳の緑は徐じよ々じよに薄うすれ、常の黒い瞳に戻もどっていき、彼は息をついた。それを認めた千樹は刀火の頰から手を離はなしたが、指の震ふるえがおさまらず、両指を強く絡からみ合わせて握った。

「怖こわかったのか？」

「……あの声が怖くない人なんて、いるの？　本当にもう、大だい丈じよう夫ぶよね」

　ようよう声が出る。指の震えを押さえこみ、刀火の袖そでに手をかけて彼の瞳を覗のぞきこむ。

「あの状態のわたしに、よく触れられたな。わたしが、怖くはなかったか？」

「怖いよりも、あんな声ごときで心を揺らすあなたに腹が立ったわよ」

　その答えに、刀火は無表情で答えた。

「知らないからだ。鬼の声に呼ばれたときに、わたしの中に鎌かま首くびをもたげるものを」

　つと、刀火の指が千樹の肩かたに触れる。

「鬼に語りかけられていると、目の前にいるおまえを斬きり伏ふせたくなった。ここから」

　刀火の指は肩から胸を斜ななめに横切り、反対側の脇わき腹ばらまでをするりと撫でた。

「ここまで。一刀のもとに斬り捨てれば、どれほどの興奮が味わえようかと考えていた」

　無表情に語るが、目には憂ゆう鬱うつな影かげと、嫌けん悪おと、その時感じただろう喜き悦えつの残ざん滓しがある。刀火の指が自分の体の上を辿たどった軌き跡せきは、まるで刃は物ものを押しつけられたようにひやりとした。生き物としての本能が、危険を知らせる冷たさ。

　刀火は、十歳の千樹が負った心の傷を暴いた。だがそれと同時に、彼自身もまた、とり澄ました美しい顔の下に隠した本ほん性しようを隠しきれなくなっている。

　桜の屛風絵を廻めぐり、もはや、互いに取り繕つくろうことができない。

　暴あばき出される、二人ながらの傷と本性。汚けがれのないまっとうな世界から見おろせば、二人は魔ま物ものの一味かもしれない。けれど己おのれらが魔物であっても、魔物なりに生き抜ぬきたい。

　千樹は彼の顔を見つめる。暴かれたものたちから目をそらしてはならない。

「知らないわけじゃない。魔王を体の中に宿した人がどれほど残ざん虐ぎやくか、わたしは見ていた。あなたと同じ瞳の色をした父は、容よう赦しやなく妻の首を刎はねた。従ず者さや侍じ女じよを斬り捨てた。民たみを吊つるして、殺した。わたしは見ていた。血のにおいも覚えてる。覚えてるの」

　それがどれほど恐おそろしかったか。

「怖くないと言えば、噓。ちょっとは怖い。けれど、父のように荒あれ狂くるわないあなたは、父とは違ちがう。己を律しようとしている人は、見ていれば分かる。だから触れるのなんて怖くない」

　視線が絡む。挑いどむように千樹は続けた。

「わたしは屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんして、魔王なんか出現させない。なのに今、あなたが自ら鬼を呼ぶなんて冗じよう談だんじゃない。絶対に、そんなことさせない」

　運命に嘲ちよう笑しようされ続け、敗北するのが嫌いやだった。最初はそれだけだった。

　だが今、別の思いが生まれていたことに気がつく。目の前にいる刀火の姿が、この世から消えることが惜しい。千樹と同様に、同じものに立ち向かう彼をむざむざ死なせたくない。

　──この人を死なせない。

　なにが面おも白しろいのか、刀火はいきなりくすくすと笑いはじめた。そして笑いをおさめると呟く。

「怖い姫ひめ君ぎみだ」

　そっと、刀火の手が千樹の髪かみの先に触れた。

「こんな細い体で、怖いことを言う。おまえは本当に珍めずらしい。だから、信じようと思う」

「信じてなんて言えないわよ。だけどわたしは、できる限りのことをする」

「それで充じゆう分ぶんだ」

　ぴんと張りつめた覚かく悟ごを互いに感じ、千樹は頷うなずく。

　その後、曉宮に帰ると、千樹は刀火の室で彼の姿ばかりを描えがき続けた。どの絵もどの絵も、描く端はしから絵は成った。点てん睛せいはさせなかった。一枚も。

　室のあちこちに、物もの憂うげに動く刀火がいる。意地悪そうな刀火がいる。その姿を惜しむように、千樹は描き続けた。

　雅近はあれ以来、ぷっつりと姿を見せない。五日目がすぎ四日目がすぎ、三日目がすぎ、二日目がすぎた。そしてあっという間に、満月の夜を迎むかえる日の朝になった。

　夜半に雪が降ったらしく、その日の朝は一面の銀世界になっていた。







　その日の朝、刀火の様子はいつもと変わらなかった。禊みそぎをし、朝あさ餉げを食べる。

　千樹は胸がつかえて、ろくに食事が喉を通らなかった。

「宝ほう物もつ殿でんへ行くか？」

　食事が終わると問われたので、千樹は頷いた。そしていつもはなにも持たずに室を出るのに、今日は室の中にある絵の道具を一いつ切さい合がつ切さいもって宝物殿へ向かった。

「そんな荷物を担かついでちょろちょろしていると、姫ひめの珍ちん種しゆというより小動物の珍種じみている」

　皮肉を言った刀火の声が、なぜかひどく優やさしく聞こえたので驚おどろいた。しかし彼はいつものようにすたすたと、千樹に背を見せて歩き出す。

　朝日が雪に反射して目に痛かった。杉すぎの木立は、真っ直すぐな黒い影を、薄く降り積もった雪の上に落としている。雪を被かぶった小こ笹ざさの群れは、重そうに押しつぶされていた。

　雪を踏ふみ、宝物殿へ続くゆるい石段を上ると、ちょうど上り切ったところに細い影がぽつんと立ち尽つくしているのが見えた。逆光になっていて顔はわからないが、身につけている山やま吹ぶき色の袿うちきの模様と体つきから、柚葉であるとすぐにわかった。

　刀火は石段を上りきったが、柚葉の姿が目に入らないかのように、頭をさげる彼女の横をすり抜ける。千樹は刀火の背中と柚葉を見比べながら、とりあえず足を止めた。

　阿樹が妹のように可愛かわいがっていたという柚葉の顔を見ると、胸の奥が痛んだ。その痛みは、羨せん望ぼうだ。阿樹に愛された彼女が、無む性しように羨うらやましい。その感情を抱かかえながらも、彼女に近づいた。

「どうしたの？　柚葉。こんなところで」

　肩に触れると、袿の肩が石のような冷たさだった。濡ぬれている。よく見ると彼女は小刻みに震え、かちかちと歯を鳴らしている。袿の冷えかたや湿しめり具合からすると、雪が降っていた夜明け前からずっとこの場に立っていたのかもしれない。

　刀火は宝物殿の階きざはしを上り、扉とびらの鍵かぎを開こうとしていた。

「屛風絵は……桜の屛風絵は、封ふうじられましたか？」

　震えながら柚葉が訊きく。なぜ彼女がこんなところにいて、こんな質問をするのかわからないまま、千樹は首を横に振ふった。すると寒さばかりではないらしく、柚葉の顔はさらに青ざめる。

「屛風絵は封じられないのですか？　やはりあの鏡がないと……」

「どうしてそんなに気にするの？」

　すると柚葉は慌あわてたように、言い訳がましく早口で告げた。

「こ、怖くて。国が滅ほろびるのが怖くて。それだけです。申し訳ありません、わたしは、これで！」

「待って！」

　柚葉の腕うでを摑つかみ引き寄せた。彼女は何かを知っているからこそ、ここに来たに違いない。

「ただ怖いのなら、皆みな同じ。こんなとこで雪に降られてまで、わたしたちを待って封印のことを確かめるからには、怖い以上の理由があるわよね」

「怖いのは、本当です。ただ怖くて」

「どうしてそんなに怖いの？」

　刀火は不審げに階を下りてくると、千樹と柚葉と距きよ離りを取りこちらを見つめる。

　あの屛風絵を間近に見たならばまだしも、見たこともない、存在すらも確かめられないものが国を滅ぼすと言われても、普ふ通つうは、怪かい談だんを聞かされた程度の実感しかないだろう。今の柚葉のように、身に染しみて怯おびえるわけはない。

　──屛風絵を間近に……？

　そこで千樹は息を吞のむ。

「あなたは、鏡と言ったわよね」

　問われると、柚葉がびくっと体を縮めた。

「今も言ってた。この前も言ってた。『鏡が砕くだけて鬼おにが出てきたら』と。屛風絵の封印が鏡を使った封印だと、どうして知っているの？　そんなことまで、つまびらかにはされていないはずよね。特に『鏡が砕けた』なんて、誰だれも公おおやけには言ってない。あなたが仕えている綾峰様だって知らないはずのことを、侍女のあなたは知りようがない」

「それは」

「見たのね、あなた」

「わたしは」

「違う。見たんじゃない……」

　柚葉は、阿樹に可愛がられていた。阿樹はどこへ行くにも柚葉を連れて行き、上主のそばに召めされるときですら彼女を伴ともなっていたらしい。柚葉は、上主のもとに出入りできたのだ。

「あなたが封印の鏡を壊こわした？」

　上主が保管している宝物殿の鍵を盗ぬすみ出し、また気づかれないうちに戻もどすことも、柚葉ならば可能なのだ。

　いきなり、柚葉の目からぽろぽろと涙なみだがこぼれ、体が力をなくしてその場にへたりこむ。

「申し訳ありません。申し訳ありません。姫様。曉宮様。わたしは知らなかったんです。あれがそれほど怖こわいものだなんて、知らなかったんです」

　呆ぼう然ぜんとした。柚葉が封印を破る理由が、まったくわからない。

「なぜ封印を破った」

　しんと冷えた声で、刀火が問う。柚葉は雪の地面にひれ伏ふすようにして、震ふるえる声で呟つぶやく。

「申し訳ありません。申し訳……。わたしは曉宮様を追い詰つめることに……そんなつもりは、なかったんです。国を滅ぼすつもりなんて、なかったんです」

「答えよ。なぜだ」

「阿樹様が」

　突とつ然ぜんに出たその名に、千樹はびくっと震えた。その名を聞くだけで、阿樹を待っていたときの切なさが胸の中で大きくなって息を苦しくさせる。

「阿樹様が、もう長くないと医術士に知らされて。それで妹姫様に会いたいと漏もらされて……。でも、妹姫様を常宮に呼ぶことは嫌だから、呼べない、会えないと仰おつしやるので」

「会いたい？」

　その言葉に白々しさを感じ、怒いかりを覚える。

「会いたいなら呼べば良かった！　どうして呼べないの!?」

「妹姫様だけは、もうこんなところに関かかわらせたくないと。妹姫様が絵師として、市し井せいで自由に生きることを阿樹様は望んでいらっしゃったのに、自分の妹姫だと知られれば、常宮に呼びたがる者もいるだろうと」

「……え……？」

　阿樹はいつも千樹の絵を褒ほめてくれた。『上手ね』と。口べたな彼女はそれ以上の褒め言葉を知らないようだったが、それでも彼女が、心から千樹の絵を称しよう賛さんしていることは感じていた。

「だから会えないと、阿樹様は。会ってはならないのだと。存在すら、知られてはならないと」

　もしかしたら阿樹は、千樹のことをよくわかっていたのだろうか。だからだろうか。

　──もしかしたら……だから……？　姉様は、わたしを？

　柚葉が告げた言葉から、阿樹の思いが、ゆっくりと形をもって浮うかびあがる。儚はかない泡あわのように、千樹の目の前にふわりと姿を見せる。

　常宮で散々つらい目にあった阿樹は、千樹がこんな世界と縁えんを切り、楽しくつましく生きることを望んでくれたのだ。だからあの時、阿樹は千樹を置き去りにした。その当時、名を馳はせていた彩遊の屋や敷しき裏にわざわざ連れて行って。

　──置き去りにされた。

　だが。

　──捨てられたわけじゃない。

『迎むかえに来るから、待ってて』

　阿樹はそう言ったが、それは「阿樹が迎えに来る」という意味ではなかったのだ。千樹を迎えに来るのは、彩遊だったのだ。

　都人の噂うわさで「彩遊の夜歩き」を知った阿樹は、彩遊が夜歩きをする竹林に千樹を置き去りにした。その場所で退たい屈くつしきった妹姫ひめが、なにをするかもおそらくわかっていた。そして夜歩きに来た彩遊が千樹を見つければ、きっと彼は千樹を弟子でしにしてくれると確信があったのだろう。

　常宮の高い塀へいを見あげて嘆たん息そくし、姉妹はいつも同じ会話を繰くり返していた。

『高いねぇ、姉ねえ様さま』

『高いわね』

『越こえられないかな？　姉様』

『越えられないわね』

　気のきいた返事もできずに、いつも同じ答えを返してくれた阿樹は、どれほど常宮の塀を越えたいと願っていたか。庶しよ民みんとして、ひっそりと生きることを望んでいたか。身分のない衛え士じの若者と情を通わせていた彼女は、その人とのつつましやかな幸福をどれほど望んでいたか。

　だが彼女は国を追われ生きる術すべもなく、美び貌ぼうと身分くらいしかぬきんでたものがなく、この国にやってきた。阿樹は生きるために常宮へあがり、籠かごの鳥になった。

　ただ妹姫だけは、そっと自由な野に放してくれた。

『迎えに来るから、待ってて』

　その言葉が、遠いさざ波のように幾いく度ども耳に反はん響きようする。

『迎えに来るから』

　やっとわかった。阿樹の言葉は、なに一つ噓うそではなかった。確かに、迎えは来た。

　──姉様。

　胸が絞しぼられるように痛い。だが吹ふき出す痛みは、哀かなしくなるほど温かい。

　阿樹が柚葉に自分のことを「姉様」と呼ばせたのも、きっとずっと千樹のことを気にかけていたからなのだ。一いつ緒しよにいられない寂さみしさを紛まぎらすために、彼女は侍じ女じよを、妹がわりにして自分の心を慰なぐさめていた。

　──なんで、今、ここにいないの？

　もし阿樹が生きてここにいてさえくれれば、千樹は阿樹を「姉様」と呼ぶことができた。そして彼女に言うことができた。「迎えは、来たよ」と。

　視界が滲にじんだ目を、ぐいと袖そでで拭ぬぐう。そして、へたり込んでいる柚葉を支えて立たせた。

「あなた……会わせてくれようとしたんだ」

　柚葉も、よくわかっていたのだろう。自分が本当は妹姫の身代わりで、阿樹がほんとうに会いたいのは誰なのか。だからこそこの可愛かわいらしい少女は、行動してしまった。混じりけのない、純じゆん粋すいないたわりから。

　柚葉はうつむいたまま立ちあがり、頷うなずいた。

「ひと目でも妹姫様に会わせてさしあげたくて。姫様として呼べないならば、どうにかして絵師として呼べないか、様々な人に訊ききました。けれど無名の絵師など、常宮に入ることもまかりならんと言われて。でもその絵師は姫様なんですとは、言えず……」

　そこで、刀火が訊く。

「だが何者かが、おまえに教えたのだな？　あの宝ほう物もつ殿でんに、鏡で封ふう印いんされた屛びよう風ぶ絵えがあると。鏡を壊せば、封印が破られる。あれを再度封ふうじるには、法術士の力は役に立たない。封じられる可能性があるのは、成る絵を描えがく絵師のみだろうと。であれば彩遊が呼ばれるが、彩遊は目を患わずらい絵を描けない。必然的に、唯ゆい一いつの弟子である妹姫が呼ばれる、と」

　淡たん々たんと確かく認にんする言葉を聞くと、千樹は背筋がざわざわとしてくる。刀火がなにを悟さとり、そしてなにを言わんとしているのか。それがはっきりとわかる。

　柚葉が阿樹の妹姫のことを打ち明けるほど、信しん頼らいしていた相手。そして、屛風絵の封印のことを熟知している者。それはたった一人しかいない。

「……はい」

　消え入るような声で、柚葉は答えた。

「阿樹様はおまえを、どこへでも連れ歩いた。上主様の住まう宮や寝しん殿でんにも、連れて行ったはず。そこで宝物殿の鍵かぎを盗み、それを使い宝物殿に忍しのびこみ、鏡を壊し、再び鍵を返したな？」

「……はい」

　まさかと、千樹の鼓こ動どうが速くなる。しかし刀火は、その名を口にした。

「そうすればいいと吹きこんだのは、おまえが信頼し、阿樹様の妹姫のことを打ち明けた唯一の相手。高月雅近だな」

　わかっていたが、刀火の口からその名を聞くと衝しよう撃げきが強かった。

　柚葉は、返事をすることすら耐たえがたいかのように、深く頷く。

　なぜ、と、力が抜ぬけるような感覚がする。しかし刀火の方が、もっと衝撃は強いはずだ。しかし彼はまったくの無表情で、声の調子も変わらない。

「おまえの言ったことは、聞かなかったことにする。綾峰の元へ帰れ。おまえは操あやつられただけだ。だから罪がないとは言えないが、おまえを罰ばつするほど、今のわたしは暇ひまではない」

「ですが……」

「行けと命じた。従わぬなら、その罪で罰する」

　きつい声で言われると、柚葉は顔を袖で被おおい、よろよろと駆かけ出した。

　千樹と刀火は、無言で立ち尽つくしていた。声が出ない。

　けれど思い返せば、不ふ審しんなことはあった。

　千樹が常宮に招かれた日、矢を射かけられた。千樹が屛風絵を封印する事を恐おそれた誰だれかの仕し業わざに違ちがいないが、その後、ぴたりと襲しゆう撃げきはなかった。それは千樹が、「役に立たない絵師である」と、襲撃者が判断したからだろう。

　矢を射かけられた翌日、千樹は屛風絵を塗ぬりこめようとして失敗し、その後これといった活かつ躍やくはできない状態が続いた。それを間近で見ていれば、千樹を役立たずと判断できたのだ。

　雅近であれば、千樹を近くで見ていた。

　そして雅近が太刀たちの柄つかに手をかける音。あの音も千樹は、屛風絵を封印しようと試みたときに耳にしている。屛風絵を墨すみで塗りつぶし、封印できるかのように思えたあの一いつ瞬しゆん。あの時、雅近は太刀の柄に手をかけたのだ。

　雅近は、封じさせてなるものかと、千樹を斬きろうとしたのだろう。斬り捨てて、後から様々に言い訳を考えればいい。もし刀火に責められようとも、屛風絵は封じられずに残る。

「なぜ雅近様が。あなたの代が来るのを、楽しみにしていると……」

「雅近は、わたしの代を楽しみにしていたのではない。魔ま王おうの代を楽しみにしていたのだ」

「……なぜ……」

「本人に訊いてみるよりない。いや……。あの、ちぐはぐさ……。わたしの予想が当たっているならば、あれは本人と言えるか？」

「どういう意味なの？」

　刀火は答えず、ただ空を見あげた。その横顔は無表情で、人の泥どろ臭くささがなく、美しい。だがその胸のうちには、なにを抱かかえるのだろうか。

「今夜、魔王判別の法が行われる。雅近は、わたしを逃にがそうと現れるはず」

　いつの間にか、空には低く灰色の雲が垂れ込めて、杉すぎの木立がざわめいている。底冷えがする。空にある灰色の雲は雪雲だ。また雪が降るかもしれない。そうすれば、今夜の満月は雲が隠かくしてくれる。だが風も強い。強い風が、夜までに雪雲を吹き散らしてしまうかもしれない。

「わたしは逃げるつもりはない。わたしに魔王の判別が下るまで、おまえは封印の努力を」

　今は雅近の裏切りを、なぜと問いただしている暇はないと、千樹は頷く。

　残りは時間はわずか。月が昇のぼれば、刀火は衆しゆう人じん環かん視しのもとで、己おのれの中にあるものを暴あばかれる。

　千樹は絵師だ。阿樹が野に放ち、彩遊が育ててくれた。この時、この瞬しゆん間かん、役に立てなくてどうするというのだ。

　──姉様。彩遊先生。

　阿樹が願ってくれた平へい穏おんに、千樹は居続けられないのかもしれない。しかし阿樹が願ってくれたからこそ、千樹は今、この時、役に立つ武器を己の身におさめることができている。

　運命や巡めぐり合わせという残ざん酷こくなものに立ち向かうための武器を、阿樹が授さずけ、彩遊が育ててくれたのだ。己を支える力を手にし、自由で、自在であれ、と。







　周囲が暗くなると、満月は無情にもすぐ顔を出した。雪雲は強い風に押し流され、切れ切れに空を滑すべっている。時折月の表面をかすめはしたが、被うほどにはなっていない。

　千樹と刀火は、ずっと宝物殿にいた。

　こうなったらもはや隠す必要もないと、刀火は宝物殿の扉とびらを開け放ち、外から光を入れていた。そうやって光にさらされた屛風絵から、二、三度黒い布の被いを取って眺ながめた。しかし鬼おにの気配は近く、絵はすぐに隠された。

　桜の森の風景を目にするたびに、その美しさに魅み了りようされ、この絵を損そこなうのが惜おしくなる。だがそう感じるだけで、これを封じる方法は思いつかない。

　ただ黙だまって座っているだけではいられず、千樹は当てもなく、たくさんの墨をすった。そして膠にかわを溶とかし、すべての岩絵の具の粉を溶かし、色を作った。宝物殿の床ゆかには、溶いた岩絵の具を入れた小皿が、五十以上も並べられた。筆もきちんと方向を揃そろえて並べた。

　黙もく々もくと手を動かしながら、千樹の思考は休むことなく動いていた。だがそれは堂々めぐりに似て、出口が見える気配がない。

　そして日が沈しずみ、東の空から藍あい色いろの夜が滲み出し、瞬またたく間に空は暗くなった。

　月を見あげ、刀火は静かに告げた。

「わたしは行く。わたしになにがあっても、おまえに累るいはおよばない。常宮から放ほうり出されて終わりだ。そうなれば彩遊の屋や敷しきへ帰るがいい」

「あなたが死ねば、わたしは自責の念であなたに取り憑つかれる。あなたのような意地悪に取り憑かれるなんて、そんなのまっぴら」

　悔くやしさに唇くちびるを嚙かむ。未いまだに屛風絵は変わりなくそこにあるのに、刀火は行こうとしている。

「嫌きらわれたものだ」

「あなたのような大おお噓うそつきの意地悪を、好きになる人はいないでしょう」

「そうだな」

　笑えみを残して背を向けようとした刀火の袖そでを、千樹は思わず握にぎりしめた。

「待って！」

　足を止めふり返った彼の、緑がかった瞳ひとみを見あげる。

「魔王の種ありと判別が出ても、すぐに諦あきらめないで。わたしは封じているかもしれない。だから、屛風絵が封じられているか、最後の最後まで確かめて」

「あきらめが悪いな、千樹」

「あきらめが良かったら、今生きてないわ。あきらめの悪さが、わたしの命いのち綱づなよ」

「確かにな。それは良い心構えかもしれない。ならばわたしも、見習うか」

　くすっと笑って、刀火は懐ふところに手を入れた。

「わたしは行くが、その前に参さんを放つ。おまえがぎりぎりまで諦めないというならば、何事かあるやもしれない。おまえを守るものが必要だ」

　彼は懐から人ひと形がたに切り抜かれた白い紙を数枚取り出すと、ぱっと宙に投げあげた。そして「参」と鋭するどく唱える。たくさんの紙人形が、一いつ斉せいにくるりと宙返りし、屛風絵と千樹を取り巻くようにぴたりと宙に停止する。

　最後にもう一枚紙人形を取り出すと、刀火はそれに息を吹ふきかけ、表面に文字を書くように指先でさらさらと撫なでてから投げあげた。それは他ほかの紙人形と同じくぴたりと宙に浮うき、すっと千樹の傍かたわらに寄り添そう。賢かしこく忠実な小鳥のように、己の傍らに浮く人形の紙。

　刀火が、千樹の右手の指に軽く触ふれた。そして、

「この指を、おまえの一花を成す力を、信じよう。おまえを待つ」

　それだけ告げると身をひるがえし、階きざはしを下りていった。

　──曉宮。

　曉は希望に満ち、汚けがれなく美しい。しかし人々が竈に火を入れて家々へ向かう夕暮れ時の活気と温ぬくもりとは違い、曉は、ほとんどの生き物が眠ねむる静せい寂じやくの中に現れる。彼は、まさに曉。次期上主の身でありながら、周囲から人を遠ざけ、たった一人で歩む背中を見つめる。

　それが木立の向こうへ消えると、千樹は宝ほう物もつ殿でんの中に向き直った。

　背に、月光があたる。ゆっくりと、千樹は屛風の前に立つ。黒い布で被われたそれは、そのしたに美しい森の景色を隠している。常春の国。散ることのない桜。

「これは……綺き麗れい」

　黒い布の向こうにある絵を思い出し、千樹は我知らず呟つぶやく。

　屛びよう風ぶ絵えは美しいのだ。本当に美しいのだ。損なうのが残念なほどに、美しい。それを描えがいた絵師の執しゆう念ねんと喜びがわかるだけに、なお、惜しい。

　千樹も刀火の絵を描いた。一筋一筋、思いをこめて線の細さや流れに気を配り描いた。あれを損なうと考えると、惜しくてたまらない。

　──損ないたくない。絵師ならそう思って当然。絵もまた、自らの美しい姿を損ないたくないと思って当然。

　その瞬間、なにかが頭の隅すみをかすめた。それは摑つかめそうで、摑めない。なにかのきっかけがあれば、摑めそうな気がする。

　じりじりと、胸が焦こげるように焦あせる。刀火は行ってしまった。猶ゆう予よはない。

　──損ないたくない。でも封ふうじなくてはならない。でも、損ないたくない。

　相反するものが拮きつ抗こうする。

　絵を見る必要がある。しかし鬼が近くにいるかもしれない。危険だし、恐おそろしい。だが見なければ摑めない。そう感じると、千樹は黒い布に手をかけて一気に引き下ろす。湿しめった風が吹きつけ、桜の森の風景が目の前に広がる。







　七花　いづるものよ鬼を払え




　蓮見池の水面みなもは鏡のようにないでいた。雪雲を吹き散らした強い風は、空の高い場所にだけ吹いているらしく、地上は静かだ。池の周囲には溶けきらなかった雪が白く輝かがやいている。

　蓮見池は新しん宮みやの門前に広がり、綺麗な円形に岸を整えられている。その岸をぐるりと囲み、衛え士じたちが控ひかえていた。

　新宮の門前から池の中央へ向けて、長い橋が架かかっている。その橋は池の中央で途と切ぎれ、その先せん端たんは円形の月見台だ。月見台の内周には笹ささが等間隔に立てられ、それを繫つなぐように綱つなをわたし、白い紙人形をぶら下げてある。そうして囲われた結界の中に、黒漆で塗ぬられた法術壇だんが組まれていた。普ふ通つうは法術壇の中で香こう木ぼくが燃やされるが、今日はその中に水が張ってあった。

　幻繕は法術壇の上に座っている。

　供の一人も連れず、ふらりとその場にやって来た曉宮、刀火に、池のほとりに作られた座所に座る上主をはじめ、綾峰、その他の臣下たちも目を見張る。

「曉宮様。雅近はいずこでございますか」

　座所に近づくと、最初に声をかけてきたのは太だ政じよう大臣、雅近の父だ。

「知らぬ」

　切って捨てるように答えると、上主の前に行き叩こう頭とうする。

「参りました。魔王判別の法を受けましょう」

「刀火。屛風絵は封じられたのか？」

　上主が不安げに問う。と、刀火は顔をあげ婉えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「はい」

　その余よ裕ゆうの笑みと答えに、綾峰がうろたえたように、池の中央の法術壇にいる幻繕を見やる。

　幻繕は顔をしかめるが、上主は満面の安あん堵どの笑みになる。

「そうか……！　よかった、そうか！　今から、屛風絵の封ふう印いんを確かく認にんするのに人を走らせよう！　さすれば、このような魔王判別の法は不要だな？」

「いいえ。不安のむきもあろうかと思いますので、魔王判別の法は受けましょう」

　それだけ言うと、刀火はすらりと立ちあがり、片かた袖そでをなびかせながら池の中央へ向かう。

　法術壇を囲う結界をくぐると、幻繕が苦い顔をしている。

「宮。封じられたとは、噓うそじゃな？　封じたら真っ先に、わしに知らせたはず。来ないということは、未だに封じられておらぬのだろう。魔王判別の法を受けるのすら、時間稼かせぎじゃな」

「さあ、どうかな」

「宮……なぜそのような噓、この時に」

「噓ではない」

　刀火は、幻繕をひたと見み据すえた。

「わたしは、たくさんの噓をつく。だがこれは噓ではない。わたしの姫ひめ絵師が封じる」

「信じて待っておるのか。その噓は、姫が屛風絵を封じるようにという願がん掛かけか」

「あなたには関係のないことだ。さあ、はじめるのでは？　御ご法ほう」

　刀火は水を張った祭さい壇だんを挟はさんで、幻繕と向き合って座すわる。

　二人の間にある水鏡が、月を映してゆらゆらと揺ゆれる。二人の座る場所からすこし離はなれた池の水面にも、大きな円い月が映っている。

　幻繕は諦めたように大きなため息をつくが、すぐに表情を改めた。鋭く、厳しい法術士の顔になると、首に連なる珠たま飾かざりを数種抜ぬき取り、両りよう腕うでに絡からめる。

　刀火は薄うすら笑いでそれを見つめる。それからふと目を伏ふせると、急に無表情になった。刀火の変化に、幻繕は眉まゆをひそめた。しかしそのまま珠飾りを連ねた両掌で印を結び、呪じゆを唱えはじめる。







　やはり屛風絵は、恐ろしいのに美しかった。

　絵を封じる───すなわちそれは、絵の魔ま力りよくを消すこと。魔力を消すには絵を消すしかない。それは絵を損そこなうことだ。だがもし可能性があるならば、この美しさを損なわずにいたい。

　今この時でさえそう感じる、自分の絵師としての衝しよう動どうに歯がみする。そんなことを考えている場合ではない。だが惜おしい。時間がない。胸が焼けつくように焦る。

「損ないたくない。損なうことなく、封じられれば」

　呻うめいた瞬しゆん間かん、先刻頭の中をかすめ飛んでいったものが再び閃ひらめく。今度こそ逃にがすまいと、

「損なうことなく、封じる」

　千樹は再び、口にする。しっかりと捉とらえたその言葉が、矢のように思考に突つき刺ささる。

「そうか……損なうことなく、封じればいい」

　彩遊の言葉が、耳に蘇よみがえる。

『その絵はなにを描いたものなのか、絵を描いた絵師はその絵に対してどんな思いを抱いだいていたか。その絵を知ることが第一だね』

　真っ正面から向き合ってはじめて悟さとる。絵に、血のように流れ脈打つ、これを描いた絵師の思い、情熱。

　絵師の思いによって生まれたものを、損なおうとするから拒きよ絶ぜつされる。

　焼く、水に沈しずめる、破る、塗りこめる。どれもこれも、この絵を損なおうとする行こう為い。この絵を描いた絵師は絵が損なわれることを望まないし、その思いは絵にも受け継つがれる。絵そのものに生存本能として流れている。この絵は、絵師の思いとともに生き延びようとしている。だから弾はじかれる。だとするならば、方法は一つ。

　──絵を損なわず、魔力を消すことなく、逆に絵の魔力を利用して鬼おにを封じる以外ない。

　そうするためには、絵と調和するものの力が必要。ということは描えがかなくてはならない。描いたものによって鬼を封じるのだ。

　──最もふさわしいものはなに？

　常春の桜の森は、神話世界の景色だ。ならば神話のなにかでなければ、この常春の桜の森と調和できない。神話が、千樹の頭の中を廻めぐる。

　鬼はかつて人の世界にいた。混乱を引き起こすことを見かねた運命と理ことわりの神、万龍が四人の鬼を四つの世界に封じたのだ。

　ならば、鬼を封じる力があるのはこの世でただ一つ。大神、万龍。

　太い線せん描びよう筆ふでを取りあげ、墨すみを浸ひたし、屛風絵と対たい峙じした。さっとひと筆、桜の屛びよう風ぶの上に線を引く。黒い色しき彩さいでありながら、それは一筋のきらめきのように、屛風絵の上に出現する。

　──この美しい桜の屛風絵に、ふさわしいものを描く。

　この桜の森の絵は、現実にはないものを絵師が描き出してこの世に出現させた。

　これほど鮮あざやかに、これほど生々しく、これほどの迫はく力りよくで。であるならば、千樹はその絵師に負けないよう、同様に、現実にないものを絵筆で捕つかまえ描きだすのだ。

　目に見えないものを、人間は使えない。だから絵札を使う。目に見えない力を、絵という形に写しとり、定着させて利用する。

　見えないものを、見えるものへと。捕えがたいものを、捕えやすいかたちに。それが絵の魔力の根源。

　見えない常春の世界を描き出した絵師と同じく、いや、それ以上に。目に見えない大いなる神の姿を捕え、描き出し、その力の一部をそこにとどめて神の力を利用する。

　千樹に過か酷こくさばかりを授さずける神の力を、引きずり下ろして出現させるのだ。

　──眼めは大きく、万ばん物ぶつの理を凝ぎよう視しし光る力を宿す。

　大きな目玉を描き、龍の顔を描く。それから一気に、長い胴どうと尾おを描く。

　素す早ばやく、流れるように、一いつ瞬しゆんのよどみもなく筆が走る。墨が散り、千樹の水干の白に黒い染しみが点々と広がる。黒の色彩が、桜の屛びよう風ぶ絵えの仄ほの明かりを受け、氷の粒つぶをまとったように光る。

　──万物の理で隔へだてるために、硬かたい鱗うろこの長い尾で世界を分かつ。

　そしてさらに頭に二本の長い角、大きく開いた口に髭ひげを描く。牙きばを描く。

　──角は天の理を理解し、髭は地の理を理解し、理を乱す者は牙で砕くだく。

　屛風絵から吹ふきつける風のおかげで、描く線は端はしから乾かわいていく。

　筆の軌き跡せきが屛風絵の表面を流れると、それは流星のように尾を引き淡あわく光を散らす。

　夢中になっていると、突とつ然ぜん、目の前に真っ白な人の顔が見えた。

　悲鳴をあげて飛び退のくと、描きかけの万龍の向こうに、白い髪かみ、白い狩かり衣ぎぬ、白い二本の角を額に持った青年が立っていた。右みぎ肘ひじから先の部分には腕うでがなく、銀糸を織り込んだ地模様が美しい狩衣の右袖そでが、ひらひらと風に揺れている。

「……鬼」

　はじめて、顔を見る。醜しゆう悪あくな容姿をしているのかとおもいきや、鬼はまるで白木から削けずり出された彫ちよう像ぞうのように整った容よう貌ぼうをしている。彼は微笑んでいた。

　これが神話に語られる鬼の一人、春鬼か。

「やっと、やっと、通路が見つかった。長かったねぇ、長かった」

　整った顔で、しかし禍まが々まがしく鬼はにたりと笑う。

　鬼が一歩踏ふみ出そうとしたその時、白いものが一いつ斉せいに、彼に向かって飛来した。それは鋭するどい刃やいばをまとった鳥の群れのように、鬼に激しくまとわりつく。刀火が残していった参さんだ。鬼は腕を上げて顔を庇かばうが、その左ひだり腕うで、耳、衣ころもと、至る所が裂さける。

　千樹は我に返り、筆を彩いろ筆ふでに持ち替かえた。筆先を黒の色彩に浸すと、そのまま屛風絵に駆かけ寄り、万龍の鱗に塗ぬりこむ。この黒は、墨の黒にあらず。岩絵の具の黒だ。とりどりの色を発する彩石を砕き作り出した黒は、墨よりもなお黒く、とろりと艶つややか。

「させぬよ」

　鬼が参の攻こう撃げきを受けつつも、千樹に手を伸のばそうとする。その動きに怯ひるみ、筆が止まり、身を引きそうになるが、

「続けろ。千樹」

　刀火の声が耳元で聞こえた。千樹の傍かたわらにあった参が、くるりと回転し、床ゆかにぽんと降り立った。その瞬間、参は太刀たちを構えた刀火の姿になる。半分透すけたその姿で、刀火は太刀を構え、伸びてきた鬼の手を斬きりあげる。咄とつ嗟さに手を引っ込めた鬼の爪つめが折れ、宙に高く飛ぶ。

「そちが、魔ま王おうよの。良い姿だ。良い瞳ひとみだよ。良いね、良いよ。ぞくぞくするねぇ」

　折れた爪の先を舐なめつつ、飛び退いた鬼がねっとりとした口調で言う。

「どうして？　あなたは今、蓮見池に」

　啞あ然ぜんと問うが、刀火は千樹に目もくれず鬼を凝視する。

「続けろ」

　命じながら、幻まぼろしの刀火は太刀を構えてじりじりと鬼を牽けん制せいする。瞳は獣けもののような凶きよう暴ぼうさを秘ひめ、濃こい緑に輝かがやく。







　幻繕が呪を唱えはじめると、蓮見池に浮うかぶ円い月の表面が、滲にじむようにゆらゆらと揺れた。上主をはじめ、綾峰、官かん吏り、侍じ女じよに衛え士じ、見守っていた者たちは息を吞のむ。

　法術壇だんの水鏡に映る刀火の姿が、そのまま池に浮かぶ月の影かげの中に現れたのだ。

　月影の中にいる刀火もまた、半ば目を閉じた無表情。

　幻繕はちらりと月影に視線を向けると、そこに刀火の姿を認めたようだった。結んでいた印の形を変え、鋭く声を発した。

「現げん！」

　声はさっと水面みなもを斬るように響ひびく。

　すると端たん座ざする刀火は半眼のまま微び動どうだにしないのに、月影の中にある刀火の姿が、目を開く。その瞳は、盛夏の頃ころの木の葉のような深い緑。そして彼の額の真ん中に、緑色の小さな光こう輝きが出現する。それは徐じよ々じよに光をなくし、ぬめるような、禍々しい艶つやのある小さな粒となる。

「あれは、種か？」

　息を詰つめる人々の中で、誰だれかが呟つぶやいたその瞬間、緑の粒がいきなり細い糸のようなものを吐はき出した。その糸は触しよく手しゆのように、刀火の端たん整せいな面おもてを這はい回る。侍女の一人が悲鳴をあげた。

　月影の中、緑の触手に犯おかされる刀火がけらけらと笑いはじめた。笑い崩くずれ、体を揺ゆすり、禍々しい声を響かせる。緑の触手は刀火の目や耳や、口に侵しん入にゆうし、彼の表情は引きつり歪ゆがむ。

　侍女の悲鳴と魔王の笑い声に、他ほかの侍女たちも声をあげ、立ちあがり、逃げだそうとする。

　衛士たちは身構え、上主と臣下、綾峰は青ざめ、動くこともできない。月影の中にいる者の姿は、人の魂たましいに直接恐きよう怖ふを吹きこむ。上主が呻く。

「魔王」

　場が混乱に陥おちいる中、幻繕は呪じゆを唱え続け、その前に座る刀火は変わらず無表情で、端たん然ぜんと美しい。だが月影の中、魔王が笑う。







　塗りこめる端から岩絵の具は乾き、万龍の鱗には艶つやめく黒が定着する。

　千樹は右手に鱗の黒の筆を持ち塗り続けながらも、左手で床を探さぐった。もう一本彩筆を見つけると、ちらりと視線を向け、白い岩絵の具に筆を浸す。きららかな輝きを秘める、彩石の白だ。黒に塗りこめた鱗に、左手で握にぎった筆で白い色をさっと加える。鱗に艶が出現する。それを繰くり返す。筆を支える指先が、とりどりの色に汚よごれ染まっていた。重なる岩絵の具は瞬またたく間に乾き、指先は硬くなる。

　万龍の姿が明らかになるにつれ、屛風の向こうの鬼おにの表情が歪んできた。

「のお、魔王よ、魔王」

　顔を歪めながらも、鬼は刀火に向かって優やさしく囁ささやきかける。

「欲しいものはないのか？」

　幻の刀火は、すこし苦しげな表情になる。その瞳の色がさらに緑の濃さを増す。それを認めたかのように、鬼は口元に笑えみを浮かべる。

　──運命と理ことわりを司つかさどる大神、万龍。すべての混沌を引き受ける鱗は黒く艶やかで、爪は銀。

　鱗を塗りこめ終わると二本の筆を放ほうり出し、新しい一本を摑つかむ。それに銀の色を浸す。銀そのものを溶とかしたように、光を強く反射する銀。

「己おのれを律し、生き、平安の世を保つ。それで、なんになるのかねぇ？　なんになる？　我はそなたが、哀あわれでならぬよ。哀かなしうてならぬよ。誰もそなたの苦く悩のうを知らぬからねぇ」

　刀火は答えないが、瞳の緑はますます濃くなっていく。

　千樹の本能が危険を感じた。鬼は刀火の中にある魔王の種に囁きかけている。そして刀火の中にあるものが、それにわずかに反応している。

　──でも、描えがかなくてはならない。

　それは義務感よりも、衝しよう動どうだった。万龍の、力強く、しなやかで、神秘的な姿を自分の手で描き出したい。万龍を筆先で摑つかまえたい。鬼の声を聞き、刀火の変化に気づいていながら筆が止まらないのは、描くことに取り憑つかれているかのようだった。

「我はそなたとともにあり、そなたの苦悩をくみ取り、そなたを癒いやす者ぞ」

　鬼はあくまで優しく、いたわりに満ちた声で言う。

　──銀の爪は、世界を裂く！　混こん沌とんを分かつために。

　銀の色しき彩さいがつぶてとなって散る。

　筆を放り、別の筆を手にする。今度は金色。陽ひの輝きのような金の霧きりが、空気に混じる。

　──天の理を理解する角は、金！

　また別の筆を探し、手にする。
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　──地の理を理解する髭は、黒！

　神話に語られる万龍を表す言葉。それらを丹たん念ねんに心の中で拾い、色にする。

　──理を乱す者を砕く牙は、鋼はがね色！

「魔王。我の手を取れ。そなたの苦悩は消えてなくなるよ。我はそなたを慈いつくしむ者」

　誘いざなう鬼の声に、刀火の緑の瞳が揺れる。

　千樹は筆を放り、最後のひと筆を探して摑む。

「おまえの手を取れば、わたしに苦痛はなくなると？」

　刀火がはじめて、鬼の声に答えた。

「そう。そう。そなたは苦悩なく、満ち足り、己が満ち足りていることのみを感じて生きるよ」

　鬼が焦じれたように、微笑ほほえむ。

「その者は幸福ぞ、魔王。幸福ぞ」

「幸福……」

　呟いた刀火の声は喉のどに絡からむ。構えた刃の切っ先が、わずかに下がる。彼の中にある魔王の性さがが、鬼の言葉にひきつけられている。それを感じる。焦あせりが千樹の喉のど元もとにこみあげた。

　──曉の！　待って、まだ！　もうすぐ！

　筆先で、千樹は塗りこめる。その艶と輝きを出現させる。

　──万ばん物ぶつの理を凝ぎよう視しし光る、力を宿す……目！　これこそ、魂が必要な絵！

　その瞬しゆん間かん、刀火は正気づいたように太刀の切っ先をあげた。ふっと笑い、切っ先は鋭く光る。

「幸福だが……際限ない阿あ呆ほうになる」

　千樹は握りしめていた筆を屛びよう風ぶ絵えの表面から引き離はなし飛び下がった。銀の光が筆先から散る。

　──その目は白銀！　点てん睛せい！

　自らが描いたものに呼びかけるように、千樹は声をはりあげる。

「万龍!!」

　桜の森の屛風絵の半分に、黒く艶やかに輝く鱗うろこを持つ、金の角、銀の爪の、巨きよ大だいな龍がとぐろを巻いていた。千樹の声に反応したかのように、龍の髭ひげがざわざわとそよぎはじめる。

　屛風絵の中にいた鬼が、呻うめき、飛び退ずさる。

　ぐうっと万龍が首をもたげ、鬼を睨にらみつける。鬼はさらに数歩飛び下がる。

　万龍はゆっくりと首を廻めぐらせ千樹の姿をその白銀の瞳で捉とらえると、こちらに向かって頭をさげた。屛風の表面から万龍の首がぬうっと突つき出し、髭がそよぐその大きな頭が、千樹の鼻先に迫せまる。万龍の、冷え冷えとした、だが朝の大気のように澄すんだ吐と息いきが、千樹の鼻先に触ふれた。万龍の吐息が胸に入ると、全身が震ふるえた。

『望みがあり、我を降ろしたのはそなたか』

　耳の奥に、鉄器を打ち合わせたような声が響く。

『望みは、なんぞ』

　あまりの驚おどろきに、千樹はその問いに答える言葉を、頭の中ですら組み立てることができなかった。しかし胸の中には思いだけがあった。すると万龍が首をもたげて、頷うなずくように上下させた。

　そして次の瞬間。万龍は鋼色の牙きばを光らせ、白銀の目を光らせ、咆ほう吼こうした。轟ごう音おんとともに、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。千樹はその場に身を縮める。強く吹き散らされる髪かみが、はためく袖そでが、千樹の頰ほおや腕うでを叩たたく。

　その時、宝ほう物もつ殿でんの階きざはしを何者かが駆かけあがってくる音がした。

　ふり返ると、雅近だった。手には抜ぬき身の太刀たちを構え、目を見開き千樹に突とつ進しんしてくる。

「うぬが春鬼を封ふうじたか！　小こ娘むすめ！」

　その目は人にあり得ない、燃える炎ほのおのような朱しゆに染まっている。

　幻まぼろしの刀火が、千樹を庇かばうように出入り口に立ちはだかる。そして万龍の咆吼と風の轟音の中で、それらを突き抜ける声で問うた。

「雅近の中にいるおまえは何者だ！　答えよ！」







　混乱する蓮見池の周囲の者たちの騒さわぎに、幻繕は立ちあがりかけた。目を半眼にし無表情で座っていた刀火が、幻繕の腕をいきなり摑んだ。はっとふり向く幻繕に、

「御ご法ほう！」

　顔をあげ、刀火はもう一方の手で懐ふところから紙人形を摑みだし、それを幻繕の胸に押し当てた。

「わたしの参さんが見ている者を、月つき影かげに映せ！」

　騒ぎの中、ひたと見み据すえる刀火の緑の瞳ひとみになにを感じ取ったのか、幻繕はその場で珠たま飾かざりを鳴らし、鋭するどく唱えた。

「現げん！」

　池の水面みなもにある月影がゆらめき、魔ま王おうの姿が消え、別の者が映し出された。それは太だ政じよう大臣の嫡ちやく子し、高月雅近かもしれなかった。身につけている狩かり衣ぎぬは、彼がよく身につけているものだ。しかしその額には一本の角があり、目は朱色で、鬼そのものの姿だった。

　幻繕が唸うなる。月影を見た周囲の者たちの混乱が、一層激しくなる。「鬼だ」「鬼だ」と喚わめき、衛え士じたちも咄とつ嗟さに弓に矢をつがえる。

　刀火は立ちあがりざま腰こしにある太刀を抜き、月見台の端はしに駆けた。そして太刀を逆手に持ち直すと、月影に向かって投げ打った。刃やいばは一直線に月影に向かい、そこに映る鬼の胸辺りに突き刺ささり、水中に真っ直すぐ沈しずむ。月影の中で鬼が苦く悶もんの表情を見せ、体をよじる。

　鬼の体が、砕くだけるように月影の中から消えた。







「雅近の中にいるおまえは何者だ！　答えよ！」

　そう訊きいた途と端たん、幻の刀火がかき消える。

　千樹は目を見開く。朱色の目をした雅近は、太刀を構えて突進してくる。

　──斬きられる！

　轟音に耳を塞ふさぎながら、暴風に髪をなぶられながら、千樹は覚かく悟ごして強く目を閉じた。しかし。どたりと、目の前で重い音がした。恐おそる恐る目を開くと、そこには床ゆかに倒たおれ伏ふした雅近がいた。ぴくりとも動かない。啞あ然ぜんとして、見おろす。

　万龍の咆吼が、尾おを引きながらも小さくなる。それにともない風が弱まり、激しくはためいていた千樹の水干の袖が、ゆるく揺ゆれはじめ、そして、止まる。

　咆吼と風がその場の音を奪うばい去ったかのように、耳に痛いほどの静せい寂じやくがやってくる。

「雅近様……？」

　跪ひざまずき、恐る恐る雅近の顔を覗のぞきこむ。雅近は、息をしていた。だが完全に気を失っている。

「あの人は……どこ……」

　千樹は幻の刀火の姿を探して立ちあがり、周囲を見回した。しかし彼の姿はない。かわりに別のものが目に飛び込んできた。

　それは一枚の屛風絵だった。

　足元にしっとりと苔こけを侍はべらせた、太い桜の木々。それが際限なく深く深く、森を形成している。花は満開で、あるかなきかの風に枝が揺れ、花びらがはらはらと散っている。散り続ける桜はけして散りきることはなく、永遠の春を語る。

　その桜の森に、ぬめるような黒い艶つやの鱗を持つ、堂々とした黒龍が、とぐろを巻いて眠ねむっている。それは神話に語られる万龍の姿。屛風絵の半分に大きく出現したそれは、永遠の春を語る桜の森を守護するかのようにそこにある。

　──これは常春の桜の森の屛風絵ではない。

　千樹は屛風絵に歩み寄り、見つめる。

　──これは常春の桜の森に出現し、人と鬼おにを分かつために存在する、万龍の絵。

　屛風絵の向こうに、鬼の姿はない。理ことわりを司つかさどる万龍がいては、さしもの鬼もこの屛風絵を越こえられないはずだ。

　この屛風絵は鬼界の一つ、常春の世界を描えがいただけの絵ではなくなっていた。鬼の世界と人の世界を分かつために、常春の森に出現した万龍の姿を描いた屛風絵になっていた。

　常春の桜の森は背景となり、屛風絵は損そこなわれることなく存在の意味を転てん換かんさせ、受け入れた。それは絵が生き延びるための、絵そのものの選せん択たくだったかもしれない。

　この絵は新しい一枚の絵となった。

　月明かりが新しい絵に降り注いでいる。満月の光だ。

　墨すみと岩絵の具で、指先と頰、水干を汚よごした悲ひ惨さんな姿で、千樹はただ呆ぼう然ぜんと絵を見つめていた。

　桜の花びらはちらちらと散り、黒い万龍の鱗に降りかかり、滑すべり、落ちていく。仄ほのかな明るさを宝物殿の床板にこぼしながら、その絵はしんと静まっている。

　かなりの長い時間、その場から動けなかった。すると月明かりが陰かげり、周囲は暗くなる。雪雲が再びわきおこり、満月を隠かくしたらしい。ちらちらと雪が降り始める。

　とん、と、軽く階を上る足音がした。さらに、

「雅近は……のびているだけか」

　安あん堵どしたような刀火の声が、背後から聞こえた。彼は倒れている雅近に近寄り、投げ出された腕を被おおう袖をまくりあげた。するとそこには、人ひと形がたの火傷やけどの痕あとがくっきりと残っている。最初に千樹を矢で襲しゆう撃げきしたときに、刀火が放った参がつけたものだろう。

「まったく。どこであんなものを体の中に入れたか、後で問いたださねばならないな」

　呆あきれたように言いながら雅近をまたぎ越えて、刀火は千樹の傍かたわらに立ち、

「これは名も知れない古いにしえの絵師の描いた絵ではなく、おまえの絵になった」

　と言うと、屛風絵を見あげた。

「封じたわ……」

　呟つぶやくように告げると、彼は絵を見つめながら頷く。

「そのようだ」

「どうなったの、あなたの処分は」

「父上主の名みよう代だいと、綾峰と幻繕御法が、追ってここに来てこの絵を見るだろう。わたしの中に魔王の種があるとはっきり知れ渡わたってしまったが……。この屛びよう風ぶ絵えがこれほど完かん璧ぺきに封じられていれば、誰だれも文句は言えまい。これが封じられてさえいれば、わたしは名君とやらになれる資質があるらしいからな。いずれまた蒸むし返される議論かもしれないが、今はとりあえず、彼らから丁てい寧ねいな詫わびをもらえるはず」

　刀火の瞳は、緑の色を秘ひめてはいるものの黒が勝つ、常の色である。鬼の声にざわざわと反応していた彼の中にあるものは、今はなりをひそめている。目の前でとぐろを巻く万龍のように、眠りについたのだ。

　ちらちらと、雪が降る。

　雪は宝物殿の出入り口から吹きこんで、床にうっすら積もりはじめる。静かに静かに、世界にうごめくものをその白さで覆おおい隠し、鎮しずめようとするかのように降っている。

　──降れ。

　千樹の右手の先では桜の花びらが降り、左手の先では雪が降る。不可思議な光景だ。だが美しい。

　──降れ、雪。

　世界は夢む幻げんの美しさと不可思議さに彩いろどられる。この光景を眺ながめられるのはご褒ほう美びだ。

　──降れ、降れ。もっと降れ。

　幻げん惑わくされるように、頭がぼんやりしてくる。

　──この人の中の魔王は、眠った。

　ふっと意識が遠のいた。







「ああ、それでか。この半年ばかり、ときおり気が遠くなることがあったな。そうなると、ちょっと記き憶おくに違い和わ感かんがあるんだが、まあ、疲つかれているのかと思っていたな」

　己おのれが半年間も鬼に取り憑つかれていたと知らされた雅近は、ぽんと手を叩たたき、気楽に笑った。

　魔王判別の法が行われた満月の夜から、三日が経たった。

　あの晩から千樹は熱を出して寝ねこみ、今日やっと起きられるようになっていた。刀火のいる居室にやってくると、そこに雅近もいたのだ。

「ただの疲れって、吞のん気きにもほどがありますね、雅近様」

　呆れた千樹に、雅近は澄すまして答える。

「俺は細かいことは気にしないたちでね」

「それが細かいなら、世の中に大事はなくなります。秘密を漏もらせば、わたしを山に埋うめると仰おつしやったのも鬼ですかね」

「それは俺だ」

「あっさり認めるところが、また最悪ですね。魔王判別の法が行われるまでに、あの人を逃にがそうとしたのは？」

「それはどうだったかな」

　愛あい嬌きようのある垂れ目と笑え顔がおで、雅近は誤ご魔ま化かす。いつもながらの彼の様子に、千樹は安心感を覚えた。愛あい想そ良く軽けい薄はくな男で、体の芯しんまで貴族であり、ある種の冷れい酷こくさもある。

　だが悪い男ではない。今はそう思えることが、我ながら不思議だった。

　雅近は彼の中にある呪のろいに突つき動かされ、千樹は己の運命に怒いかりを覚え刀火を守った。理由は違ちがえど、同じことを望んだがゆえに、彼を近い存在に感じるのだろう。

　雅近は自分に鬼が取り憑いていたことを、まったく自覚していなかったらしい。

　しかしそれは無理からぬことかもしれない。

　雅近が鬼に操あやつられてやったことは、柚葉をそそのかすこと、千樹に矢を射かけ、二度、斬りかかろうとしたことのみ。彼の中にいる鬼が、うたた寝の隙すきを突いたり、うまく記憶をつなぎ合わせていたのならば、彼はすこしばかりの違和感を感じるのみだっただろう。

「確かなのは、ことを起こしたのはおまえの中にいた鬼だということだ。大変なことをしでかしてくれたな、雅近」

　脇きよう息そくにもたれながらも、刀火は容よう赦しやなく雅近を責める。その視線も口調も、常人ならば震ふるえあがりそうなほど怖こわいが、雅近は慣れたものでけろりとしている。

「面めん目ぼくないのは甚はなはだしいのですが、責められても困ると言いますか。それは俺であって俺ではありませんし。しかし俺が取り憑かれていることが、よくわかりましたね曉宮様」

　あっけらかんとした開き直りに、刀火はねちねち責めるのを諦あきらめたらしく、説明をはじめた。

「千樹に矢を射かけた者は、千樹の利用価値を知っていた。あの段階では、おまえが連れて来た娘むすめが千樹姫ひめであることはおろか、宮にいることさえ知られていなかった。それを知っていたのは、わたしとおまえだけ。それに、おまえと懇こん意いにしていた柚葉が、頻ひん繁ぱんに父上主の寝しん殿でんに出入りしていたことも思い出した。偶ぐう然ぜんおまえが、宝ほう物もつ殿でんの鍵かぎに近づける侍じ女じよと懇意にしていたというのも、できすぎだ。おまえしかいないが……おまえはけして、わたしを裏切らない。だから何者かが操っているのだろうと推測した」

「しかしですねぇ、柚葉の件は彼女からお誘さそいがあったんですよ？　どこかで偶然会ったことがあるみたいで、俺がその時に彼女のことを可愛かわいいと言ったとか、親切にしたとか」

「それがおかしい。阿樹様の侍女とおまえは、仕事も住む場所も違い、この広い常宮内で接点などない。なのに目につくか？　おまえの中の鬼が、それとなくおまえを柚葉の近くへ誘ゆう導どうし、適当に愛あい嬌きようをふりまかせた可能性が高い」

「まあ、そうかも知れないですね。俺はいちいち、褒ほめたり親切にした女性を覚えていないので」

　彼等のやりとりに、千樹は口元が引きつる。

「あの、雅近様？　会ったのも覚えていない女性から誘われて、寝ね物もの語がたりするんですか？」

「そうだけど？　相手が誘ってくれたのに、断ったら失礼じゃない？」

「まさしく、女の敵ですね。思いやりだと思い込んでいるあたり」

　先刻、悪い奴やつではないと思ったが、即そく座ざに心の中で撤てつ回かい。

「そうかな？　俺はこの世の女性すべての味方のつもりなんだが」

　刀火は脇息にもたれつつ、懐ふところから取り出した参さんを指先で器用に弄もてあそぶ。

「それが良くないのだろう。慎つつしめ、雅近」

「嫌いやですよ、これこそ俺の大切な資質じゃないですか。曉宮様にお仕えする身ですから、宮様に恋こいのいろはも教えられないのでは、話になりません。恋も、宮様にとってはお仕事ですよ」

「ああ、そうね。お世よ継つぎのこともあるし。楽しい仕事があっていいわよね、あなた」

　曉宮の仕事云うん々ぬんが煩わずらわしいのか、刀火は氷のような目で千樹と雅近を睨にらむ。

「おまえに教わるつもりは毛頭ないし、珍ちん種しゆが足りない経験で想像するほど、楽しいものでもない。話が逸それている、馬ば鹿か者ども。とにかく……おまえの中にいる者は、おまえに気づかれないように細心の注意を払はらっていた。屛風絵を封ふう印いんされる危険が高まるまで、極力大だい胆たんな行動は避さけた。千樹のことも、彩遊の屋や敷しきで殺してしまえば簡単だったはずだが、常宮を抜ぬけ出して人を殺して帰ってきたら、時間的にも感覚的にも大きな違和感が残る。己の存在を悟さとられる危険を避けたいがために、おまえが、わたしの命で千樹を常宮に連れて来るのを静観していたのだろう。常宮内で殺せば、羽虫の差し金に見せかけることもできるからな」

「じゃあ、俺が気がつかなくても当然というわけですね。ということで、宮様。これ以上、俺をいじめないでくださいよ」

　刀火が指先で弄ぶ参を警けい戒かいしていたらしい雅近が、ねだるように微び笑しようして小首を傾かしげた。刀火は毒気を抜かれたらしく、参を懐に戻もどす。

「そもそも、いつ取り憑かれたのか、わからないのか？」

　と刀火が訊きく。雅近は顎あごを撫なでつつ、自分の頭のてっぺんを見るように目をあげる。

「それが本当に覚えがないのですよ。困ったことに」

「雅近様に取り憑いていたのは、本当に鬼おになの？」

「鬼だ。本体はどこぞに隠かくれているのだろう。精神だけが侵しん入にゆうしていたように見受けられた」

　断言する刀火に、千樹は腕うで組ぐみしつつ、唇くちびるに指を当てる。

「神話に登場する鬼は四人。一人は桜の屛風絵の中に封ふうじ込こめた春の鬼、春鬼。でもこの世に出ているとなると、あの鬼は……上北国を滅ほろぼした鬼なの？」

「おそらく、そうじゃろう。常冬の屛風絵の中におったはずの鬼、冬鬼」

　いがらっぽい声がして、妻戸から幻繕が顔を出す。そしてあたりまえのような顔ですたすた入ってくると座の中に加わったので、刀火がひんやりとした空気で迎むかえる。

「弟子でしを追い詰つめ殺そうとした師が、よくものこのこと顔を出せたものだな」

「結果、まるく収まったのじゃから気にするでないわい。陰いん険けんじゃのぉ、相変わらず」

「それは、心臓を狙ねらって一ひと突つきにしたが、刺さしそこねたので気にするなと言っているのに等しい。あなたは気にしろ、心の底から。なんなら気にするように仕向けてやってもいいが」

「師に向かって、謝れだの気にしろだのという、この弟子をどう思うよのぉ？　姫様よぉ」

　助けを求めるように水を向けられるが、千樹もきっぱり撥はねつけた。

「気にしてください」

「まったく可愛げのない奴らじゃて」

　ぶつくさ言いながらも、幻繕は胸を反らす。

「とりあえず、そこそこ、多少は、悪かったのぉ！」

「なんで威い張ばってるんですか？　顎あがってますよ」

「姫様の気のせいじゃて」

　千樹の突っ込みを、幻繕は高笑いでやりすごした。

「千樹。その老人をまともに相手にしていたら、頭痛がしてくる。放ほうっておけばいい。後で適当な墓穴を、雅近に掘ほらせる」

「俺が掘るんですか？」

　若者たちのやりとりに、幻繕は怒おこるでもなく反省するでもなく、立つ気配もなく、目の前にあった干ひ菓が子しをつまんでごりごりと食べ始める。

「でも、雅近様の中にいたのが鬼だとしたら、あなたよく、魔ま王おうにならなかったわね」

　改めて問うと、刀火もすこし首を傾げる。

「不思議だが。あれが側そばにいても、わたしの中にあるものは、なにも感じなかった」

「鬼にも、力のおよぶ領土があるのですかね」

　雅近が頭の後ろに腕うでを組み、吞のん気きに言う。

　──常冬の鬼界に住んでいた鬼、冬鬼。

　千樹の父上主を魔王に変化させた鬼に、千樹は七年の時を経て相まみえたのだろうか。そうであるならば、なんという奇き縁えんだろうか。

　冬鬼は、あれで滅びたのだろうか。そうであって欲しいと願う。もしあの鬼が滅びてくれたのであれば、千樹は故国を滅ぼした鬼に、間接的に復ふく讐しゆうを果たしたことになる。

　そして屛びよう風ぶ絵えを封印した今、常春の国に住む鬼、春鬼も封じた。

「俺に取り憑ついていた鬼はまあ、いいとして。問題は屛風絵に封じた鬼、春鬼ですよね」

　雅近の言葉に、千樹はきょとんとした。

「封じたのに、なにが問題ですか？」

「ああ。教えていなかったか、千樹姫には。屛風絵を封印した夜に、以前宮様が切り落として封印していた春鬼の腕が、箱ごと盗ぬすまれたんだよ」

　すると刀火は、わずかな悔くやしさを滲にじませる。

「法術で探さぐってみたが、気配すら摑つかめない」

「それ……なにか問題があるの？」

「わからない。たかだか腕一本、なんの力もないとは思いたいが」

「その腕を盗んだ何者かがいるということが、問題ね」

　常宮の中には、なにやら不ふ穏おんな動きがあるのかもしれない。

　しかし屛風絵は封じられ、もはや鬼が出てくる余地はない。常宮の中にいざこざが残っているからといって、千樹が気に病やむ必要もないし、出る幕でもない。

　それよりも千樹は、雪が降り出したこの冬を、いかに暖かく飢うえずに、彩遊とともに乗り切るかを考えなくてはならない。

　──やっと帰れる。

　そう思うとなぜか一いち抹まつの寂さみしさを感じ、視線は自然と刀火に向かう。目が合った。相変わらず、震ふるえがくるほどに悩なやましく美しい。描えがく対象としては、この上もなく魅み力りよく的だ。だが彼は曉宮で、いずれ上主となる身分。千樹は出自がどうあれ、今は市し井せいの絵師。違ちがいすぎる身分を、今いま更さら強く感じた。

「体も快復したので、そろそろわたしは彩遊先生の屋敷に帰るわ」

　自分の中にあるなにかを思い切るように告げると、雅近が意外そうに問う。

「え？　帰るのか姫？」

「こんなところにいたら、またとんでもないことに巻きこまれそうですから。早々に帰った方が賢かしこいと思います。それにやっぱり、彩遊先生が心配だし」

　彩遊は、千樹の唯ゆい一いつ無二の師し匠しよう。思い出したことを報告し、改めてすべてのことを謝罪し、そして心から感謝の言葉を伝えたい。彼は大きな代だい償しようを払って弟子を守ってくれた。だから、

「あそこが、わたしの居場所です」

「しかし、ねぇ、曉宮様？」

　ちらりと雅近に目配せされると、刀火は頰ほお杖づえをつきながら怠だるそうに答える。

「そうだな、今すぐ帰ることは許さない」

「どうして？」

「この悲ひ惨さんな室を、片付けてから帰れ」

　言われてみれば室内は、整理整せい頓とんを十年間怠おこたった画室に、暴風が吹ふき荒あれた後のような有様だった。反古紙や、硯すずりや、筆や、そんなものが散乱している中に、曉宮たる刀火も、太だ政じよう大臣の嫡ちやく子しである雅近も、上主さえ一目置く法術士幻繕も、隙すき間まを探すようにして座っている。

　──本当に………ひどい有様。

　やっと千樹は、己おのれのやったことを冷静に理解する。

　──ああ、罪深い。不敬も甚はなはだしい。

　深々とその場で叩こう頭とうした。

「片付けます」

　刀火は満足したように頷うなずく。







　半日かけて室を片付けた。その後荷物をまとめると、雅近が牛ぎつ車しやを用意してくれた。それに荷物を入れると、あとは千樹が乗りこめば終わりだ。

　暇いとまの挨あい拶さつをすると、刀火は素っ気なく「許す」と言っただけで、さっさと奥へ引っ込んでしまった。牛車に乗りこもうとした時、千樹は一つやり残したことを思い出した。

「ねぇ、雅近様。上主様の嫡ちやく妻さいになったお方の墓はどこにあるんですか？」

「境川を渡わたったすぐ近くに陵りよう山ざんがある。そこにあるが、帰りに寄って行くかい？」

「お願いします」

　雅近はすぐに察してくれたらしい。千樹は阿樹の墓に参りたかった。

　牛車で常宮を出ると、いくらも経たたないうちに陵山の麓ふもとに到とう着ちやくした。

　陵山は小高い丘おかで、そこに木々を縫ぬうように細い石段が曲がりくねって延びている。石段の途と中ちゆう途中に横道があり、そこを辿たどると墓所になる。

　墓の位置を雅近に聞くと、一人で石段を上った。雪が降り積もった石段は、歩きづらい。しかも歩きだすとすぐに、袴はかまの裾すそが濡ぬれて重くなる。誰だれかが先に墓参を済ませたらしく、足あし跡あとが一つだけ石段についていた。その足跡を踏ふむようにして、なるたけ濡れないように注意した。

　墓所に辿り着くと、そこは真っ白い雪に被おおわれた、こぢんまりとした広場だった。

　丸い石を重ねた墓が、雪を被かぶってぽつりと立っていた。

　墓に積もる雪を手で払はらい落として、千樹は呼びかけた。

「姉様。会いに来たよ。一つ、教えておかないといけないと思って……」

　言いたいことは、山のようにある気がする。けれど言葉は切れ切れで形にならず、ただぼんやりとした思いが胸の中にうずくまっているだけだ。

　阿樹は千樹のことをよくわかっていた。千樹は絵を描くことが好きで、それを生きる術すべにできると判断して、阿樹は千樹に未来をくれた。

「迎むかえは、来たよ。ありがとう。……姉様は、よくわかっていたね」

　七年前のあの日。阿樹は、いずれ千樹に未来を授さずけてくれるだろう、阿樹ではない誰かが迎えに来ると教えることなく、姿を消した。それは間が抜けたところのあった姉ならではのような気がしていたが、もしかすると彼女は、千樹が「一いつ緒しよに行きたい」と、だだをこねることを予想したのかもしれない。だからあえて黙だまって姿を消した。恨うらまれることを、承知の上で。

「大好きよ、姉様。昔も、今も」

　帰ろうときびすを返した時、懐ふところにしまってあったものがかさりと音を立てた。立ち止まり懐を探ると、それは刀火を描いた絵だった。成っているその絵の中で、刀火は姿良く立ち、こちらを見つめている。

　彼を目の前にして、彼の肌はだに、衣ころもに、髪かみに触ふれるようにして絵を描いた快感が、体の芯しんに残っている。しかし点睛されていないそれは、本物の刀火に比べれば物足りない。

　この絵も、捨てなくてはならない。この絵が手元にあれば、千樹はまたふいに、点てん睛せいさせたくなってしまうかもしれない。

　──でもなぜ人に似たものの絵だけが、点睛を禁きん忌きとされているの？　他ほかの生き物の点睛は禁忌とされてない。万龍という、神の姿でさえ人に似てなければ禁忌でないのは、なぜ？

　ふと疑問に感じる。絵の魔ま力りよくには、誰も知らない謎なぞがたくさんある。千樹はいつか、そんな謎の一つでも解き明かせるだろうか。

　そんなことを思いながら絵を見つめていると、絵の中の刀火がわずかに口を動かした。だが、声は聞こえない。

「これ、なんて言っているのかな？」

　千樹が小首を傾かしげると、

「『おまえに言い忘れたことがある』と言った」

　背後から突とつ然ぜん耳元で、刀火の声が囁ささやいた。

「わぁぁあ！」

　千樹は仰ぎよう天てんして、ふり返りざま体の均きん衡こうを崩くずして雪の中に尻しり餅もちをついた。刀火がくっくと意地悪く笑いながら、そこに立っている。

「なんでこんなところにいるの!?」

「おまえに言い忘れたことがあるのを思い出して、追ってきた。牛車よりも馬の方が速いから、わたしが先に到着したようだが」

「どうしてここに来るってわかったの」

「来ないわけはない」

　啞あ然ぜんとしている千樹に、刀火は手を差し出す。

「立ちあがったほうが良いのではないか？　千樹姫ひめ。濡れるぞ」

　千樹は険のある目で刀火を見あげた。

「また珍ちん種しゆ姫ひめと呼んだ？」

「被ひ害がい妄もう想そうだな」

「そうかしら？　あなた、はじめて会ったとき自分で、自分の言うことは信用しない方がいいと言ったわ」

「そのとおり。本当は、珍種と呼んだ」

　ぐいっと腕うでを引かれ、無む理り矢や理り立たされる。

「本当？」

「いや、噓うそだ」

「え、噓？」

「それも噓。本当だ」

「なんなの!?　もういいわ、千樹でも珍種でも。それで言い忘れたことって、なに？」

　こんなところにまで追ってきて、わざわざ人を小こ馬ば鹿かにするのはなんのためなのか。

　千樹の立腹も知らぬげに、刀火は微笑ほほえむ。

「絵師を一人雇やといたい。成る絵をものする、絵師を」

「え……。それって……なぜ」

　刀火の顔を見ていると、なぜか息苦しい。だがそれは嫌いやな息苦しさではなかった。

「わたしの中にあるものが眠ねむったとしても、わたしの中にあるものが、消え失うせたわけではない。わたしの周囲には、まだまだ、不ふ穏おんなことばかりだ」

　なぜ突然彼がそんなことを言い出したのか。彼の真意はわからないが、頷かざるを得ない。

　それは彼の運命だ。魔ま王おうの種を宿し、曉宮となるために生を受けた瞬しゆん間かんから、逃のがれられないものなのだ。しかし彼は、その過か酷こくな未来を口にしながらも微笑んでいる。不適な微び笑しよう。

「おまえの操あやつる絵の力が、わたしの役に立つだろう。しかも、わたしとて娯ご楽らくは必要だ。おまえが吠ほえて沸ふつ騰とうするのを見ていれば、退たい屈くつしのぎにもなる」

　しかし結局、がっかりするようなことを言うので、さらに腹が立つ。最悪なことに、道具扱あつかいに加えて道どう化け扱いも加わっている。

「お断りします」

「断れると思っているのか？　千樹。おまえは結局、断れないはず」

　彼にそう言われると、身構えてしまう。またもや彼は何かしら罠わなを仕し掛かけ、千樹を追い込もうとしているのかもしれない。警けい戒かいしながら問う。

「断れないと思う根こん拠きよは？」

「おまえが、絵師だからだ」

　当然のように答えた彼の言葉に、どきりとする。

　目の前に佇たたずむ人は、噓つきで意地が悪くて、けれどぞっとするほど端たん麗れいで高貴さをまとう。それを描えがきたい衝しよう動どうが千樹の中にはくすぶっている。

「わたしの近くにいれば、おまえは、たくさんのものを目にするはず。そうすれば、辻つじで売る絵札の絵よりも、もっと面おも白しろい絵を描けるかもしれないぞ」

　どうすると問うように、刀火は微笑して千樹の返事を待っている。

「たくさんのもの？」

　とくとくと、自らの鼓こ動どうの強さを感じる。

　魔王の種を宿した曉宮の側そばにいることで、目にすることができるものは何だろうか。右手の先に桜、左手の先に雪が降る不可思議な光景以上のものを見られるのだろうか。それはどんなものだろうか。想像すらつかないが、それだからこそ胸が躍おどった。

　──なにが見られるの？　怖こわいもの？　醜みにくいもの？　美しいもの？　きららかなもの？　不可思議なもの？　ため息が出るようなもの？

[image: ]

　なんでも見てみたい。強くそう思う。そしてそれを筆先で摑つかまえ、紙の上に写し取れたならば、どれほどの喜びと興奮を味わえるだろうか。

　日の光に照らされる白い世界。杉すぎ木こ立だちの真っ直すぐな影かげは雪の上に規則的に落ち、藪やぶは雪の重みに頭こうべを垂れ、雪面は細かな氷を撒まいたように輝かがやいている。

　白い世界に、今、魔王は眠っている。千樹の目の前で微笑む人の中に。

　それとは逆に千樹の中にあるなにかが目覚め、そそのかすように、「見たくはないか？　描きたくはないか？」と、囁く。

　千樹は禁忌を犯おかし、彩遊の絵師としての力を奪うばった。力を奪われた彼は、ただ千樹が描き続けることを望んでいる。だから悦よろこびと罪悪感を同時に感じながら、描き続けることが千樹の贖しよく罪ざい。いつか悦びが消え、罪悪感だけが残ったとしても、けしてやめることは許されない。

　己おのれが一花を成し続ける未来に待つのは、散花か花はな園ぞのか。だが今は、そんなことどうでもいい気がした。ただ純じゆん粋すいな欲よつ求きゆうだけが、千樹の心を震ふるわせた。

　──見たことのないものを、見てみたい。

　と。

















　いずれの時か、描く魔力の法ほうを知り、自在に操る絵師現れむ。人々、常ならざらむと畏おそれむが、その者、なよやかなる女なり。千せん花かの者と人が呼ぶ。

　千花を得し者、綾あや津つ島しまの主あるじとなる。主にならんと欲ほつする者、千花を得るべし。


【絵師口伝・予言】　











　　あとがき







　こんにちは。あるいは、はじめまして。三川みりです。

　御ご存ぞん知じの方もいるとは思いますが、角川ビーンズ文庫で、砂糖菓が子し職人の少女と妖よう精せいが登場する「シュガーアップル・フェアリーテイル」というシリーズを書いています。そちらはわたしのデビュー作のシリーズで、それ以外のお話を書いたことはありませんでした。

　ですがこの度たび、初めて別のお話を書かせてもらいました。

　それがこの本です。

　お姫ひめ様さま成分が蒸発してしまった、散らかし魔まで絵師のお姫様と、意地悪で噓うそつきな御み子こ様の、絵と鬼おにを巡る物語です。

　思い返せば、「こんなお話を書いてみたいです」と、プロットと呼ばれる、企き画かく書しよのようなものを当時の担当様に提出したのは一年半以上前でした。それから巨きよ大だい迷路並みの紆う余よ曲折を経て、信じられないくらい素す敵てきな形にしてもらえました。

　こんなふうに形になったことは奇き跡せき的だなぁと、つくづく感じます。イラストを担当してくださったのが由羅カイリ様だということが、最大の奇跡かと。

　なにしろカバーイラストを初めて拝見した日は、あまりの美しさに心奪うばわれ、仕事が手につきませんでした。数分おきに「すごいな～。すごいな～。きれいだな～」と、反はん芻すうして感動する始末。絵の力に感動した経験があるからこそ、この物語を思いついたのですが、絵の魅み力りよくというものを再認識しました。イラストを描えがいて頂けたことを心から感謝しています。ありがとうございます。

　そして感謝と言えば、荻原規子先生。わたしのような未熟者にお言葉を頂けたことが、信じられませんでした。大きな贈おくり物を、本当にありがとうございました。

　担当様。この物語がこんな素敵な形になったのは、担当様のパワーのおかげです。担当してもらえたことで起こった化学変化があればこそ、そして、なんとか良い形になるようにと手をかけてもらえたからこそです。至らないことが多く、延々とご迷めい惑わくをおかけしていますが、これからもよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、読者の皆みな様さま。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。読んでもらえたことに、深く深く感謝。ほんの少しでも、「気にいった」と言ってくれる方がいたらいいなと思います。

　ではでは。もしも皆様の気が向いて、再び出会える機会がありましたら、また！





三川　みり


















カバー・口絵・本文イラスト／由羅カイリ

カバーデザイン／西村弘美










封ふう鬼き花か伝でん




暁あかつきに咲さく燐りんの絵え師し








三み川かわみり
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